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文教民生委員会・分科会次第 

 

               2020年３月16日（月）９:30 ～ 

                         第２委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

  ⑴ 付託・分担案件の審査 

    議案付託表・分科会分担表のとおり 

  

⑵ 請願・陳情の審査 

 

 ⑶ 分科会意見・要望のまとめ 

 

 ⑷ 委員会意見・要望のまとめ 

 

⑸ 管外行政視察 

  ア 日程 

 2020 年５月 13 日（水）～15 日（金） 

    ※予備日 12 日（火）～14 日（木） 

  イ 視察先 

                           

                           

  ウ 視察項目 

                           

                           

 ⑹ その他 

 

４  その他 

  次回の委員会の開催について 

 ⑴ 日時：３月 17 日（火）13 時 00 分～ 

 ⑵ 場所：第２委員会室 

 

５ 閉  会 
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令和２年３月定例会 

文教民生委員会・文教民生分科会 審査日程表 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（青字：委員会、赤字：分科会） 
予定 

時間 

集合 

時間 

３月16日（月） 

９：30～ 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民生活部】 

市民課 

生活環境課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

説明・質疑 

■第32号議案 ②豊岡市一般会計予算 

 

会計ごとに説明・質疑・討論・表決 

●第33号議案 ②豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業

勘定）予算 

●第34号議案 ②豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診

勘定）予算 

●第35号議案 ②豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

●第36号議案 ②豊岡市介護保険事業特別会計予算 

●第37号議案 ②豊岡市診療所事業特別会計予算 

●第38号議案 ②豊岡市霊苑事業特別会計予算 

９:30 

～ 

 

９:30 

 

 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 

文化振興課 

新文化会館整備推進室 

スポーツ振興課 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

こども教育課 

こども育成課 

説明・質疑 

■第32号議案 ②豊岡市一般会計予算 

 

 

 

 

 

 

14：00 

～ 

13:50 

 

【関係部署】 

 

《請願・陳情》 次の順に審査を行います。 

①請願第１号 

子どもの幸せを願う豊岡市民の要望（請願署名）【こども育成課】 

②（継続審査）令和元年陳情第３号 

公立豊岡病院組合内病院の充実に関する陳情について【健康増進課】 

 ③陳情第２号 

  指定難病医療費助成制度で「軽症」とされた難病患者を助成対象に戻

すため国への意見書提出を求めることに関する陳情書【社会福祉課】 

【関係部署】 

   

《報告事項》 

  

【委員のみ】 討論・表決 

■第32号議案 ②豊岡市一般会計予算 

《第32号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第33～38号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ》 

 

《管外行政視察について》 

※ 第 32 号議案は、「説明、質疑」までを行い、第 33～38 号議案は、「説明、質疑、討論、表決」を

行います。終了次第、次の部に移ります（前の部は退席します。）。 

※ 請願・陳情、報告事項の関係部署は、改めて出席してください。 
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審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（青字：委員会、赤字：分科会） 

３月17日（火） 

13：00～ 

第２委員会室 

 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 

文化振興課 

新文化会館整備推進室 

スポーツ振興課 

 

【市民生活部】 

市民課 

生活環境課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

こども教育課 

こども育成課 

個別に説明・質疑・討論・表決 

●報告第１号 専決処分したものの報告について 

  専決第１号 損害賠償の額を定めることについて 

●第11号議案 豊岡市立出石永楽館の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例制定について 

●第12号議案 豊岡市立霊苑の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

●第13号議案 北但広域療育センターの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例制定について 

●第14号議案 豊岡市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 

●第15号議案 豊岡市地域包括支援センターの事業の人員及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

●第17号議案 豊岡市立学校教育施設整備基金条例制定について 

●第18号議案 豊岡市文化財保護に関する条例の一部を改正する条例制

定について 

●第19号議案 豊岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 

●第23号議案 ○元 豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第５号） 

●第24号議案 ○元豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予

算（第３号） 

●第25号議案 ○元 豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４

号） 

●第26号議案 ○元豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

●第27号議案 ○元豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４号） 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

■報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

専決第４号 ○元豊岡市一般会計補正予算（第８号） 

■第22号議案 ○元豊岡市一般会計補正予算（第９号） 

 

・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・・・・ 

 

《閉会中の継続審査の申し出について》 

 

《報第２専第４、第22号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《報第１専第１、第11～15・17～19・23～27号議案：委員会審査意見、

要望等のまとめ》 

 

※ 全部署とも 13:00 開始で、第 22 号議案の審査終了をもって、全部署退席とします。 



令和２年第１回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  報告第１号 専決処分したものの報告について 

   専決第１号 損害賠償の額を定めることについて 

  第11号議案 豊岡市立出石永楽館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

  第12号議案 豊岡市立霊苑の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制

定について 

  第13号議案 北但広域療育センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

  第14号議案 豊岡市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 

  第15号議案 豊岡市地域包括支援センターの事業の人員及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例制定について 

  第17号議案 豊岡市立学校教育施設整備基金条例制定について 

  第18号議案 豊岡市文化財保護に関する条例の一部を改正する条例制定について 

  第19号議案 豊岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例制定について 

  第23号議案 令和元年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第５号） 

  第24号議案 令和元年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算

（第３号） 

  第25号議案 令和元年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

  第26号議案 令和元年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

  第27号議案 令和元年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４号） 

  第33号議案 令和２年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

  第34号議案 令和２年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

  第35号議案 令和２年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

  第36号議案 令和２年度豊岡市介護保険事業特別会計予算 

  第37号議案 令和２年度豊岡市診療所事業特別会計予算 

  第38号議案 令和２年度豊岡市霊苑事業特別会計予算 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第４号 令和元年度豊岡市一般会計補正予算（第８号） 

  第22号議案 令和元年度豊岡市一般会計補正予算（第９号） 

  第32号議案 令和２年度豊岡市一般会計予算 



【委　　員】

７名

【当　　局】出席者に着色をしています。

８名 ８名

10名

11名

【事 務 局】

合計45名

堂垣　真弓

冨岡　　隆

市民生活部長

市民課長

今井　謙二

定元　秀之

谷岡　慎一

船野　恵子

木下　直樹

柏木　敏高

川口　雅浩

こども育成課長

橋本　明宏

永井　義久

宇川　義和

氏　名

氏　名職   名

福　田　嗣　久

2020.03.16

日高振興局 市民福祉課長 前野　郁子

新文化会館整備推進室長

氏　名

副 委 員 長

生活環境課長

城崎振興局 市民福祉課長 土岐　浩司

文化振興課長

大岸　和義

文化振興課参事

上田　健治 生涯学習課参事

委　　　員

職   名 氏　名

職　 名 氏　　　　名

山本加奈美

健康増進課参事 三上　尚美

村尾　恵美健康増進課参事

飯塚　智士

大谷　康弘教育総務課参事

大谷　賢司

山根　哲也

宮本　和幸健康増進課長

高年介護課参事

高年介護課長 惠後原孝一

川端美由紀

健康増進課参事 浅田　英稔

議会事務局主幹兼調査係長

氏　名

木山　敦子

職   名

小川　一昭

竹野振興局 市民福祉課長

地域コミュニティ振興部参事

地域コミュニティ振興部長

生涯学習課長

社会福祉課参事

桑井　弘之

櫻田　　務

幸木　孝雄

こども教育課長

こども育成課参事

こども育成課参事

但東振興局 市民福祉課長

職   名

米田　紀子

社会福祉課長

こども育成課参事

健康福祉部長

職   名

出石振興局 市民福祉課長

西　田　　　真

田　中　藤一郎

清　水　　　寛

竹　中　　　理委　　　員

委　　　員

委　員　長

委　　　員

委　　　員

井　上　正　治

上　田　伴　子

原田　政彦

武田　満之

こども教育課参事

小野　弘順

スポーツ振興課長 池内　章彦

教育総務課参事

教育総務課長

久保川伸幸

社会福祉課参事

教育次長

教育総務課参事

文教 民生委 員会 名簿
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午前９時２５分開会 

○委員長（西田  真） おはようございます。ただ

いまから、文教民生委員会を開会いたします。 

 本日は、非常にあられが飛んだりして寒い日にな

りました。皆さん方、ご自愛していただきますよう

に、よろしくお願いしたいと思います。 

 また、コロナウイルスのほうではきのう現在で兵

庫県は７８人と、いつ終息するかわからんような状

況でありますので、皆さん方もくれぐれも用心して

いただきますようによろしくお願いしたいと思い

ます。 

 また、小・中学校はきょうから授業を再開してお

りますので、皆さんご承知のとおりだと思います。

但馬では、朝来だけが若干おくれるということを聞

いておりますけど、そのような格好で予定どおり、

小・中学校もきょうから元気に通学していると思い

ます。これは子供たちにとっても保護者にとっても

非常にいいことだと思っております。子供たちの元

気な姿が学校のほうでにぎやかに聞こえとると思

います。 

 それでは、座って進めさせていただきたいと思い

ます。 

 なお、本日は、当局から、午後から予定しており

ます教育委員会、木下こども育成課長の欠席につい

て申し出があり、許可いたしておりますので、ご了

承願います。 

 また、一般会計に関する予算関係議案につきまし

ては、予算決算委員会に付託され、当委員会は文教

民生分科会として担当部分の審査を分担すること

になります。したがいまして、議事の進行は、委員

会と分科会を適宜切りかえ行いますので、ご協力を

お願いします。 

 これより、協議事項（１）番、付託・分担案件の

審査に入ります。 

 審査日程ですが、別紙審査日程表のとおり、本日

は予算決算委員会付託議案に係る当分科会に分担

された第３２号議案、令和２年度豊岡市一般会計予

算について、説明、質疑を行い、その後、委員会付

託された第３３号議案から第３８号議案までの各

特別会計予算の計６件についての説明、質疑、討論、

表決を部署ごとに行います。 

 続いて、請願・陳情の審査を行い、最後に、委員

のみで第３２号議案の討論・表決を行い、分科会審

査意見、要望等のまとめ及び委員会審査意見、要望

のまとめを行います。 

 審査については、まず、市民生活部、健康福祉部

の所管部分について審査を行い、次に、部署を入れ

かえ、地域コミュニティ振興部、教育委員会の所管

部分について審査を行います。 

 あす１７日は、午後１時から当局全部署に出席い

ただき、委員会付託された令和２年度予算以外のそ

の他の議案と当分科会に分担された議案の説明、質

疑、討論、表決を個別に行います。 

 最後に、議案全体についての委員会、分科会審査

の意見・要望のまとめを行うことにしたいと思いま

す。 

 以上、審査日程につきまして、ご異議はありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 それでは、付託案件の審査に入ります。当局説明

は所管事項を逐一説明するのではなく、新規事業や

昨年度と変更となった項目、平年と比較して変化の

著しい事業等、要点を簡潔に説明願います。また、

答弁についても要点を簡潔に説明されるようお願

いします。 

 なお、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願

いします。さらに、委員の皆さんには、スムーズな

議事進行に格別のご協力をお願いいたします。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前９時２９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２９分 分科会開会 

○分科会長（西田  真） ただいまより、文教民生

分科会を開会します。 

 それでは、市民生活部、健康福祉部の所管部分に

ついて審査を始めます。 
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 まず、第３２号議案、令和２年度豊岡市一般会計

予算を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。歳出、続いて所管に係る歳入、債務負

担行為及び地方債の順でお願いします。 

 説明に当たっては資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 質疑は説明の後、一括して行いたいと思います。 

 まず、市民生活部、お願いします。 

 はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） それでは、市民課に関係

します予算について説明します。 

 歳出から説明します。予算書の１４４ページをご

らんください。説明欄でご説明いたします。上の表

の１行目、戸籍住民基本台帳事務費３，２８０万７，

０００円は、戸籍住民基本台帳事務に係ります経費

を計上しています。主なものにつきましては、まず

７行下の保守点検委託料１，１６０万１，０００円

で、ＯＡ機器、具体的には戸籍総合システム及び住

基ネットシステムですが、その機器の保守点検委託

料であります。また、その２行下の業務委託料の３

０８万円は、戸籍法の改正に伴うシステム改修業務

であります。その２行下、ＯＡ機器借り上げ料１，

３７３万１，０００円は、戸籍総合システム機器並

びに住基ネット機器のリース料であります。 

 さらに、同じ表の下、下から３行目、個人番号カ

ード交付事業費６３６万８，０００円は、マイナン

バーカード発行等に伴う事務費で、マイナンバーカ

ード作成発生に係る経費、マイナンバーカードへの

記録等に必要な電子計算機の管理運営経費で、この

経費につきましては、国から補助金として交付され

ます。その交付された補助金を豊岡市が地方公共団

体情報システム機構、Ｊ－ＬＩＳといいますが、そ

ちらのほうへ支払うもので、２０１９年度の交付申

請額と同額を計上しております。 

 次に、１５４ページをごらんください。下から１

１行目、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）繰

出金６億５，１２９万６，０００円を計上しており

ます。これは、国保税の軽減分、保険者支援分など

の保険基盤安定事業や財政安定化支援事業、出産育

児一時金、職員給与費等を一般会計から国保特別会

計へ繰り出すものであります。 

 次に、１６２ページをごらんください。２枠目の

下から６行目、国民年金事務費７６万８，０００円

は、国民年金法に基づき、被保険者の適用事務に行

う経費として計上しております。 

 次に、その下の枠から６行目、高齢期移行助成事

業費、１０行下の重度障害者医療助成事業費、８行

下の乳幼児等医療費助成事業、次のページの上から

４行目の母子家庭等医療費助成事業、８行下の高齢

重度障害者医療費助成事業費５行下の子ども医療

費助成事業費です。 

 まず、各事業の医療助成金は、過去５年間の実績

に基づきそれぞれ予算を計上しております。その他

は、助成金支給に係る経費として予算を計上してお

ります。 

 なお、子供の貧困対策の重点取り組みとして、子

ども医療費の助成拡充を実施します。経済的理由に

より子供の病院受診を控えることのないよう、保護

者の負担軽減を図り、必要なときに安心して病院受

診ができるよう、制度の拡充をします。具体的には、

非課税世帯のゼロ歳から中学校３年生までの子供

の外来受診に係る医療費を無料にします。なお、制

度の拡充は２年後の２０２１年度から実施し、２０

２０年度、令和２年度は、システム改修を実施しま

す。１６２ページ下から２行目の業務委託料５５１

万４，０００円のうち、次のページの上から２行目、

基幹システム改修業務として、数字は載っておりま

せんが、５３９万円を計上しております。それがシ

ステム改修費です。 

 次に、１７２ページをごらんください。上の枠の

下から６行目、後期高齢者医療事業費の９億２，３

５６万６，０００円は、後期高齢者医療の医療給付

費のうち、法令による市負担分と広域連合規約によ

る共通経費等を広域連合へ納付するものです。なお、

この予算額は、広域連合からの内示額となっており

ます。 

 その４行下の後期高齢者医療事業特別会計繰出
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金３億３，３５２万５，０００円は、後期高齢者医

療事業に係る事務経費、人件費分、保険基盤安定制

度による低所得者への軽減分を一般会計からの後

期高齢者特別会計へ繰り出すものであります。 

 次に、１８０ページをごらんください。中段にあ

ります児童手当給付費事務費として４００万６，０

００円を計上しております。これは児童手当に係る

事務費等で、事務費については昨年と同額を計上し

ております。また、７行下の業務委託料１０２万９，

０００円については、全国の市町村の情報連携業務

を行うため、国の指示により、２年度にシステム改

修を実施します。その下の児童手当給付事業費１１

億８，４８９万円は令和２年度に給付します児童手

当の金額で、来年度は児童数の減少などにより、前

年度当初に比べ４，５７７万５，０００円の減少と

なっております。 

 続きまして、歳入をご説明します。３０ページを

ごらんください。下の表の上から３行目、国民健康

保険基盤安定費負担金７，１３１万３，０００円を

計上しております。これは、中間所得層の国保税負

担を軽減することを目的に、国保税軽減となる低所

得者数に応じ、国が負担する保険者支援分でありま

す。その２枠下の上から５行目、児童手当負担金８

億２，０３０万４，０００円は、２年度に給付しま

す児童手当の国庫負担分であります。 

 次に、３２ページをごらんください。上から３行

目の個人番号カード交付事業費補助金６３３万８，

０００円ですが、歳出でも申しましたように、地方

公共団体情報システム機構、Ｊ－ＬＩＳへ支払う交

付金は、補助率１０分の１０で補助金として国から

入金されます。その金額をＪ－ＬＩＳへ支出します

ので、したがって、歳出と同額を計上しております。 

 その５行下、戸籍法一部改正システム構築業務費

補助金３０８万円ですが、こちらも歳出で説明しま

したとおり、戸籍法の改正に伴うシステムの改修業

務の補助金で、補助率は１０分の１０ですので、歳

出と同額を計上しております。 

 その下の個人番号カード交付事務費補助金８８

４万円並びにその下、個人番号カード利用環境整備

費補助金２５１万５，０００円につきましては、マ

イナンバーカードの交付事務に係る人件費並びに

必要経費の補助金で、こちらも補助率は１０分の１

０となっております。 

 次に、３８ページをごらんください。真ん中の表

の３枠目、国民年金事務取扱委託金１，２２６万８，

０００円は、国民年金事務に伴う国からの委託金で

あり、主に人件費となっております。 

 一番下の表の上から３行目、国民健康保険基盤安

定費負担金として２億２，８９４万８，０００円を

計上しております。これは、国民健康保険税の軽減

分と保険者支援分に係る県の負担分であります。 

 その下の枠の１行目、後期高齢者医療保険基盤安

定費負担金２億２，７８０万３，０００円は、後期

高齢者医療保険料の低所得者などの保険料の軽減

に係る県の負担分であります。 

 次に、４０ページをごらんください。上の表の上

から３行目、児童手当負担金１億８，２２９万２，

０００円は、令和２年度に給付します児童手当の県

負担分であります。 

 同じページの下の表の一番下から５行上、高齢期

移行助成事業費補助金、次のページの上から２行目、

重度障害者医療費助成事業補助金、５行下の乳幼児

等医療費助成事業費補助金、その５行下、母子家庭

等医療費助成事業費補助金、またその２行下、高齢

重度障害者医療費助成事業費補助金、その８行下、

子ども医療費助成事業費補助金につきましては、福

祉医療費の県補助金でありまして、歳出で先ほど説

明しました助成事業費をもとにそれぞれの事業費

の補助率で算出して計上しております。 

 次に、５６ページをごらんください。一番上の表

の１行目、後期高齢者医療事業費特別会計繰入金８

０２万円でありますが、令和２年度から高齢者の保

険事業と介護予防の一体化事業が健康増進課主体

で始まります。詳しい内容は、健康増進課のほうか

ら説明があるかと思いますが、その事業費の補助金

につきましては、一旦、後期高齢者医療事業特別会

計の予算に入金され、一般会計に繰り出すよう、兵

庫県の広域連合から指導がありましたので、繰入金
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として計上しております。後ほど、後期高齢者医療

の特別会計でも説明をさせていただきます。 

 次に、真ん中の表の下から２行目、地域振興基金

繰入金３億４，１２１万４，０００円のうち、市民

課分として４，１２１万４，０００円を乳幼児等及

び子ども医療費助成事業の市の単独分の拡充とし

て財源として繰り入れているものであります。内訳

としましては、乳幼児等医療費助成事業費に２，９

８４万８，０００円、子ども医療費助成事業に１，

１３６万３，０００円であります。 

 最後に、６８ページをごらんください。雑入です。

上の表の下から３行目、高齢重度障害者医療費返納

金１，１９９万９，０００円は、医療費のうち後期

高齢者医療高額療養費で支給する分について広域

連合から返納されるもので、２０１９年度実績によ

り計上しております。 

 市民課からは以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） 私からは、生活環境

課分の説明をいたします。 

 ９８ページをお願いします。真ん中あたりのごみ

の減量・資源化対策事業費です。この中で新規事業

としてプラスチックごみ削減対策実行計画の策定

に取り組むもので、海岸や河川の漂着ごみ等の現状

調査業務委託料、先進自治体や団体等からのアドバ

イスを受ける旅費、実行計画策定会議開催のための

委員報償費等で４４万６，０００円を計上しており

ます。また、消耗品費のうち、生ごみの水切り対策

としてキャンペーン等を引き続き実施するため、啓

発資材として水切りグッズの購入費用３３万円を

計上しております。業務委託料のうち、指定ごみ袋

等の作成業務ですが、４，０９０万円を計上してお

り、販売実績がふえていることから、前年度より２

００万円程度増額しております。 

 次に、１２０ページをお願いします。上から９行

目の防犯対策事業費の中で、一番下の補助金につい

てです。このうち、防犯灯整備費で１，３５０万円

を計上しております。これは、自治会のＬＥＤ防犯

灯の新設や既存防犯灯のＬＥＤ化等に対しまして

補助金を交付しております。前年度は消費税の増税

前の需要増を見込み、１，５００基分を計上してお

りましたが、そこまでの需要がなかったため、前年

度実績と同程度の１，１５０基分としております。 

 次に、２００ページをお願いします。上から１１

行目のクリーン作戦推進事業費についてですが、主

なものとしましては、６行下の業務委託料の２つ目、

海岸漂着物回収処理等業務に５００万円を計上し

ております。この業務は、陸からは回収できない海

岸漂着物を船を利用して回収するもので、県からの

委託事業として実施する費用です。 

 次に、２０２ページをお願いします。真ん中あた

りの斎場管理費です。一番下に火葬炉の補修工事費

を５１０万円計上しております。これは、設備の保

守点検を行った結果、補修が必要と指摘された箇所

である炉内台車の耐火材等を修繕する費用です。 

 次に、２０６ページをお願いします。２つ目の枠

の一番上のじんかい処理事業費ですが、このうち、

下のほうの北但行政事務組合への負担金について

です。昨年のごみ量の実績から、豊岡市としまして

は約６９％を負担することになり、２億５，２２２

万６，０００円を計上しております。北但行政事務

組合の当初予算では、ごみ処理手数料、電力売り払

い収入の増額等を見込み、市町負担金が減額となっ

たため、豊岡市の負担は前年度より約９４０万円の

減額となっております。 

 その下の最終処分場管理費についてですが、下の

ほうの遮水工事等検査支援業務とその下の検査業

務委託料についてです。この業務は、豊岡最終処分

場において整備当初に想定していたより長期間の

埋め立て使用が見込まれるため、良好に施設運営が

できるよう、遮水シート等の劣化状況を確認するも

のです。特殊な業務となるため、専門家の支援を受

ける費用１５０万円と検査業務委託料８２０万円

を計上しております。 

 次に、２３２ページをお願いします。上の枠の真

ん中あたりの消費者行政推進事業費ですが、このう

ち、主な事業としましては、倫理的な消費という意

味のエシカル消費に係る啓発を継続して取り組む
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ため、啓発用資材の費用としまして、消耗品費の中

に２３万１，０００円を計上しております。また、

弁護士による無料法律相談会を前年より１回ふや

し、年３回開催するため、消費者相談業務委託料を

９万９，０００円計上しております。 

 次に、歳入の説明をします。２８ページをお願い

します。下から５枠目の上から２行目、ごみ処理手

数料ですが、これは指定ごみ袋として徴収をしてい

る家庭系廃棄物の処理手数料で、販売実績に合わせ

て前年度より約１，２７０万円の増を見込み、１億

４，３７６万５，０００円を計上しております。 

 ４８ページをお願いします。上から３枠目の３行

目、地方消費者行政推進強化事業費補助金について

です。このうち推進事業費が１０分の１０の補助率、

強化事業が２分の１の補助率になっておりますが、

合計で県から２７３万４，０００円の補助金を見込

んでおります。 

 ５０ページをお願いします。下から８枠目の下の

行、海岸漂着物地域対策推進事業委託金ですが、こ

れは海岸漂着物の船での回収について県から委託

を受けるもので、５００万円を計上しております。 

 その他の項目につきましては、金額に多少の増減

はありますが、前年度と同様ですので、説明は省略

させていただきます。 

 私からは以上です。 

○分科会長（西田  真） 終わりましたか。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 何点かお聞きします。 

 まず、１８０ページですかね、児童手当給付事業

費のとこです。先ほどちょっとご説明いただいたと

ころですけど、ちょっと一般質問のほうでもさせて

いただいて、ちょっと総務部長のほうが違う……

（発言する者あり）え、政策、ごめんなさい、政策

調整部長のほうがちょっとだったと思うんですけ

ど、前年の……（「何ページですか」「１８０」と

呼ぶ者あり）１８０です。児童手当給付事業費のと

ころで、資料編、これはあれですけど、資料編のナ

ンバー４、同じ数字ですけども、ナンバー４の予算

説明資料のところにもあるんですけども、対前年比、

２０１９年度の予算額に比べて来年度の予算が４，

５７７万円減ということで、この数字に関して説明

を教えていただきたいと思います。まず１点目。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 先ほどの児童手当のほう

の減少であります。先ほど説明をさせてもらったと

きに理由としまして、児童数の減少と説明をさせて

いただきました。 

 まず、当初予算の作成上、例年１０月末のゼロ歳

から１５歳までの人口を住民基本台帳をもとに算

出をしております。そうしますと、昨年が合計で１

万６９５人、ことしの、済みません、昨年の１０月

１日現在が１万２２３人と、約４７２人減少してお

ります。これは４７２人は豊岡市子供全員でありま

して、公務員は勤務先から支給されますので、その

人数を差し引きます。大体１３％程度が豊岡市の公

務員になりますので、合計で約３００人程度が減少

になると考えております。 

 児童手当は、年齢、その家の子供の人数、また児

童を養育している方の所得制限などによりまして

１万５，０００円、１万円、５，０００円と支給額

が違ってきます。それらを加味して支給額を計算し

ますと、先ほど言いましたように、令和元年度に比

べて約４，６００万円程度減額になるというもので

あります。説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 詳しい説明ありがとうござい

ました。減少の理由がよくわかりましたので結構で

す。 

 それと、あと１６４ページですけども、今回、子

ども医療費のほうが子供の貧困対策ということの

中でこれまで多くの議員の方が質問されてきたと

思うんですけども、こういった形で、来年度の分に

ついてはシステム改修の５３９万円ということで、

実質は２０２１年度４月からということになると

いうことで、非常にすばらしいというか、英断して

いただいてありがたいなというふうに思っており
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ますけども、そこの部分で、システム改修のことに

ついてですけども、具体的にはどういったとこら辺

を改修をされるのかお聞きしたいと思います。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） システム改修、具体的と

いうのは、今、システム改修のほうに、今やってお

りますシステムというのは、一般の所得と低所得と

いうふうに県のほうの所得分けでやっております。

その一般の中に課税、非課税があります。そのうち、

その課税、非課税の中で、先ほども言いました、非

課税世帯、それを分けるのにシステム改修が必要に

なるというものであります。 

 したがいまして、その分につきましては、当然、

当初予算で組ませてもらっておりますので、実際、

受給者証いうのは７月から６月までの受給者証に

なります。ただ、やはり４月から６月までの間にシ

ステム改修がまず難しい。そして、当然、システム

を変えますので、こちらのほうの点検等も必要にな

るという問題がありまして、大変申しわけないんで

すが、来年度になってしまったというものでありま

す。以上です。 

○分科会長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ありがとうございます。しっ

かり改修していただいて、また次年度ですね、実施

できるようによろしくお願いしたいと思います。以

上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 先ほどの竹中議員の言われて

ました１６４ページの子ども医療費のことですけ

れども、そのシステム改修、全部の子供に、例えば

しようと思ったらそのシステム改修は要らないと

いう費用なんですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 全部の子供というのは、

先ほど言われておる、ゼロ歳から中学校３年生まで

全員の分ということですか。 

○委員（上田 伴子） はい、そうです。 

○市民課長（定元 秀之） あくまでも全員を対象に

しましても、それをするにして、豊岡市は兵庫県と

同時に所得制限を設けております。所得制限を設け

る、設けないによって、それもシステムが変わって

きます。したがいまして、今、それをどれぐらいに

なるかとか、該当するか、どれぐらいになるかとい

うのは、今のところ、ちょっと答えは出ませんので、

了解いただければと思います。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） じゃあ、システム改修、この

システム改修じゃないけれども、違うシステム改修

が要るということですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 当然、今は非課税世帯を

もとにシステム改修をすると言っていますので、当

然、その中で変わってくる、例えば全員するだとか、

それに所得をそのまま設けるだとか、いろんなその

ものによって委託業者のほうに確認をして、そのと

きにシステム改修が必要だ、またはこれに関しては

システム改修が必要でないとかいう判断はやりた

いと思っております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません、よくわからない

もんで。所得制限を設けたらシステム改修は要るけ

れども、ゼロ歳から中学校３年生までの通院医療費

に関してのことであれば、所得制限なしであれば、

システム改修は要らないということなんですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 申しわけないです。それ

は確認をとっておりませんので、今現在、それはわ

かりません。以上です。 

○委員（上田 伴子） はい、わかりました。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません、もう１点。 

 ２８ページですけども、ごみの処理手数料、前年

よりプラス１，２７０万円ということでありました

けれども、これはごみ量がふえる、ふえた、そうい

うことによるものでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 
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○生活環境課長（今井 謙二） ごみ量としましては、

家庭系のごみ量としましてはほぼ横ばいという状

態が続いておりまして、決してふえてるわけではな

いのですけども、ごみ袋という枚数はふえてるとい

う状況があります。想定される理由としましては、

世帯数がふえてるためにその分ごみ袋の枚数はふ

えてる、購入枚数がふえてるということが想定され

ますが、ごみ量全体としてはふえていない、ほぼ横

ばいという状況です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません。細かいこと言う

ようですけども、世帯数が、ごみ袋って小、中、大

ってありますけれども、そしたら、ごみ量はそんな

にふえてなくて、ごみの袋数が、世帯数がふえたた

めに袋数がふえたということは、小のごみ袋がたく

さん出ててっていうことが想定されるんでしょう

かね。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） 実際にふえてる、全

体的にふえてますが、一番ふえてるのが大の袋がふ

えてますので、少人数の世帯ということも限らない

かもわかりませんが、ちょっと実際に大のごみ袋の

購入数がふえてるという状況になっております。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） やっぱりそういう、ずっと長

年ごみの減量を訴えてきてキャンペーンも張って

おられますので、またさらにごみの減量については

努力していただきますようにお願いいたします。以

上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 井上委員、どうぞ。 

○委員（井上 正治） まず、２０２ページの斎場の

管理費の中で補修工事費が５１０万円発生をして

いるという状況でございますけども、まだ改修をし

てから数年しか経過はしてないというふうな思い

を持ってるんですけども、こういうものはやっぱり

定期的に発生してくるものなのか、今後もこのよう

な予算が発生することを予想されてるのか、その辺

はいかがなんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） 委員長って声かけてもら

えますか。 

 はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） 済みません。 

 改修費につきましては、炉内台車の耐火材という

ものについては２年ぐらいで交換が必要だという

部分があります。あと、炉内の設備の中で定期的に

交換していくようなものもありますので、毎年設備

の点検をして、改修の必要なものからかえていると

いう状況ではありますが、毎年必要になってくると

いうものであります。以上です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） そういったこの程度の額がこ

れからはランニングコストとしては補修の工事費

として計上される予定であるということで理解し

てよろしいか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） その年によりまして

金額は変わってくるかと思いますが、毎年の費用は

必要になってくる、特に炉内台車は６台ありますの

で、そのうちの３台ずつ毎年交換することで２年ず

つの交換ができるというようなことも計画してお

りますので、その他の設備について必要な年と必要

ではない年が出てくるというふうには思いますが、

毎年必要にかかる費用だということになります。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それで、毎年これだけの補修

工事費が要るっていうことになれば、例えば火葬費

に影響してくるということはどのように将来的に

お考えなのか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） 火葬の使用料ですね、

につきましては、前年、今年度に見直しをかけまし

た。その要ってる費用、かかってる費用を全部を賄

えてはいないんですけども、火葬という市民の方、

皆さんが使わなければならない費用ですので、賄え

てはいないんですけども、据え置きにしたいという

ことで決定しましたので、今後も費用のふえ方にも

よるかと思いますが、余り費用がふえたから使用料
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もふやすということではなく、その辺も考慮しなが

ら検討していきたいというふうに思います。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 突然負担が増すというふうな

ことがないように、しっかりとバランスを見ながら

運営を図っていただきたいというふうに思います。 

 それからもう１点。海岸漂着物の５００万円、こ

れが前年比よりも増額になったのかどうか、その辺

を含めて、それから、この原因をどのように評価を

されてるのかをお尋ねしたいと思います。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） この委託料につきま

しては、毎年同じ金額で県から委託を受けて実施を

しております。実際に漂着してるごみというのはた

くさんありますが、なかなか全部を回収するという

ことが難しいような状況がありますので、船からの

回収ということですので量が限られてしまうとい

うことがあります。５００万円の範囲でできる限り

実施しているという状況です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それで、一応、ごみがどのよ

うなものがやっぱり漂着してるかという、ある程度

の分析も必要だと思います。というのが、どこから

そのごみが漂着してるのか。恐らく大洪水が起きた

ら、山からも大きな大木が流れてくるもわかりませ

んし、それと同時に、クリーン作戦で、川のね、何

回も私、以前も言っとったわけですけど、川をやっ

ぱり草刈りをして、それがそのまま放置されてるの

も大きな原因があるのではないかなという思いを

しますので、根本的に流れてくる流出の原因を突き

詰めていかないと、この状態はもう追っかけっこ。

幾らこうやっても同じような状況が続いてごみが

回収されないということが考えられます。 

 そういう部分にして、やっぱりしっかりともう少

し内容を精査をしながら、やっぱり予算も減らして

いく、労力も減らしていくという体制が必要なのか

な。どこで何が流れてくることもやっぱり調べる必

要があるのかなという気がいたしますけども、その

辺はいかがですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） 今おっしゃるとおり

のことがありますので、来年度ですね、プラスチッ

クごみ削減対策実行計画を策定します。その実行計

画を策定する中で、川のごみ、それから海のごみを

調査を実施します。その調査をすることで、川から

のごみが海に流れついているというようなことは

確認できるかと思いますので、その辺で対策を、ど

のような対策をすることがいいのか、その辺の周知

も含めてしていきたいというふうに考えておりま

す。（「ごみについてちょっとデータを持ってない

んですか」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民生活部長（谷岡 慎一） ちょっと正確なデー

タはまた報告させますけれども、大体毎年回収して

まして、１５０トンぐらいから３００トンぐらいで

すかね、回収してるんですが、大体７割から６割ぐ

らいが自然物です。流木とかそういうものでして、

年によって自然物であったり、人工物の比率が変わ

ってきます。多いときはたしか３割ぐらいが人工物

だったときもあったと思いますが、逆に、流木とか

が八、九割あったときもあったと思います。年によ

って変動するといったとこです。 

 ただ、それは人工物か自然物かっていうのがわか

るだけで、どっから来たかっていうのは、そういう

調査までやっていないんです。これ県の委託事業で

して、どういったものを漂着、回収したかっていう

分類みたいなのはされてるんですが、どっから来た

わいっていうのは起源をさかのぼらないとわから

ないので、そこまではやっていないということです。 

 ですが、これ決して人工物が少ないわけではなく

て、ある年には瀬戸内海のごみよりも、瀬戸内海の

人工物よりも日本海のほうが多かった年もあるも

んですから、割といろんな、海外から流れてきたり

とか、円山川が起源なのか、日本の河川の起源なの

か、そこの起源はわかりませんけれども、日本海が

きれいなわけではなくて、割と人工物ですから、ど

っかから誰かが流したということですけれども、そ

れが流れてきているということですので、そこは先
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ほど課長からも説明がありましたが、１００％こっ

から流れてきてるってわからないまでも、どっから

経路が流れてきてるのかなということを専門家の

知見をかりながら検証したいなと。１対１の関係で、

その全部がわかるわけじゃない、かなりのボリュー

ムのものが流れてきてますんでわかりませんが、概

要といいますか、大まかにどうなっているかってい

うのを知りたいと思ってます。 

 実は、私も回収物の事前の調査に参加をしまして、

そうしましたら、いろんな浜辺とかそういうところ

は割と回収されてきれいになるんですけども、人が

寄りつかないような海岸のほうが多分海岸の延長

としては多分長いんだと思いますけども、そこに吹

きだまりみたいに赤や黄色や青や、普通の自然物で

は考えられないような色のカラフルなごみがたま

ってまして、多分、ほとんどはプラスチックごみだ

と思いますが、そういう状況になっています。中国

も韓国も北朝鮮もかもしれませんけど、割と経済発

展をしていて、いろんなごみが流れてきてますので、

そういった海外のごみや国内のごみも含めて、でき

る限りの調査、ただ、そんなに大きな、多額な調査

費を計上してるわけではないので、概要がわかるよ

うな形ででも調査ができないかなということで調

査費を掲げてるとこです。以上です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） これで最後にしますけども、

ようやくようやく環境調査をしていただくという

ことは一歩前進したかなと思っております。これま

でも私はもう、本当に大水が出ると、円山川見ると、

もう木に全て買い物袋の花が咲いてる状況が見受

けられるんで、やはりそういうものをやっぱり観光

都市を目指す豊岡市としては、しっかりとやっぱり

環境の向上というものは目指していただきたい。お

願いしといて、少しでも予算が減るような対策も必

要かなと思っておりますので、よろしくお願いした

いと思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の井上議員の話の続きです

けども、部長のほうから答弁もいただきましたけど

も、実のところ、私も２０年ぐらい、切浜にお手伝

いに行けということでさせてるんですけども、私も

たまにたまに行くんですけども、プラスチックごみ

だけじゃなくて、プラスチックごみは特に、私がず

っと海岸を歩いてみるんですけども、ひどいときは

ほとんど中国、韓国でね。 

 ほんで、今、ぬるいこと言われてますけども、調

査いうても、今から調査、これ新年度の予算で入っ

てるんですけども、本当にプラスチックごみでハン

グルか中国か、ひどいときはドラム缶のエクソンと

かいって書いてあるけど、それもハングルだったり

ね。非常に難儀してるのは確かなんで、調査はして

いただいたら結構なんですけども、さっきの予算の

こともおっしゃいましたけれども、プラスチックの

その容器なんかが細分化されて砂の中へかなり入

ってますんで、予算、予算って言われますけれども、

やっぱり大事なことなんで、環境整備っちゅうのは。

そういったことを早急にやっぱり力を入れていた

だきたいなということは、課長、部長にお願いをし

たいと思います。 

 ５００万円の県の船に乗る回収、同額だというふ

うに言われましたけども、その辺についても本当に

地元も困っていらっしゃると思いますし、これはや

っぱり力を入れる対策で、市だけの問題じゃなくて、

国、県、市と合わせて、力を合わせてぜひ減量と、

それから環境美化に取り組める予算的な配慮もし

ていただきたいなということを私はもう強くお願

いをしたいと思いますけども、部長、いかがですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

 名前を言ってください、名前を。 

○市民生活部長（谷岡 慎一） 実は、ことし計画を

改定する年にもなっていまして、県も幾つか手段を

考えているんですけど、具体的に今回の、これまで

も定量的にある回収以外のところで大きなものが

出てるわけではありません。ただ、非常に関心が高

い、去年、大阪ブルー・オーシャン、大阪でサミッ

トがあったときに、日本からの大きな目玉の施策と

して海洋プラスチックごみを２０５０年までに追
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加的なものをゼロにするといった方針が、国際合意

されましたので、それもあって、非常に兵庫県の中

でも関心が高いというふうに聞いています。 

 ただ、我々も国際的な関心が高まる中で、何とか

取り組めないかということで、ようやく走り始めた

という感じです。これまでは経常的に県から補助金

が来るので、その分だけやりますかみたいなのが、

正直、その程度のことだったのをもうちょっとちゃ

んと政策的に考えられないかということで、実は、

今回、考えておりますのは、大阪商業大学の原田さ

んという方がこの世界の権威というのか、世界的に

も活躍されてる方なので、その方と一緒に、実は大

商大の学生と、舞鶴とかいろんな海岸のとこに出か

けて、さっき福田議員がおっしゃったような調査を、

ペットボトルを並べてペットボトル調査みたいな

ことをやって、どこの国が多いですかみたいなこと

をフェイスブックやらツイッターとかで流してる

ような、楽しみながらというか、一緒に知らしめな

がら、海岸ごみの調査をやってるようなとこもあり

ますので、そういった学生も恐らく来ることにもな

ろうと思いますから、そういった人とも一緒に、実

際どうなってるのかをみんなで見てわかるような

形でもしたいなと思ってます。 

 ただ、どこからどう手をつけたらいいか、なかな

か難しいと思う。私も海岸清掃やってて、先ほどお

っしゃったのはマイクロプラスチックだと思いま

すが、まず大きなプラスチックが裁断されてしまっ

て、非常に細かな分がもう海岸の中にこびりついて

るっていいますか、砂の中に入ってしまっていると

いうのがいっぱいあるもんですから、そういったも

のをどっから片づけたらいいかっていうのはなか

なか難しいですが、そこも含めて一緒に考えていき

たいなと思ってます。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もう一つだけ。ごみの減量化

の予算が新規で上がるんですけれども、私はこれに

ぜひつけ加えていただきたいことがありますのは、

私が議員の中で一番長距離で通勤してるんだけれ

ども、やっぱり田舎のほうに行くと袋ごとぽいぽい

と、特にいうたら、出但トンネル、峠。ごみの減量

全体としてはそうあるべきなんだけども、ポイ捨て

禁止って条例をつくってもなかなか取り締まるこ

とができないと思うんですけども、どうしてポイ捨

て、見てると大体弁当の殻、それからペットボトル、

大体こんなもんだわ。それから、パンのフィルムと

かね、これをぽいぽいぽいぽい捨ててるのがもう本

当に多いんで、この件についても、やっぱりこれが

山から川に流れていくっちゅうの大きな原因だと

思うしね。これは難しい問題だけど、ごみの減量の

一番根本はやっぱり心の問題で、何とかこれを部長

筆頭に直してほしいなという、警察も含めて。それ

がやっぱり今の海岸、国内で出す海岸のプラスチッ

クごみの減量にもつながるし、韓国、中国はそちら

でやっていただく、国際的にやっていただく以外に

ないんでね。だけども、国内のこの地元で考えたら、

ポイ捨てが非常に多いんで、これの対策もぜひお願

いをしておきたいと思いますけど、いかがでしょう

か。課長でも部長でも。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） ポイ捨てのごみです

ね。多いところについては看板なりを立てたりをし

まして、減量するようなことは取り組んではおるん

ですけども、なかなか減らないというのが状況であ

りますので、周知には努めていきたいと考えており

ますし、クリーン作戦等で地元の方にきれいにして

いただくことで、ポイ捨てというのも少なくなる、

きれいなところにはなかなか捨てにくいというこ

とがありますので、その辺についてもご協力をいた

だきたいというふうに考えております。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） クリーン作戦を出しなったん

でなお言いたいんだけれども、クリーン作戦、毎年

やってますわね、４月かいな、５月かいな。地域に

よっては、さっきの出但トンネルを考えると、奥矢

根の一部なんだけど、テリトリーが広いんだ。ほん

で、人口の薄いとこで何キロもだあっとある。ある

いは、集落の狭いとこはもうここだけ、ほんでごみ

袋だけぽつんと置いてあるぐらいかな。広いとこは
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ほんまに６キロも８キロもテリトリーがある。これ

のやっぱり考え方も、予算を５万円使うだけじゃな

くて、やっぱりコミュニティも含め、あるいは人口

の多いところからどうするかとか、そういったこと

もせんと、ただ、毎年同じことをやってますでは、

そこらは徹底できんと思うんで、僕はやっぱりクリ

ーン作戦、狭いところ見てると、本当にただやって

るだけだし、広いとこは大変なんで、その辺もちょ

っと考えてや、どうですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（今井 謙二） 確かに長い距離を全

部というわけにはいきませんので、ポイ捨てがあっ

たたびに回収というのも難しいんですけども、同じ

場所にたくさん捨てられるというようなことがあ

りましたら、こちらのほうで、市のほうで回収とい

うこともしております。 

 あとは、やっぱり心の問題というのが一番大きい

かと思いますので、その辺の周知には努めていきた

いというふうに思っております。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民生活部長（谷岡 慎一） 不法投棄キャンペー

ンというのもやっておりまして、区長さんとかそう

いった方に参加していただいて、よくごみが落ちて

るところにも回ってごみを取ってということがあ

ります。おっしゃるとおり、国道ぶちでちょっと離

れたところだと、弁当のごみ殻とか、レジ袋とかあ

りますので、そういったことも利用しながら、いろ

んな人に参加していただいて、不法投棄がたくさん

あるということをまず知っていただくようにした

いなと思っております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私が１つ考えたいんですけど

も、やっぱり子供の目から見てもポイ捨てっちゅう

のは非常に問題があるんで、やっぱり子供の声で、

例えば僕たち困ってるんですとか、看板設置してま

すっておっしゃったけども、警察が見てるんじゃな

くて、子供たちが自分のまちをきれいにしたいのに、

僕たち困るんですとかいうような、私たち困るんで

すとかいうような、本当に実情に合った看板ですな、

監視してますよじゃなくて、地域をきれいにしたい

んだけど、僕たち困ってるんですいうような看板を

しっかりと置いてもらうと。予算が要るで、もちろ

ん。要るけれども、労力は、例えばＰＴＡにしても

らうとかいうような格好で何とかできんかなと思

っとるんだけど、ともかく田舎でもいいんですけど

も、きれいにしてほしいもんですから、その辺のこ

とは自分の問題としてぜひ部長、課長も考えていた

だきたいな思いますんで、もうやめときますが、よ

ろしく。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。よ

ろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は１０時３

５分。 

午前１０時２３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３２分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） 休憩前に引き続き分科会

を再開いたします。 

 先ほど市民生活部から話がありました海岸漂着

物の漂着傾向という資料をいただきましたので、皆

さんまた後で見ていただきたいと思います。 

 それでは、健康福祉部、お願いいたします。 

 はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） それでは、歳出につ

きまして、新規事業及び既存事業のうち金額が大き

く増減があったものについて、主なものを説明させ

ていただきます。 

 １５４ページをお願いいたします。１５４ページ、

下から５行目、障害者福祉計画策定事業費４４６万

４，０００円についてです。これは、障害者計画及

び第５期障害福祉計画、第１期障害児福祉計画の計

画期間が２０２０年度で終了するため、これら３計

画について、２０２０年度に見直しが必要となるこ

とから、計上するものでございます。 
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 主なものにつきましては、１５６ページをお願い

いたします。次のページの上から４行目の計画策定

業務委託料として、３８０万円を計上しております。 

 続きまして、１５６ページ、その２行下、地域福

祉計画策定事業費１４万２，０００円でございます。

この計画につきましては、２０２１年度末の計画期

間の終了に伴いまして次期計画を策定する必要が

あり、２０２０年度から２カ年計画で策定しようと

するものでございます。２０２０年度は、策定委員

会を設置し、次期計画策定に向けた方針や方向性を

検討するため、第１回策定委員会の開催にかかわる

経費として１４万２，０００円を計上するものでご

ざいます。主なものとしましては、報償金８万円、

これについては、策定委員１８人に対する委員報酬

です。費用弁償２万８，０００円、これにつきまし

ては、学識経験者に対する費用弁償でございます。 

 続きまして、真ん中より少し下、補助金のうち、

在宅重度肢体不自由児（者）訪問リハビリ支援事業

費１３８万８，０００円でございます。重度の肢体

不自由児（者）が訪問リハビリを気軽に利用して、

身体機能の維持を図れるよう、２０２０年度から兵

庫県の助成制度創設に合わせて市も随伴助成を行

おうとするものでございます。具体的には、訪問リ

ハビリに係る訪問看護療養費に関して医療保険に

より自己負担が３割であるところを、県と市の助成

により最終自己負担が１割となるようにするもの

でございます。 

 続いて、一番下の枠で下から４行目、人件費６３

万３，０００円についてでございます。これは、次

に詳しく説明いたしますが、障害者の超短時間雇用

創出事業である障害者の超短時間雇用を進めるた

め、市内の１事業所として率先して市の社会福祉課

で超短時間雇用に取り組もうとしているものでご

ざいます。報償費３９万７，０００円につきまして

は、２０２０年の９月ごろから障害者雇用を開始し

て、１日当たりの就業時間を３時間以内ぐらいで想

定して計上しているものでございます。 

 続きまして、１５８ページをお願いいたします。

上から３行目、知的障害者福祉事業費のうち、普通

旅費の３４万９，０００円についてでございます。

先ほども言いましたけども、次年度から障害者の超

短時間雇用創出事業に取り組もうとしております。

初年度は先進地、神戸でございますけども、先進地

のノウハウを習得するために先進地への旅費を計

上しているものでございます。この超短時間雇用創

出事業につきましては、障害の状況から心身の変動

が大きいとか疲労や体力面の制限があって長時間

安定して働くことが難しい障害者に対しまして、短

時間かつ職務を限定した雇用を創出することによ

って、障害者の一般就労を促進するためのものでご

ざいます。 

 続きまして、８行目下あたりでございます。負担

金のうち強度行動障害地域生活支援事業費３２０

万６，０００円についてでございます。これは在宅

で強い行動障害があり、施設での受け入れが困難な

行動障害のある障害者を対象に、専門知識を有する

支援施設におきまして、これ高砂のほうにございま

すが、２４時間３カ月から６カ月間集中的に支援す

ることによって、行動障害の低減化を図り、その後

の在宅生活を安定して送れるように支援するもの

でございます。本事業は兵庫県実施の事業でござい

まして、市は兵庫県に事業費の４分の１の負担金を

負担するものでございます。昨年の９月補正にて債

務負担行為を行った７６万円と、２０２０年度新規

利用１名分２４４万６，０００円を計上しておりま

す。 

 続きまして、１６４ページをお願いいたします。

１６４ページ、２枠目の上から５行目、立野庁舎管

理費のうち修繕料２５０万円についてでございま

す。主なものとしましては、立野庁舎の災害時非常

用電源回路改修費と、立野庁舎の陥没補修費でござ

います。 

 まず、災害時非常用電源回路改修費につきまして

は、災害時、立野庁舎には救護部が設置されて、災

害対応を行う必要がありますが、非常用の自家発電

器から電気が供給される回路が十分利用できてな

い状況でございます。停電時におけるパソコン通信

機器等の電源を確保して、災害対応に支障を来すこ
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とがないように刷るために、分電盤の増設や回路の

敷設など電気回路の改修を行うものでございます。 

 次に、庁舎陥没補修費につきましては、昨年度に

立野庁舎北東の土間のコンクリート部分の陥没が

見つかったために、今年度陥没の範囲を調査した結

果、側溝付近の土砂の沈下が見られ、次年度、この

陥没部分の補修を行おうとするものでございます。 

 次に、１４行目あたりでございます。立野庁舎管

理費の庁用備品１００万円についてでございます。

老朽化し、ふぐあいのある事務机や事務椅子などを

２０１９年度から３カ年かけて順次更新していく

ものでございまして、２年目となる次年度につきま

しては、事務机、事務椅子など計５０台分の更新を

計画しております。 

 次に、下から１０行目の豊岡健康福祉センター管

理費でございます。新規分の主なものとしましては、

保守点検委託料１２万５，０００円については、３

年に１度のフロン排出抑制法定期点検委託料でご

ざいます。他のセンターも同様ですので、他のセン

ター分の説明は省略させていただきます。また、業

務委託料４８万１，０００円につきましては、年１

回の防火設備定期検査報告書作成業務及び３年に

１度の特定建築物定期検査報告書の作成業務に係

る委託料でございます。これも他のセンターも同様

ですので、説明のほうは省略をさせていただきます。 

 それから、１６６ページ、上から３行目でござい

ます。補修工事費２７３万１，０００円につきまし

ては、電気設備点検時に点検業者より指摘を受けた

高圧受電設備の補修工事費でございます。これ以降

と他の健康福祉センターの管理費において修繕料

を積んでおりますけれども、こちらについては説明

を省略をさせていただきたいと思います。 

 続きまして、１８０ページをお願いいたします。

下から１０行目あたりでございます。子供の貧困対

策推進事業費２６５万６，０００円についてです。

報償金及び費用弁償につきましては、これはまず１

つが課題を有する子供の早期発見支援をするため、

保育園、幼稚園等現場の職員の気づきを促す気づき

シートの導入に当たりまして、気づきの視点や対象

者へのアプローチ方法を学ぶ研修会開催に係る講

師謝礼及び講師への費用弁償でございます。２つ目

として、生活習慣づくり、子供とのかかわり方に関

する支援のための調査研究に対する勉強会開催に

係る講師謝礼及び費用弁償でございます。それから、

通信運搬費でございますが、この通信運搬費のうち

主なものとしましては、ひとり親家庭が市主催等の

文化芸術に無料で鑑賞、参加できる事業に対しまし

て、年２回程度、対象者に関連パンフレットや案内

チラシの送付に係る郵便料でございます。業務委託

料につきましては、ひとり親非正規雇用者に対する

重点的支援として、ステップアップセミナーや個別

支援相談会の企画及び運営に係る全体コーディネ

ート料でございます。 

 続きまして、１８８ページをお願いいたします。

上から１５行目あたりの母子・父子自立支援給付費

１７６万２，０００円についてでございます。（発

言する者あり）１８８ページです。上から１５行目

あたりの母子・父子自立支援給付費１７６万２，０

００円。これは、就職に有利な教育訓練を受講する

場合、受講料の一部を支給する教育訓練給付金とし

て、６人分、５６万２，０００円と、看護師、保育

士などの国家資格取得のため１年以上養成機関で

就業する場合に生活費の一部を給付金として１人

分１２０万円を給付するため計上しているもので

ございます。 

 それから、続きまして、ちょっとずっと飛んで２

８４ページをお願いいたします。（「２８４」と呼

ぶ者あり）２８４ページ、上から８行目、災害対策

費保険料９４万８，０００円のうち９０万円につい

てでございますが、これは高齢者や障害者等の災害

時要援護者の避難誘導に係る地域支援者のボラン

ティア保険料でございます。これは新年度より防災

課から引き継ぐものでございます。 

 歳出のほうは以上です。 

 それでは、歳入のほうで、３２ページのほうをお

願いいたします。歳入につきましては、新規分のみ

説明をさせていただきたいと思います。一番下の枠

の一番上、一番上の真ん中あたりの母子家庭等対策
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総合支援事業費補助金２３９万１，０００円、これ

のうち、下の３行目に書いてあります２１４万１，

０００円掛ける２分の１の金額についてでござい

ますが、これは先ほど歳出で説明いたしましたステ

ップアップセミナー及び個別相談会に要する事業

に係る国庫補助金でございます。 

 その他の歳入につきましては、金額の多い少ない、

多寡はありますけれども、令和元年度と同様ですの

で、説明のほうは省略させていただきます。 

 社会福祉課は以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○高年介護課参事（武田 満之） 高年介護課におき

ましては、令和２年度については豊岡市老人福祉計

画・第７期介護保険事業計画の計画期間の３年度目

に当たります。その最終年度に当たりますことから、

新規事業につきましてはありません。継続事業を確

実に進めるための予算編成としておりまして、利用

状況等を踏まえまして実績を踏まえたものとして

おります。昨年度の当初予算と比較しまして、増減

のある主なものにつきまして説明をさせていただ

きたいと思います。 

 まず、歳出のほうです。１７４ページをごらんく

ださい。上から１１行目です。生きがい活動支援通

所事業費１，４４４万１，０００円です。家に閉じ

こもりがちな高齢者の社会参加の場を提供するた

めに事業委託料などを計上しております。こちらに

つきましては、近年、ふれあいサロンとか玄さん元

気教室など地域の中で集いの場がふえてきている

こととか、あと利用対象者のほうが介護保険を受け

てない方ということでしてるんですけども、実際、

対象者の方が介護保険の認定者になられたという

ようなことで対象の利用者の方が少しずつ減って

きておりますので、昨年度より１５０万３，０００

円減額したような予算としております。 

 その下です。外出支援サービス事業費４，４１２

万８，０００円です。人工透析患者の方、要介護者

及び障害者等で公共機関の利用が困難な方に対し

まして医療機関への移送を行うもので、利用者への

運賃助成のほうをしております。４，３５２万２，

０００円のほう、計上させていただきます。こちら

につきましては、利用者そのものの数は変わらない

んですけれども、利用回数とか消費税による運賃の

ほうが上がっておりまして、昨年度より１１３万５，

０００円増額した予算としております。 

 その１１行ほど下になります。訪問理美容サービ

ス事業費１１万円、こちらのほうは事業費自体は少

ないんですけれども、理容所や美容院に行くことが

困難な高齢者が自宅でサービスが受けられますよ

うに、理美容業者が利用者の自宅まで行って散髪し

ていただけるというようなサービスなんですけれ

ども、それの出張の経費として１回当たり２，００

０円を助成する委託料を計上しております。近年、

登録者の方とか、あと登録されてる方の利用回数が

増加しているというようなこと、また、新たに今ま

では散髪、基本的には男性のお店でしていただいて

たんですけども、新たに美容業のほうの組合の方と

協議が調いまして、４月から受け入れていただける

ということになりましたので、女性の高齢者の利用

者の方が増加するということが考えられますので、

予算は少ないんですけども、昨年度より５万４，０

００円増額して対応しております。 

 次、下から１２行目あたりです。老人福祉事業費

として高年介護課に関する事業としまして、訪問看

護師等離職防止対策事業費、ふれあいいきいきサロ

ン、高齢者安心・見守り奨励金、あと定期巡回・随

時対応型訪問介護看護事業費を計上しております。

こちらにつきまして、ふれあいサロンにつきまして

は、社会福祉協議会のほうが補助が終了しました７

年目以降の行政区と、あとコミュニティのほうが実

施しますサロンに対して、そちらの実施分のほうを

豊岡市のほうが社会福祉協議会に対して補助をす

るものでございます。７年目以降の行政区が１４４

できることから、こちらのほうと、あとコミュニテ

ィがする２９カ所分の補助を見込んでおります。そ

れとまた、高齢者安心・見守り活動の奨励金につき

ましては、３５９の全ての市内の行政区が実施して

いただける補助金を見込んで計上をさせていただ

いております。 
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 次に、歳入です。４２ページをごらんください。

４２ページの説明欄の一番下の枠の老人クラブ活

動補助金ということで、１，０８７万４，０００円

のほう県補助として受け入れるということにして

おります。こちらにつきましては、市が老人クラブ

活動に対して支出する補助金が２，２５９万４，０

００円あるんですけれども、そちらのほうの大体財

源の半分ぐらい、４８％ぐらいを県のほうから補助

をいただくというような予算になっております。 

 引き続き、４４ページ、１枚めくっていただきま

して、説明欄の上から４行目です。訪問看護師・訪

問介護員安全確保・離職防止対策事業補助金ですけ

れども、利用者の暴力行為とかセクハラなどで２人

以上での訪問が必要な場合に補助するもので、県と

市と事業者がそれぞれ３分の１ずつ負担する事業

となっております。こちらにつきましては、県の補

助分として４５万８，０００円、これと同額をまた

市のほうが負担するというようなことになってお

ります。 

 その下、定期巡回・随時対応サービスの事業者参

入促進事業補助金２１０万円です。こちらにつきま

しては、事業開始から経営が安定するまでの３年間

について人件費等の助成を行うもので、補助金のほ

う４２０万円を県と市で２分の１ずつ負担するも

のです。具体的な事業所としましては、社会福祉法

人兵庫県社会福祉事業団が経営します日高町の袮

布のほうに設置しておりますラウンド・ケア・サー

ビスことぶき、こちらのほうに補助する予定という

ことで、歳入のほうを予定しております。以上でご

ざいます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、１２６ペ

ージをごらんください。ちょうど真ん中あたりにな

ります結婚・女性活躍推進事業費です。ハートリー

フの関係になりますけども、これについて今年度実

施しました恋するお見合い、これが好評ですので、

来年度は２回実施しようかなという予定にしてお

ります。 

 次に、１７４ページをごらんください。下から７

行目です。玄さん元気教室の奨励金ですが、次年度

は２３５団体を予算化しておりまして、今年度２月

末で２１０団体取り組んでいただいております。 

 次に、１９４ページをお願いします。下から７行

目の健康診査事業費ですが、これ先ほど市民課から

ありました後期高齢者の対象の方を対象としまし

て保健事業を行うこととしています。これの一部と

いうことになります。内容としては、健康状態の不

明な高齢者の実態を把握しまして、その方に重症化

予防のための健診だとか医療の受診を行ったり、あ

と、フレイル予防のための健康教育や相談を実施す

る予定としております。 

 次に、１９６ページをお願いします。上から１２

行目、若年がん患者妊孕性温存治療費助成金ですが、

小児、ＡＹＡ世代のがん患者、大体４３歳未満を予

定しております、が生殖機能の温存治療を行う場合

に補助しようとするもので、本人が２分の１、市が

４分の１、県が４分の１を負担することになってい

ます。この事業については、２０２０年度主要事業

の概要２１ページに記載していますので、またご清

覧ください。 

 そこから１１行下の母子保健事業費ですけども、

発達障害児の早期発見、早期支援のための事業を行

います。内容としては、発達障害発見のための詳細

なスクリーニング指標、これを従来のものに追加し

て導入する、それから２つ目として、問診項目が増

加したことによる保護者の負担軽減のために回答

方法を用紙ではなくアプリを使ったものに変更し

ます。３つ目として、早期発見、早期支援の必要性

について保護者に説明するための根拠資料を作成

する。４つ目として、顕在化した子供の課題に対応

し、早期療育の足がかりとするために、育児、保護

者支援教室の拡充を行います。この事業についても

２０２０年度の主要事業の概要２２ページに記載

してますので、またご清覧をお願いします。 

 次に、１９８ページをごらんください。２つ目の

枠の上から５行目、予防接種事業費ですけども、来

年度、ロタウイルスのワクチンが１０月１日から新

たに定期接種の扱いになりますので、そのための予
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算措置を行っています。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入で、４６ページをごらんください。若

年がん患者妊孕性温存治療助成事業費補助金です

けども、これは県の補助金の分になります。 

 次に、５０ページをごらんください。上から３行

目、ひょうご地域創生交付金ですが、２５９万円が

ハートリーフ関連、それから１１３万円が母子保健

事業に充当されています。 

 次に、５６ページをごらんください。下から３つ

目の地域振興基金繰入金ですが、母子保健事業と豊

岡病院の負担金にそれぞれ１，８００万円が充当さ

れています。 

 次に、６８ページをごらんください。下から３つ

目の枠になりますが、保健施設整備事業債、合橋診

療所になります。デジタルエックス線画像診断シス

テム購入のための市債になります。 

 次に、８ページをごらんください。地方債につい

てですが、１０行目、保健施設整備事業費、合橋診

療所の分ですが、１９０万円が限度額としておりま

す。 

 健康福祉部は以上です。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 済みません、１つだけ。先ほ

ど訪問理美容のサービスの１７４ページでしたっ

け。この補助は交通費みたいな補助ですか。散髪代

を補助されるんですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○高年介護課参事（武田 満之） これは行って帰っ

ていただくということで、こちら、出張に関する補

助ですんで、実際の美容にかかる料金につきまして

は、お店の料金を支払っていただくいうことで、出

張に係る交通費相当にする２，０００円ということ

で補助しております。 

○分科会長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） そしたら、散髪代は利用者さ

んからもらうということでいいんですね。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○高年介護課参事（武田 満之） 散髪代につきまし

ては、利用者の方がそちらの美容院の方に直接お支

払いするというようなことで、こちらは美容院に対

してお金を２，０００円分あげるということで対応

します。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（竹中  理） はい、いいです。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員、どうぞ。 

○委員（上田 伴子） 同じく１７４ページですけれ

ども、玄さん元気教室について、今、結局何地区で

何％ぐらいの開催状況なんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 一応、地区というか

団体ということで、任意で取り組まれているところ、

今ありまして、２月末で２１０団体ですので、済み

ません、地区でいいますと、１９３地区がされてま

して５３．８％になります。 

○分科会長（西田  真） はい、上田委員。 

○委員（上田 伴子） うちとこでもされてるんです

けども、該当、ちょこちょこ聞くのに、その回数に

おいても、それからお世話をされる方においても、

いろいろなパターンがあると思うんですが、地元の

地区では、健康を進める会の方が担当されておるん

ですけれども、なかなか大変だなと思うんですけど、

その利用者さんの中でやっぱり回していけるよう

なことができれば、大変助かるんだけども、そうい

うことになっておりますけれども、長続きするため

の何かそういうところの事例なんかは持っておら

れますか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 確かに続けていくっ

ていうことが大事でして、あと、回数もそれぞれ違

うというのは聞いてます。やはりお世話役さんが大

変だろうなということで、健康増進課のほうでは、

お世話役さんを集めてというか来てもらって、それ

ぞれ研修を行う、それからそれぞれのいいところ、

悪いところやそういったのをお互いに話し合って
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もらってこうしていこうというようなことで研修

を年に数回行ってますので、ぜひそちらのほうにも

ご担当の方を教えていただいたらありがたいなと

思ってます。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません。今さっき５０何％

かっていうことで、その地区的にはやっぱりなかな

かこう、ほかの地区においては、やっぱりお世話係

っていうとこら辺でネックになってるんかなって

いう思いもするんですが、中には地区の高齢者に呼

びかけても、そんなん、余り行きたくないって言わ

れるようなところもあるって聞くんですけど、その

ような声は届いておりませんか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 体操の中身がちょっ

と高齢者にはきついなというような声は届いてま

して、それについては、体力の低い方もできるよう

な内容の体操を考案して、今年度ＤＶＤもつくって

やろうとしております。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 確かに私もそういう、来なっ

てもずっと椅子に座って見るぐらいしかでけへん

人もあるっていうふうに担当者の方から聞いてい

るのもあるんですけれども、やはりそういう人は足

が遠のくかなと思ったりもするんで、ぜひそういう

方向で元気教室の体操に、やはり体力的についてい

けないような人も行けるような感じにプログラム

を変更と、研修などでお知らせしていただけたらな

と思います。 

 玄さん元気教室の後にサロン的なことを開いて、

プラスふれあいサロンという形でしておられると

こも多々あると思いますので、そこら辺でのやっぱ

りやりやすいように支援をよろしくお願いしたい

と思いますが、いかがですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） おっしゃるとおりで、

体力のない方もそこまで歩いて来てもらうという

ことも大切だろうなと思ってますし、そこに集まっ

てもらってほかの方と触れ合ってというか、話をし

てもらう、そういったことも健康維持には大切だろ

うなと思いますので、ＰＲしていきたいと思ってま

す。 

○委員（上田 伴子） よろしくお願いします。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ページ数忘れたんですけど、

原田課長から聞いた知的障害者の福祉事業で２８

万９，０００円の新規事業として予算化されてます

けれども、これについて、市の就労支援員というふ

うにこれうたってありますけど、内容として、企業

訪問によりということで、これは市の就労支援員が

何人いらっしゃるんですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 市の就労支援員は今

現在、２名います。１名は生活保護の就労支援員、

もう１名は母子・父子相談支援員ですけれども、こ

こは就労支援のほうも携わっておりますので、ちょ

っと就労支援員という言い方はどうかと思います

けども、就労支援に携わってる職員は２名というこ

とでございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） その中で新規ということです

けども、企業訪問してというふうにうたってありま

すけれども、具体的にハローワークとかそんなんじ

ゃないな、市内の作業所あたりと連携してというこ

とですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 当然これは市の就労

支援員のほうに、神戸のほうに研修には行かせます

けれども、当然、市だけではできませんので、当然

関係機関との連携、関係機関といいますとハローワ

ークは当然ですし、それから就労系の障害相談支援

事業所、こちらのほうには就労Ａ型継続事業所とか

Ｂ型継続事業所ありますので、そういったところで

就労支援に向かっていただけそうな方とのマッチ

ングということができますので、そこも相談支援事
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業所との連携も出てまいります。そういう関係機関

と連携しながら、障害者雇用を進めていきたいとい

うことです。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） なるほどね。現実に、今、市

の外部では、市以外では、こういったことを当たっ

ておられる団体というのはようけあるんですか、た

くさんあるんですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 豊岡市以外で……。 

○委員（福田 嗣久） いや、豊岡市で、市内で。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 市内で障害者雇用を

進めている団体があるかどうか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○社会福祉課長（原田 政彦） そうですね、但馬就

業・生活支援センター、いわゆる就ポツ、就ポツっ

ていうんですけれども、そこが障害者の雇用の促進

と雇用された後の生活支援、そういったことを重点

的にされております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ほんで、市もこうして取り組

むということですけども、具体的にそういう対象者

がたくさんいらっしゃるんでしょうけども、現実、

その短時間でも、あるいは半日でもいいですけども、

そういうマッチングができているような一例はあ

るんでしょうか、現実、今まで……。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） そうですね、我々が

今ここで考えてる短時間、超短時間いうのは、１時

間でもオーケーだというような、そういう事業所の

ほうに出向いていってもらおうと。今言いました就

ポツというところでございますけども、ここも短時

間雇用は既にされております。例えば城崎温泉の清

掃業務なんかは、もう午前中だけの本当に３時間と

か４時間とか、そういったことで実績もございます

ので、その辺と連携しながらということでございま

す。以上です。 

○委員（福田 嗣久） わかりました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 続いてですけども、もう一つ、

子供の貧困対策の推進事業で継続、これは新規です

けれども、さっきの収入のほうでも、歳入のほうで

も説明が、ステップアップセミナーの実施というこ

とが新規ですけども、あるんですけれども、この具

体的にどういうふうに開催していくようなことを

考えておられますか、キャリアアップについて、ス

テップアップか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） まず、対象といた

しますのは、ひとり親の非正規雇用者の方、ひとり

親の、特に母子さんですね。母子さんの非正規雇用

の方を対象にしたいというふうに考えております。

この方っていうのは児童扶養手当を受給しておら

れまして、その窓口がうちの生活援護係が窓口にな

っておりますもので、対象者といたしましては、７

００人ほどおられまして、その中で非正規雇用の方

でなおかつ年収が２００万円以下の方、２００万円

少しあります。この方をメーンターゲットにいたし

まして、まずこの方に直接ダイレクトメール等また

送らさせていただいたりだとか、また、うちの母

子・父子相談員のほうから働きかけをさせていただ

きまして、まず、３０人ほどを目標に参加者を募っ

ていきたいというふうに思っております。 

 また、こういった方々というのは、日々の生活に

追われてなかなか将来設計が描き切れない方がお

られますので、まずはステップアップセミナーに参

加いただいて、将来のマネープランでありますとか、

将来を描いていただいて、今、何をしなければなら

ないのかということを考えていただきたいと思っ

ております。 

 具体的には、やっぱり資格を取っていただくとい

うのが一番正規雇用には手っ取り早いと思います

ので、まず正規雇用に向けての意識を高めていただ

いて、資格取得のほうに結びつけて、それから正規

雇用のほうに目指していただければというふうに

考えております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 
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○委員（福田 嗣久） 仕組みはわかってきましたけ

れども、これが大きな問題なんでこれを見させてい

ただくと、要保護、準要保護の予算も大分ふえとる

ようですし、対象者がふえてるんだろうなというこ

とで貧困対策ということになるんでしょうけども、

実際、その親、ひとり親の人からすれば、目先のこ

とにやっぱりどうしてもいってしまって、こういう

ステップアップ、あるいは資格を取るというとこが

なかなか大変だろうなという気がするんで、今の７

００人くらいで３０人目標ということはわかるん

だけれども、この広い市域ですんで、どうそれを拾

い上げていって、どう実行に結びつけるかいうのは

大変大きな課題だと思いますんで、その辺のことを

丁寧なことでできるように、せっかく予算立てする

んだからね、丁寧に拾える。そういう人たちを見る

とどうしても本当に目先のことだけに追われてし

まうんで、そういう余裕があるんかなという気もす

るんですけども、その辺のことは、さっきおっしゃ

いましたけども、具体的に。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） 確かにおっしゃる

とおり、この事業の一番の課題といいますのはやっ

ぱり人集めだというふうに考えております。この件

につきましては、やはり新規相談がこれからまた出

てきますので、そういうふうな相談の中でぜひ、声

かけを、母子・父子相談員のほうから直接声かけを

させていただきたいというふうに考えております

のと、あとはまたこれから業者のほうにプロポーザ

ルで業者選択をしていきたいと思っておるんです

けど、その業者なんかにもどういうふうな人集めが

考えるのか、そういったアイデアもいただきながら、

一緒になって人集めのほうをちょっと進めていき

たいというふうに思っております。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私、考えてまして、私が但東

だから、特に周辺のことを言うと、こういった企画

をされてもなかなか参加するチャンスがないんじ

ゃないか思うてしまうんで、それは但東だけじゃな

くても、遠いところからすればね。だから、そうい

うことも上手に拾えるような仕組みを何とか考え

ていただきたいなと。せっかくのこのだんだんふえ

る貧困、貧困という言葉はもう本会議でもよく聞い

てますんで、それを対策するという、対策のことは

大変大事だなということを思いながら、それでもや

っぱり広い市域の中でどう拾い上げていくかとい

う、救っていくんかということをね、全員がそれに

可能だと思いませんけれども、その辺のこともよく

配慮していただきたいと思いますけども、いかがで

すか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） 先ほど福田議員が

おっしゃったことを肝に銘じて、人集めのほうに取

り組んでまいりたいというふうに思っております。

以上です。 

○委員（福田 嗣久） 結構です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） おっしゃられたとお

り、とにかくここは人が本当にそこに参加してくれ

ることがまず第一だと思ってますので、先ほど参事

が答えましたように、今回人集めということを特に

配慮しながら、こういった方々は基本、現況届は必

ずお届けいただくことで職員が必ず面談する機会

がございます。今までからも接している方々が多く

ございますので、まずはやる気のある方、可能性の

ありそうな方をまず集める、その中で３０人集めて、

その中で本当に気持ちを持って臨んでもらえる方

の気持ちを整えてもらう、その中で実際にそういう

行動をとってもらえる、その成功事例をまず今年度、

来年度つくっていく。そうする中で、あ、私たちも

こうやってできるんだというようなことの可能性

をその人たち、多くの母子家庭等々の方々にもお知

らせをしていくことで、さらにやる気を持って臨ん

でいただける方をふやす、そういった好循環を生め

ればなというふうに考えています。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） わかりました。 

 もう１つだけ簡単なこと。説明のなかった件です

けど、感染症対策事業費が２００万円、これずっと
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２００万円だと思うんだけれども、これは３０年の

決算では８１万円消化されとるんだけれども、具体

的には何、何、何を買ってるんですか。 

○分科会長（西田  真） 感染症対策事業、健康増

進課。 

 はい、どうぞ。 

○健康増進課参事（浅田 英稔） 金額そのものって

いうのは年度によってまちまちです。それぞれ物資

については、使用期限があるということで、使用期

限が経過する前に補充、更新をしていくということ

で、今回２００万円ということを上げておりますけ

れども、コロナの関係もありますし……。 

○委員（福田 嗣久） 具体的に何、何、何を。 

○健康増進課参事（浅田 英稔） マスク、それから

消毒液、それから洗剤、洗剤いうんか手洗いの石け

んですね。それから何があったかな。（「手袋とか」

と呼ぶ者あり）あ、手袋ですね、医療用の手袋にな

りますけれども、手袋。あと、マスクの中でも感染

症対策に強いＮ９５というちょっと粉じんが中に

入らないような仕組みのマスク等の更新に充てて

おります。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 補足です。 

 ２０１９年度でしたら、今言ったようなものでＮ

９５から普通のサージカルマスク、それからゴーグ

ルですとか防護衣だとか、それから消毒のカネパス

みたいなもの、今使っていただいてるようなものや、

ハンドソープやっていうようなもので３００万円

ぐらいの予算をもって計上、確認しています。 

 議会の中でも少し触れました、おおむね２週間程

度、それぞれの物がもつようにということで、今言

ったものが年度的に更新していますので、２０２０

年度は２００万円余りということにはなっていま

すけれども、そういったことで計画をしておったと

いうのが現状。 

 ただ、今回こういった事態が生じましたので、こ

の備蓄量がこのままでいいのかということについ

ては、さらにちょっと見直しをしていきたいという

ふうに考えています。当初予算はそれまでに出して

しまっておりましたので、現状、こういう予算とい

うことでご理解いただきたいと思います。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） マスクがない、消毒液がない

という話もちょこちょこ豊岡でも聞いてますんで、

いざというときに市からは提供できたりというこ

とを考えると、この備蓄部分も多少でもふやしてお

く必要があるんだろうなという気もしておるんで

す。きのうのニュースでも京都大学病院のマスクが

１週間に１枚しかないとかいう話をお聞きし、そん

な大げさなことはこの豊岡ではないみたいですけ

ども、その辺も含めて多少なりともその消化もでき

るだけしといて、使用期間があるんでね、それはむ

やみにはできんと思いますけど、できるだけしとく

べきなんかなと思いましたんで、その辺はいかがで

しょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） おっしゃったような

ところで考えていく必要があるというふうには考

えています。 

 ただ、基本的に、例えば豊岡病院だとかそういう

病院に関しては、当然危機管理としてそこで所管は

していただいて、その心づもりでちゃんと臨んでい

ただくことが必要、市のほうにつきましては、こう

いった、もし市内で発生した場合にというようなと

ころの想定の中で、市の職員がそれでも業務が継続

できるようにというところの中での備蓄というよ

うなイメージが基本、さらに、今後、考えたいのは、

可能性としてもしそういう場合になりましたら、リ

スクの高い方、例えば妊婦の方ですとか、それから

透析で必ず、いずれにしても医療機関に出ていただ

く必要があるような方、そういった方々には、何と

か提供できるようなことも含めて考えたいな。 

 ただ、今、よく言われる高齢者もリスクがという

ことですが、ここまでことごとく対応するとなると、

正直言って全くありません。それに、今現状として

は、市においてもマスクですとか消毒剤は発注はか

けておりますが、いつ入るかわからないというのが

今現状でありますので、そこを含めて考えると、今
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後の課題ということにはなりますが、備蓄量をふや

していくということはやはり必要なのかなという

思いでおるという状況でございます。 

○委員（福田 嗣久） 結構です。ありがとうござい

ました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点だけちょっとご説明をお

聞きしたいのが、ひとり親家庭の文化芸術鑑賞の予

算が７万５，０００円ということで上がってるんで

すけども、具体的にどの辺まで、今回新しくなんで、

想定が、この予算の中での想定というのもわからな

いんですけども、ちょっとその辺をお聞かせいただ

きたいんですけども。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） 対象とする事業は

２つありまして、１つが市の主催する、共催する事

業を考えております。文化芸術っていいますと、例

えば踊り、ダンスですとか音楽鑑賞ですとか、幅広

い子供を対象とした文化芸術鑑賞事業ということ

で、例えばおんぷの祭典ですとか、アートシーズン

の事業、さらには演劇祭ですね、演劇祭なんかを今

のところ考えております。 

 あともう一つは、民間の主催する事業も対象とい

たしたいというふうに思っております。これにつき

ましては、施設に対して、減免を行ってる施設があ

るんですけど、例えば市民会館ですとか市民プラザ

ですとか、そういったあたりの施設を使って使用料

を減免する文化芸術事業、これについても民間団体

のほうに協力を求めて、ひとり親の子供さんが無料

で参加できるようなことでお願いをしたいと思っ

ております。 

 ただ、これも持続性を持たせるために、要項を変

えて４月からこれについては取り組んでいきたい

というふうに考えております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そうなると、今の想定とした

ら、いわゆるこの補助っていうのは入場料というか

観覧料というところが対象になるというふうに考

えていいですか。補助というか、この予算の……

（「予算の中身」と呼ぶ者あり）うん、充てる額と

いうのが。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） 予算の中身につき

ましては、結局全て無料招待ということですので、

入場料に係る予算はございません。予算で上がって

おりますのは、ひとり親の方にダイレクトメールを

送る通信運搬費でありますとか、それに伴います消

耗品が予算で計上しております。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 内容的には理解したんですけ

ども、なかなかひとり親の家庭でそういうところに

行くとなると、恐らく連れていくことそのものから

非常に困難を伴うのかなというふうに思いますし、

また、非常に人気のある公演、一般の人でもなかな

か予約すぐにとれないというようなものになると、

行きたいっていうときの優先順位というのがなか

なか難しいのかなと思うんですけども、その点につ

いてはどのようにお考えでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） 本当に、この事業

をつくってもやっぱり来てもらわなければ意味が

ありませんので、特にやっぱり文化芸術っていうの

はなかなか関心のある方は参加いただけるんです

けど、ない方はなかなかしにくいということござい

ますので、５月にアートシーズンのパンフレットを

送る予定にしております。これにあわせて児童扶養

手当受給者の方にはご案内をしようと思ってんで

すけど、その際に、皆さんにも少しでもちょっと食

いついていただきやすいようなチラシ等もつくっ

て、ＰＲのほうをちょっと考えていきたいというふ

うに思っております。 

 あと、人気の高いイベントにつきましては、もち

ろんすぐ埋まってしまう可能性がありますので、そ

ういったものにつきましては、そちらのほうを優先

していただいて、席が余ればひとり親のお子さんの

ほうにも参加いただくということにしております。 
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 あと、大体、さっき言いました市の主催事業もそ

うですし、民間さんにお願いする事業もそうなんで

すけど、大体座席数の１，０００分の３ですね、３％

ですね、３％の席の確保を皆さんのほうにはちょっ

とお願いしたいというふうに考えております。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） やっぱり豊岡で暮らしておら

れる方っていう意味では、豊岡ならではというこう

いう取り組みというのは、本当に小さなことかもし

れないですけども、ここにやっぱり豊岡にいてよか

ったなと思ってもらえるっていうのは非常に豊岡

そのものの強みにもなると思いますし、子供さんを

育てていきやすい環境っていうところの支援にな

ると思いますので、しっかりこの点も取り組んでい

ただきたいと思いますし、利用者の方にしっかりと

アンケートもとりながら、どういうふうにしていけ

ばいいかなっていうのもお聞きしていただいて、進

めていきたいと思います。これは要望で、以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 井上委員、はい、どうぞ。 

○委員（井上 正治） １７４ページの老人の福祉事

業の中の補助金の中で、訪問看護師等離職防止対策

事業というのが９１万７，０００円含まれてるんで

すけども、離職というのは現実的にどういう状況で

あるのかをちょっとお示しをいただけたらという

ふうに思います。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） 離職防止といいます

のが、今、実際には件数としてはございません。最

初の説明でありましたように、２人１組で行ってい

ただくんですけれども、例えば暴力があったりとか

いろいろと、例えば体重が重たくって２人体制でな

いとサービスが提供できないとか、そういった場合

に行かせてもらうんですけれども、その分の助成で

はございますが、実際のところ、実績はございませ

ん。以上です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） ほんなら、とりあえずそうい

う対策の中での、何かあれば即座にそれに対応した

いということの考え方でいいんですね。実際、離職

が発生しとるということのあれではなしに、予防と

か、もしそういう事例があれば対処するということ

で理解したらいいですね。 

 まだ続きます。それから、そういうふうにおいて、

一番下にあります定期巡回・臨時対応型訪問介護の

予防費というのがあるんですけども、この辺の部分

に影響しないと、影響、出てくるという可能性があ

るんで、可能性があるかなという思いはするんです

けども、この辺の流れというのはどういうふうにお

考えなのか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） 前段でありましたよ

うに、離職防止のほうはその考えで結構かと思いま

す。 

 あと、定期巡回との絡みですけれども、そちらと

は全く内容が違いますので、影響ないものです。以

上です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） ありがとうございます。 

 もう１点。１５８ページの今回のひきこもり対策

事業費の中で、補助金の１２０万円が計上してあり

ます。恐らくこれは昨年度と変わってないと思うん

ですけども、これの現状をどのように把握されて、

実際、ふえてるのかふえてないのかってことで、こ

の額で十分なのかということについてコメントを

いただけたらと思います。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 済みません。この１

２０万円で十分かどうか言われますと……。 

○分科会長（西田  真） 名前言ってから言ってく

ださい。 

 はい。 

○社会福祉課長（原田 政彦） この１２０万円の積

算根拠としましては、２人掛ける１週間、５日です

ね。５日掛ける４週分掛ける１２月掛ける単価２，

５００円。４時間分ということで、これで１２０万

円という積算でございます。 

 実質、２人で従事をされてると思うんですけれど
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も、ただ、これが４時間分の２，５００円が十分か

どうか言われたら、多分十分ではないんだろうなと

は思っておりますけれども、今のところはこの金額

の中でやりくりをしていただいてるということと、

それからこの居場所のほうにつきましては、どれぐ

らいの方がお見えになってるかといいますと、居場

所のほうが平成３０年度で開所日数が２４０日で、

来所、延べ人数ですけども、８５７人の方がお見え

になってるということでございますので、これを大

体２４０日で割ると３．何ですね、１日当たり。１

日当たり３．数人ぐらいの方がお見えになってるよ

うなことで、たくさんの方がお見えになってるわけ

ではありませんけれども、やはり３名ないし４名の

方が必要とされて利用されてるということですの

で、このひきこもりに係ります居場所は当然機能と

しては重要なところだということがございますの

で、ただ、十分かどうか言われたら、恐らく多分十

分ではないと。数年前にももう少し上げてもらえな

いかいう要望もございましたので、その辺につきま

しては今後の動向を見ながら検討が必要になるか

もわかりませんけども、現時点ではこの範囲内でお

願いしたいなと思っております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 一番ね、やはり窓口になる接

点ですので、これ以上ひきこもりがひどくなってい

かないというふうな対策の窓口であると思います

ので、やっぱりしっかりとした対応をとっていただ

く必要があるかと思います。ここでやっぱり更生さ

れると次のステップに、社会復帰だとかにつながる、

社会にスムーズに入っていけるとかいうふうなこ

とが考えられますんで、しっかりと現状を見据えな

がら現場を見ていただいて、対応をお願いしたいと

いうことで意見で終わります。以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。よ

ろしいね。 

 質疑を打ち切ります。よろしいね。（「よろしい

よ」と呼ぶ者あり）質疑を打ち切ります。 

 それでは、ここで一旦、第３２号議案の審査を中

断いたします。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

   午前１１時３０分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時３０分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 まず、第３３号議案、令和２年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） それでは、別冊の令和２

年度豊岡市特別会計予算並びに予算説明書の１ペ

ージをごらんください。第３３号議案、令和２年度

豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）の予

算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

８８億８，４６４万円とするものであります。第２

条では、一時借入金の最高額を５億円と定めていま

す。第３条では、歳出予算を流用することができる

範囲を定めています。 

 内容につきましては、別冊資料の２０２０年度豊

岡市予算についての１９ページ、２０ページをごら

んください。ナンバー１の１９ページ、２０ページ

をごらんください。よろしいでしょうか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） まず、歳出予算総括表に

よりご説明いたします。国民健康保険事業につきま

しては、平成３０年度から県単位化が始まりました

が、国保税の賦課総額及び税率につきましては、豊

岡市で設定いたしますので、当初予算は骨格予算と

させていただいております。２０１９年中の課税所

得及び２０１９年度国保特別会計の繰越金の額が

把握できる４月下旬に改めて精査をいたしまして、

国保運営協議会の答申を経た上で６月の定例市議

会に本格予算をご提案申し上げたいと考えており

ます。 

 歳出の内訳につきまして、１９ページ、２０ペー

ジで主なものをご説明いたします。 
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 まず、総務費ですが、一般職員と会計年度任用職

員に係る人件費及び事業運営に係る事務経費とし

て１億３，７７１万円を計上しております。 

 次の保険給付費です。兵庫県が過去３年間の医療

費の伸びに基づき、豊岡市分を算出した内示額６１

億４，９３７万２，０００円を計上しております。

前年度当初と比較し、３億１，９１１万９，０００

円の増となっております。理由としましては、令和

元年度１人当たりの医療費が想定以上に増加した

ことに伴うものであります。 

 次の国民健康保険事業費納付金につきましては、

医療給付費分、後期高齢者支援金等分、介護納付金

分を合算した額を県へ納付金として納めるもので

ありまして、２４億３，１８４万円を計上していま

す。前年度に比べ、約８，０００万円増加しており

ます。理由としましては、医療給付費分は兵庫県が

１人当たりの保険給付費分を対前年度比３．９％増

としたこと、同じく、後期高齢者支援金分は対前年

度比１．８％増となったこと、また、介護給付費に

つきましては、対前年度５．６％減になったことで

ありますが、納付金合計額としては増額をしました。 

 次に、保険事業費ですが、レセプト点検を初め、

医療費の適正化対策に係る事業、特定健康診査、特

定保健指導事業及び生活習慣病の重症化を予防す

るために要する費用でありまして、１億３，２７３

万７，０００円を計上しております。また、被保険

者自身が積極的に健康管理を行っていただくため、

特定健康診査の受信料、７０歳から７４歳までの豊

岡市の国保加入者の方ですが、こちらは令和２年度

も引き続き無料化とすることとしております。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、１ページ戻っていただきまして、１

７ページと１８ページをごらんください。歳入の予

算総括表であります。まず、財源となる歳入ですが、

国民健康保険税につきましては、４月下旬に２０１

９年中の課税所得が確定した後に税率算定を行い

ますので、暫定的に計上しております。 

 １つ飛びまして、国庫支出金６６０万円ですが、

マイナンバー制度に伴うシステム改修費の国庫補

助金であります。こちらにつきましては、補助率は

１０分の１０であります。 

 その下、県支出金６５億４，４２８万９，０００

円です。まず、普通交付金６１億４，９１０万２，

０００円でありますが、歳出で計上しております保

険給付費の総額から普通交付金に該当しない額を

計上しております。また、特別交付金３億９，５１

８万７，０００円につきましては、２０１９年度の

実績見込み等により、県から内示があった額を計上

しております。 

 また、１つ飛びまして、繰入金です。６億５，１

２９万６，０００円は、保険基盤安定繰入金及び職

員給与繰入金等を計上しております。 

 説明は以上です。よろしくご審議賜りますよう、

よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） まだ確定はしてないんですけ

ども、今年度の保険税としては上がる方向になりそ

うですか、現状維持でいきそうですか。そこら辺で

の見込みというのがありますでしょうか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） まず、来年度につきまし

ては、例年でありますが、今年度の繰越金の２分の

１を使います。また、基金を取り崩して使います。

したがいまして、それが特に繰越金がはっきりしな

ければ、どのようになるかということは申し上げら

れません。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第３３号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３４号議案、令和２年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 はい、どうぞ。 

○健康増進課参事（浅田 英稔） それでは、別冊の

特別会計予算書の３９ページをお願いをいたしま

す。第３４号議案、令和２年度豊岡市国民健康健康

保険事業特別会計（直診勘定）予算についてご説明

をいたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

８，３０３万９，０００円と定め、第２条で一時借

入金の限度額を１，０００万円と定めております。 

 内容につきましては、別冊の資料ナンバー１、２

０２０年度豊岡市予算についてという……（「ナン

バー１」と呼ぶ者あり）はい。ナンバー１の２０２

０年度豊岡市予算について、先ほどの事業勘定と同

じ資料になりますけれども、ページ数、２４ページ

をお願いします。予算の概要ですけれども、本会計

の目的は、国民健康保険法に基づく資母診療所の運

営を行うものでございます。 

 ２７、２８ページの予算総括表をお願いをいたし

ます。まず、歳出ですけれども、総務費は、医師、

看護師等の人件費、また、診療所運営に係る管理費

などとなっております。 

 医業費につきましては、医療用消耗機材費、医薬

品等の医薬材料費となっております。 

 公債費ですけれども、施設整備や医療機器購入に

係る市債の元利償還金となっております。 

 戻っていただいて、２５、２６ページをお願いい

たします。歳入ですけれども、診療収入は診療報酬

等によるもの、使用料及び手数料については診断書

の文書料などで、繰入金については一般会計と国保

事業勘定からの繰入金となっております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第３４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３５号議案、令和２年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） それでは、特別会計予算

説明書の５９ページをごらんください。第３５号議

案、令和２年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計

予算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

１２億８，１７５万４，０００円とするものです。

第２条では、一時借入金の最高額を５，０００万円

と定めています。 

 まず、後期高齢者医療制度は、本議会開会日に森

田副市長から報告があったとおり、令和２年、３年

度における保険料率の改定、賦課限度額の改定、低

所得者軽減対象者の拡大が行われております。 

 では、予算の内容につきましては、先ほどと同じ

ように、２０２０年度豊岡市予算について説明をさ

せていただきます。 

 ３５ページ、３６ページをごらんください。まず、

歳出予算総括表により説明いたします。総務費の２，

９３６万円は、一般職員及び会計年度職員に係る人

件費と事業運営に必要な事務経費を計上しており

ます。 

 次に、後期高齢者医療広域連合納付金１２億４，

２３３万７，０００円は、徴収した保険料と保険基

盤安定繰入金を広域連合に納付するものです。前年
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度に比べ、４，６０５万８，０００円の増となって

おります。 

 次に、１つ飛びまして、諸支出金の９５２万７，

０００円は、被保険者の転出、死亡、所得更正等に

より保険料に変更が生じ、過誤納付が発生した場合

に還付するものでありまして、還付金及び還付加算

金として１５０万円、２万５，０００円をそれぞれ

計上しております。また、一般会計予算でも説明し

ましたように、高齢者の保険事業と介護予防の一体

化事業に伴う補助金が一旦後期高齢者医療事業特

別会計の予算に入金され、一般会計に繰り出します

ので、一般会計の繰出金として８０２万円を計上し

ております。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、１ページ戻っていただきまして、３

３ページと３４ページをごらんください。財源内訳

です。主なものを説明いたします。 

 保険料につきましては、兵庫県後期高齢者医療広

域連合が示した令和２年度見込み額として、昨年度

より４，８２６万６，０００円多い９億３，８５８

万９，０００円を計上しております。 

 １つ飛びまして、繰入金の３億３，３５２万５，

０００円ですが、これは事務費、保険基盤安定及び

人件費分などの職員給与費等に係る繰入金の見込

み額を計上しております。 

 また、１つ飛びまして、諸収入９５３万９，００

０円のうち、保険料還付金１５０万円、保険料還付

加算金２万５，０００円は、歳出に計上した金額と

同額を計上しております。 

 また、雑入８００万２，０００円は、高齢者の保

健事業と介護予防の一体化事業の補助金として兵

庫県後期高齢者医療広域連合から入金されます。 

 説明は以上です。よろしくご審議賜りますよう、

よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと求めます。 

 よって、第３５号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定しました。 

 次に、第３６号議案、令和２年度豊岡市介護保険

事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、恵後原課長。 

○高年介護課長（恵後原孝一） それでは、別冊、特

別会計予算書の８０ページをお願いいたします。第

３６号議案、令和２年度豊岡市介護保険事業特別会

計予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

１００億１，５５５万１，０００円と定め、第２条

で一時借入金の借り入れ最高額を５億円と定めて

おります。第３条では、歳出予算の流用ができる場

合について、第１号は給料、職員手当及び共済費の

流用について、第２号は、保険給付費及び地域支援

事業費の流用について、いずれも同一款内でのこれ

らの経費の各項の款の流用ができるが定めており

ます。 

 内容につきましては、別冊資料、２０２０年度豊

岡市予算についての４０ページをごらんください。 

 予算の概要ですが、本会計は、豊岡市老人福祉計

画・第７期介護保険事業計画に基づきまして、保険

給付費及び地域支援事業を実施するためのもので

す。 

 ４３ページをごらんください。まず、歳出予算の

主な内容ですが、総務費２億９，５１９万４，００

０円につきましては、事業運営や介護認定審査会に

係る人件費、事務費及び介護認定に係る主治医意見

書の作成手数料などです。 

 それから、老人福祉計画第８期介護保険事業計画

策定につきましては、事業としてここにも予算書に

も特出しはしておりませんけれども、策定の年に当
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たりますので、これに係る経費は報償費、委託費、

委託料等に含めて計上してあります。この計画策定

委員さんのほうは、関係諸団体初め、公募によりま

して１７名の方にお願いしたいと考えております。

なお、公募委員さんにつきましては、３月２５日発

行の市広報で募集いたしますが、新年度予算議決前

のため、委員報償につきましては、この旨の断り書

きをして掲載することといたしておりますので、ご

了承ください。 

 次の保険給付費９１億１，９０１万１，０００円

は、介護サービス費及び介護予防サービス等に係る

各種保険給付に係る費用です。 

 続きまして、地域支援事業費５億８，９３３万６，

０００円は、要支援の方などが利用される訪問介護

や通所介護、さらには、支え合い通所介護や支え合

い生活支援のサービスに係る事業費でございます。

あと、食の準備のほうが困難な方に配食を行う食の

自立支援等の任意事業に係る事業費、それから、地

域包括支援センターの委託経費ほか運営事業費等

になります。これら保険給付費、地域支援事業費の

予算計上につきましては、第７期介護保険事業計画

の令和２年度の給付費等の見込み額に沿って計上

しております。今期計画の給付費等の推計につきま

しては、豊岡市老人福祉計画第７期介護保険事業計

画書のほうの１９６ページのほうに掲載をしてお

りますので、ご確認をください。 

 それから、３つ下の諸支出金です。６５１万円は、

第１号被保険者保険料の還付金等のための費用で、

その下、予備費は５００万円を計上しております。 

 戻っていただいて、４１ページをお願いいたしま

す。歳入予算のほうになりますが、保険料１８億７

７６万３，０００円は、第１号被保険者の介護保険

料で、前年度より大きく減額となっておりますのは、

本議会に上程の低所得者の介護保険料軽減強化分

を見込んでおるためでございます。 

 ２つ下の国庫支出金２４億３，１３４万６，００

０円につきましては、保険給付費に係る負担金、調

整交付金並びに地域支援事業費に係る交付金でご

ざいます。 

 次の支払基金交付金２５億６，４１５万２，００

０円につきましては、社会保険診療報酬支払基金か

らの保険給付費と地域支援事業に係る第２号被保

険者の負担分として交付される交付金です。また、

県支出金１４億１７８万２，０００円につきまして

は、保険給付費に係る負担金、地域支援事業費に係

る交付金でございます。 

 ２つ下の繰入金１７億９，７１９万５，０００円

は、一般会計から繰り入れる保険給付費や地域説明

員事業に係る市の負担分及び低所得者保険料軽減

繰入金、その他一般会計繰入金並びに介護保険給付

費準備基金からの繰入金です。なお、低所得者保険

料軽減繰入金につきましては、第１号被保険者にお

ける低所得者の方に対して行った介護保険料軽減

相当額を繰り入れるもので、この繰入金額につきま

しては先ほども言っておりましたが、今議会に上程

しています第１４号議案のほうに上程をしており

ますが、そこで施行されたものとしての額を計上し

ております。 

 諸収入１，２８０万４，０００円は、地域支援事

業に係る食の自立支援事業の利用者負担金などの

雑入等になります。 

 次に、特別会計予算書の１１８ページをお願いい

たします。過年度に議決いたしました債務負担行為

ですが、３件ございます。ご清覧をお願いいたしま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第３６号議案は、原案のとおり可決すべきも
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のと決定しました。 

 次に、第３７号議案、令和２年度豊岡市診療所事

業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、浅田参事。 

○健康増進課参事（浅田 英稔） 別冊の特別会計予

算書の１２４ページをお願いをいたします。第３７

号議案、令和２年度豊岡市診療所事業特別会計予算

についてご説明をいたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ２億７，３４０万３，０００円と定め、第２条で、

地方債について、第３条で、一時借入金の最高額を

２，０００万円と定めております。 

 内容ですけれども、別冊の２０２０年度豊岡市予

算についての４８ページをお願いをいたします。 

 予算の概要についてですけれども、本会計の目的

は、休日急病診療所等４カ所の市立診療所と１カ所

の市立歯科診療所の管理運営を行うものでござい

ます。 

 ５１ページ、５２ページの予算総括表をお願いい

たします。 

 まず、歳出ですけれども、豊岡休日急病診療所費

の総務費は、医師、看護師等の報酬、また、診療所

運営に係る管理費などとなっております。医業費に

ついては、医薬品等の医薬材料費、また、ガーゼ等

の消耗資材費などとなっております。以下、森本診

療所等、各診療所費の総務費及び医業費の主な内容

につきましては、先ほど説明しました休日急病診療

所と同様となっております。 

 なお、医療用備品等の老朽化に伴いまして、森本

診療所では、小型の分包器、神鍋診療所では、デジ

タルエックス線画像診断装置、高橋診療所では、往

診用の公用車をそれぞれ計上しております。 

 戻っていただいて、４９、５０ページをお願いを

いたします。 

 歳入ですけれども、休日急病診療所から但東歯科

診療所まで、収入として外来の収入、手数料、一般

会計繰入金などを計上しております。 

 特別会計予算書の１２８ページをお願いをいた

します。地方債です。森本診療所、神鍋診療所、高

橋診療所の医療用備品等の更新を予定しておりま

して、限度額を総額４９０万円といたしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第３７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３８号議案、令和２年度豊岡市霊苑事業

特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、今井課長。 

○生活環境課長（今井 謙二） 別冊、特別会計予算

書の１６６ページをごらんください。第３８号議案、

令和２年度豊岡市霊苑事業特別会計予算について

ご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ８４２万７，０００円と定めています。第２条で

は、一時借入金の借り入れの最高額を１００万円と

定めています。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１、２０

２０年度豊岡市予算についての５７、５８ページを

ごらんください。歳入と歳出予算総括表によりご説

明いたします。 

 下段２の歳出ですが、霊苑管理費の主なものは、

修繕料では、西霊苑の経年劣化により傾斜している

擁壁の修繕などに１３０万７，０００円を計上して

います。委託料では、東西霊苑の清掃等の管理委託

料、西霊苑のポンプ保守管理料などとして、４０６

万７，０００円を計上しています。 
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 次に、上段１の歳入ですが、使用料及び手数料は、

永代使用料と管理料などで７６２万９，０００円を

見込み、その他財産収入、繰入金、繰越金及び諸収

入を計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第３８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で、市民生活部、健康福祉部に係る令和２年

度一般会計予算の説明、質疑並びに令和２年度各特

別会計予算の説明、質疑、討論、表決は終了しまし

た。 

 それでは、当局の職員の方は退席していただいて

結構です。ご苦労さまでした。 

 ここで委員会を暫時休憩します。再開は午後１時。 

午後０時００分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時５５分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開します。 

 開会時に申しましたが、本日は第３２号議案、令

和２年度豊岡市一般会計予算の説明、質疑のみを部

署ごとに行います。 

 あした、１７日は、午後１時から、当局全部署に

出席いただき、委員会付託された令和２年度予算以

外のその他の議案と当分科会に分担された議案の

説明、質疑、討論、表決を個別に行います。 

 最後に、議案全体についての委員会、分科会審査

の意見・要望のまとめを行うことにしたいと思いま

す。 

 それでは、付託案件の審査に入ります。当局説明

は所管事項を逐一説明するのではなく、新規事業や

昨年度と変更となった項目、平年と比較して変化の

著しい事業等、要点を簡潔に説明願います。 

 また、答弁についても要点を簡潔に説明されるよ

うお願いします。 

 なお、発言の際は、必ず発言の最初に課名と名字

をお願いします。 

 さらに、委員の皆さんにはスムーズな議事進行に

格別のご協力をお願いいたします。 

 それでは、地域コミュニティ振興部、教育委員会

の所管部分について審査を始めます。 

 それでは、第３２号議案、令和２年度豊岡市一般

会計予算を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。歳出、続いて、所管に係る歳入、債務

負担行為及び地方債の順でお願いします。説明に当

たっては、資料のページ番号をお知らせください。 

 質疑は、説明の後、一括して行いたいと思います。 

 それでは、地域コミュニティ振興部、お願いいた

します。 

 はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） それでは、生涯学習

課が所管します主な予算の内容について説明をさ

せていただきます。 

 予算書は１２６ページをごらんください。 

○分科会長（西田  真） どうぞ、いいですよ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 一番上、１行目でご

ざいますけども、子どもたちが豊岡で世界と出会う

音楽祭開催事業費について説明いたします。 

 第７回を迎えます音楽祭は、ことし６月２日火曜

日から７日の日曜日まで６日間、市内各所で２５の

企画を実施します。主なものとしては、子供たちの

ためのコンサートだとか学校訪問コンサート、街角

コンサート、それから、昨年から取り組みましたイ

ブニングコンサート、サロンコンサートやグランド

コンサートのイベントが予定されております。これ

らの主な経費としまして、上から４つ目、印刷製本
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費、これはポスターやプログラムの印刷経費でござ

いますけども、さらにその下、事業委託料として音

楽イベントの委託料６００万円を予算計上してお

ります。 

 続きまして、その下の子どもの野生復帰事業費に

ついて説明いたします。 

 事業は、市内の子供たちに野外体験プログラムを

提供し、ふるさと豊岡を愛し、夢の実現に向け挑戦

する子供たちを育成することを目的としています。

内容は、年間を通じて参加する周年型、それからス

ポット参加の単発型の２本立てとなっております。

昨年１２月補正で債務負担を設定した上で、ことし

２月２０の日に事業者のプロポーザルを実施しま

した。その結果、周年型は公益財団法人日本アウト

ワード・バウンド協会関西校さん、それから、単発

型は、暮らしマラソンという市内の事業者が選定さ

れております。 

 続きまして、予算書は３１２ページをごらんくだ

さい。ページ中段の生涯学習サロン整備事業につい

て説明をいたします。 

 現在の事業の進捗につきましては、本体詳細設計

業務が近く完了する予定です。図面等ができ上がり

ましたら、議員の皆さんにもごらんいただきたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、解体撤去工事も上屋部分は撤去されま

して、土間撤去は繰り越しますけども、４月中には

完了する予定です。なお、基礎部分の撤去工事は隣

家に配慮した上で本体工事前に行う予定にしてお

ります。 

 主要事業の概要につきましては、事業の概要につ

きましては、お手元に事前に配付されてる資料のほ

うで説明をさせていただいたほうがわかりやすい

と思いますので、そちら使わせていただいてよろし

いでしょうか。資料ナンバー３の２の主要事業の概

要の１１ページをごらんください。その中の下のほ

うでございます、４、その他の参考事項、こちらの

ほうをごらんください。 

 施設の整備概要としましては、建物は木造２階建

て、延べ床面積４８８．８５平方メートルを予定し

ています。施設の機能は生涯学習活動スペース３３

２．３４平方メートルと、女性の就労支援、子育て

支援スペース６２．９４平方メートルと機械室から

成ります。 

 上の３の２０２０年度予算をごらんいただきた

いと思います。予算額としましては２億５，３１３

万７，０００円でございまして、その内訳としまし

ては、新築整備工事が２億１，９００万円、取得建

物基礎解体工事が２，０００万円、新築整備工事管

理業務が７４０万円、備品整備が６００万円、事務

費が７３万７，０００円でございます。 

 今後のスケジュールとしましては、予算成立後、

新年度の早い時期に基礎撤去解体工事を行い、並行

して本体工事を入札する予定にしております。来年

２月には工事を完了し、備品等を搬入の後、４月に

は供用を始めたいと考えております。 

 それでは、予算書に戻っていただきまして、予算

書３３４ページをごらんください。上から６行目で

す、植村直己冒険館機能強化事業費について説明い

たします。現在の進捗状況について説明いたします。 

 工事対象に本館と研修棟、それから、新たに整備

します機能強化施設、この３つがございますが、い

ずれも現在は特別目的会社のほうで設計作業が行

われておりまして、これが４月末までの予定で行わ

れております。新年度に入りましたら仮設工事等の

準備を行いまして、５月には工事が始まるものと伺

っております。令和２年度の主な予算としましては、

改修、それから新築された施設の取得費、一番下で

すね、６億３，６２８万８，０００円と、それから

少し上の事業委託料６２６万７，０００円、こちら

のほうは要求水準書という企画書どおりに施工さ

れているかどうかを確認するモニタリング事業、そ

れから、収蔵物につきまして、今、一時避難させて

おります収蔵品を再び冒険館に戻して展示する搬

入費ということになっております。今後は２０２１

年２月末をめどに工事を完了しまして、その後、備

品搬入、開館準備を行い、４月にリニューアルオー

プンし、２０３６年１０月まで特別目的会社が運営

することになります。 
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 続きまして、歳入について説明をいたします。 

 予算書は３６ページをごらんください。下から２

つ目の枠で、社会資本整備総合交付金１億６，５８

０万円ございますけども、こちらのほうは植村直己

冒険館機能強化事業が都市公園事業に該当しまし

て、交付金をその財源に充てようとするものでござ

います。 

 それから、予算書５０ページをごらんください。

上から２つ目の枠でございます、ひょうご地域創生

交付金、こちらのうち、子どもの野生復帰事業に３

１０万円、それから、生涯学習サロンの整備事業費

に１，８２７万円を充当する予定にしております。 

 続きまして、予算書は５６ページをごらんくださ

い。基金繰入金の枠の一番上、財政調整基金繰入金

でございますが、こちらのうち、４７０万円が子ど

もたちが豊岡で世界と出会う音楽祭の財源として

繰り入れることになっております。 

 さらにその３つ下です、植村直己顕彰基金繰入金

８，０００万円、こちらは、植村直己冒険館の機能

強化事業の財源として繰り入れることにしており

ます。 

 さらにその４つ下の枠です、下から２つ目なんで

すが、地域振興基金繰入金、こちらのうち、５００

万円が子どもの野生復帰事業の財源として繰り入

れる予定にしております。 

 予算書は６２ページをごらんください。６２ペー

ジの一番下でございます、参加者負担金のうち、子

どもの野生復帰大作戦、こちらの６２万円は、事業

参加者の負担金でございます。 

 それから、予算書は７０ページをごらんください。

下から２つ目の枠、社会教育施設整備事業債、こち

らのほうは、植村直己冒険館は機能強化事業の財源

として、さらに、生涯学習サロンは生涯学習サロン

整備事業の財源として、それぞれ充てる予定にして

おります。 

 予算書前後して申しわけございません、９ページ

をごらんください。地方債について説明をさせてい

ただきます。 

 ９ページの下から３分の１といいますか、全体の

３分の２ぐらいのところ、社会教育施設整備事業費

６億５，２１０万円、こちらのうち、植村直己冒険

館への起債限度額３億９，３００万円は辺地債を、

それから、生涯学習サロンの２億３，４００万円は

合併特例債を予定しております。 

 続きまして、図書館について説明をさせていただ

きます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課参事（上田 健治） 私からは、図書館

に係る歳出の主なものについてご説明を申し上げ

ます。３１９ページ、６目図書館費について、それ

以下の２点ばかり補足をさせていただきたいと思

います。６目図書館費につきましては、予算総額的

には昨年度より減、例年と比べまして特に大きく変

わったというところはございませんが、２点ばかり

補足をさせていただきます。 

 ページを飛びまして、３２２ページの説明欄中ほ

どですけども、図書館管理費保守点検委託料、維持

管理委託料、業務委託料等についてですけども、こ

れら各点検等に基づきまして、公共施設マネジメン

ト推進室が来年度、一括で策定を予定されておりま

す個別施設計画により、施設の適正な維持管理に努

めてまいります。 

 同じく３２２ページ、説明欄下段、下から３行目

ですけども、図書整備事業費、図書備品ですが、金

額的には１，４５０万円と今年度と同額ですけども、

本館、分館等もあわせて引き続き資料の充実に努め

てまいりたいと思っております。特に２０２０年度

は第４次豊岡教育プランが策定、実施されるという

ことを受けまして、子供たちの読書推進活動に向け、

学校園との連携をさらに重点に執行してまいりた

いと考えております。 

 生涯学習課、図書館分については以上でございま

す。よろしくお願いします。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） それでは、文化振興

課の歳出予算から説明させていただきます。 

 １２６ページをごらんください。１２６ページの

説明欄、上から３つ目の項目ですけれども、地方創
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生推進事業費、芸術文化担当参与設置事業費で、報

償金の１８０万円です。前年と同額ですが、こちら

については、旅費については今年度は計上しており

ません。 

 その下、文化芸術創造交流事業費１，１５３万７，

０００円です。これは豊岡アートシーズンの共通経

費と、それから、文化振興課分の事業費で、市の文

化施設や観光資源の特徴を生かした文化芸術事業

を展開し、一体的にＰＲをしてまいります。前年度

からは約１００万円減額しております。 

 それから、飛びまして、３１０ページお願いしま

す。３１０ページ、上のほうですけれども、市展の

事業費です。来年度は７１回目になります。来年度、

市の行事、開場等の都合によりまして、１１月３日

火曜日の祝日から開催の予定をしております。なお、

今年度は増額分ですけれども、備品としてノートパ

ソコンの更新で２５万円を計上いたしております。 

 それから、また飛びまして、３３０ページお願い

します。３３０ページの下のほうですけれども、日

本・モンゴル民族博物館管理費です。この事業費の

うち、次のページですね、ごめんなさい、３３２ペ

ージの次のページの整備工事費です。整備工事費に

８１０万円計上しております。これは空調設備につ

きまして、玄関ロビー部分の機器に一部ふぐあいが

起きておりまして、その部分を交換、修理しようと

するものです。 

 その下の補修工事費で１，６００万円上げており

ます。こちらにつきましては、博物館の屋根の陸屋

根部分ですけれども、この部分の防水塗装を行い、

雨水の浸透を防ぐための修繕、それから、外壁につ

いて一部ちょっと露筋部分が見つかっております

ので、あわせて修繕を行おうとするものです。 

 続きまして、３３６ページお願いします。３３６

ページ、説明欄の下の枠ですけれども、資料館費で

住吉屋歴史資料館管理費です。前年と変わらないん

ですけれども、一部、手数料で１８万２，０００円

上げております。これは庭に大きな松の木がござい

まして、３本ほどあります大木ですけれども、この

剪定を行う予定にしております。 

 それから、その下の資料館管理費、こちらも前年

と変わらないんですけれども、修繕料にことしは１

１万３，０００円を計上しておりまして、建物内の

壁の補修費用として計上しております。 

 その他の施設の管理費、また、その他の事業費に

つきましては、ほぼ前年どおりの予算額を計上して

おります。 

 続いて、歳入のほうの説明に移らせていただきま

す。 

 ３６ページお願いします。３６ページの下から２

つ目ですけれども、社会教育費補助金で文化芸術振

興費補助金１，０６１万７，０００円です。これは

豊岡アートシーズンで行う芸術文化事業、城崎国際

アートセンター、それから市民プラザなどを含めた

事業の総額に対する文化庁からの補助金を計上し

ております。文化振興課分につきましては、市民会

館と合わせて５１２万５，０００円です。 

 それから、その下の地方創生推進交付金です。こ

のうち９０万円が文化振興課の分でして、芸術文化

担当参与、先ほど説明いたしました参与の報償金に

対する交付金です。 

 それから、５６ページお願いします。基金の繰入

金ですけれども、５６ページ、真ん中あたりで仲田

光成記念基金繰入金で１７万３，０００円です。こ

れは竹野の住吉屋歴史資料館の管理費のうち、主に

作品の維持管理費用に充当するものです。 

 それから、３つ下の地域振興基金繰入金です。こ

のうち文化振興課分は６００万円です。文化芸術創

造交流事業費と出石永楽館で開催します狂言の開

催事業にそれぞれ充当しております。 

 それから、地方債ですが、７０ページお願いしま

す。７０ページの下から２つ目の枠です。社会教育

施設整備事業債です。日本・モンゴル民族博物館で

８１０万円、これは先ほど説明いたしました修繕工

事、空調機器の交換修繕に充てております。 

 それから、最後ですが、次のページ、７２ページ

お願いします。７２ページの過疎対策事業債です。

このうち３９０万円が文化振興課分でございまし

て、竹野の住吉屋歴史資料館管理費に充当させてい
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ただいております。 

 文化振興係の分は以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○文化振興課参事（小川 一昭） 市民会館所管の歳

出予算について説明させていただきます。 

 まず、３２４ページをごらんください。中ほどよ

り少し上になります。 

○委員（福田 嗣久） ３１４。 

○文化振興課参事（小川 一昭） ３２４でございま

す。 

 人件費のうち、会計年度任用職員報酬の操作員で

すが、豊岡市民会館管理費の人夫賃からこちらに移

っています。金額は昨年と同額です。 

 同ページ中ほど、豊岡市民会館管理費です。舞台

照明設備の無停電、電源装置及び調光操作卓内部部

品の更新や舞台機構、リミットスイッチなどの修繕

を行う予定にしております。前年度に比べ約６６０

万円の減額となっています。 

 ３２８ページをごらんください。中ほど、市民会

館等自主事業費です。市民会館では、プロの芸術家

によるお出かけ訪問コンサートや音楽レクチャー

など、９事業を予定しております。 

 次に、主な歳入についてご説明させていただきま

す。 

 ２６ページをごらんください。下から２枠目の１

行目です、豊岡市民会館使用料１，０２３万円です。

これは、豊岡市民会館管理費に充当しております。 

 ６８ページをごらんください。上から２行目です、

市民会館の自主事業６事業の入場料１，３０８万円

です。市民会館等自主事業費に充当しております。 

 変更があったもの及び主な事業などは以上のと

おりです。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） まず、来

年度は、基本設計業務に着手してまいります。 

 歳出でございます。 

 ３２６ページをごらんください。真ん中から下の

ほうでございます。投資委託料及び業務委託料とい

うことで、これにつきましては、１２月補正で債務

負担行為により早期に発注準備を進めているもの

でございます。 

 まず、投資委託料の土質調査等でございますが、

この内訳につきましては、土質調査業務が１，３９

２万円と現況測量業務としまして４９９万５，００

０円となります。 

 続きまして、業務委託料でございます。まず最初

に、３２７ページの一番上に新文化会館基本設計業

務でございます。こちらのほうが６，６０５万１，

０００円ということになります。 

 まず、基本設計業務ですが、先ほどご説明しまし

た投資委託料の土質調査と現況測量、あわせて一括

で発注するものとしております。現在、契約候補者

の選定に向けて、公募型プロポーザルを実施してお

り、５月の中旬をめどに契約を締結する予定として

おります。 

 次に、技術支援業務でございますが、こちらのほ

うも債務負担行為により１月の２１日に株式会社

シアターワークショップと１，２３９万７，０００

円で契約の締結を終えております。現在、公募型プ

ロポーザルを実施する上で必要となる実施要領や

仕様書の作成等、技術支援を受けているところでご

ざいます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ５６ページをごらんください。公共施設整備基金

繰入金、真ん中のますの一番下になります。こちら

のほうは基本設計業務に６，６００万円を充てるも

のでございます。 

 続いて、市債でございます。７０ページをごらん

ください。下から２つ目の升の中でございます。社

会教育施設整備事業債のうちの新文化会館１，７０

０万円、これは投資委託料の土質調査等に充てるも

のでございます。 

 最後に地方債でございます。９ページをごらんく

ださい。真ん中から若干下のほうでございます。社

会教育施設整備事業費の新文化会館１，７００万円

は、先ほどと同じく現況測量や土質調査業務に充て

るものでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 
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○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） ３４０ページを

お願いします。３４０ページの一番下の生涯スポー

ツ振興事業費ですけども、済みません、次のページ

をお願いします。３４２ページの上から７行目の全

日本シニアソフトボール豊岡大会実行委員会への

補助金ですけども、都道府県の代表４８チームが参

加します第３４回の大会がことしの９月２６日か

ら２８日の会期で神鍋高原で開催をされます。兵庫

県ソフトボール協会が設立する実行委員会を支援

をする予定にしております。 

 中段のボート推進事業費ですけども、隔年で豊岡

市で開催をしております全国中学新人競漕大会が

開催されますので、その実行委員会への補助金を計

上しております。 

 その下、オリンピック・パラリンピック推進事業

費ですけども、日本代表チームの４月の強化合宿支

援、食支援として１１３万円。 

 次のページをお願いします。３４４ページですけ

ども、ドイツ代表チーム、スイス代表チームの事前

合宿を受け入れるために組織しました、豊岡２０２

０スポーツ実行委員会への負担金６７４万９，００

０円、また、５月２４日に予定してます聖火リレー

の実施のために組織しました東京２０２０オリン

ピック聖火リレー豊岡市実行委員会の負担金９８

８万５，０００円を計上しております。この予算に

つきましては、１２月議会において債務負担をお認

めいただいているものです。 

 中段ですけども、城崎ボートセンターの管理費で

す。ボートの事前合宿の受け入れのための事業用の

備品としてトレーニング機器、ブイ、審判艇の購入

を予定をしております。 

 次の３４６ページをお願いします。中段の豊岡市

民グラウンド管理費ですけども、陸上競技用の４種

公認の更新年に当たっておりまして、補修工事を予

定をしております。 

 それから、出石グラウンド管理費では、事業用備

品としてスポーツトラクターのバケットを更新い

たします。 

 それから、こうのとりスタジアム管理費では、照

明設備のＬＥＤ化を行います。 

 次の３４８ページをお願いします。上段の城崎ス

ポーツ広場管理費では、テニスコートの人工芝の一

部を修繕します。 

 次の竹野中央公園管理費では、スポーツトラクタ

ーの更新を行います。 

 神鍋野外スポーツ公園管理費では、ロータリーの

縁石の改修、駐車場表面排水改修などを行う予定に

しております。 

 但東スポーツ公園管理費では、スポーツトラクタ

ーの更新を行います。 

 続きまして、歳入を説明させていただきます。 

 ６６ページをお願いします。下から１１行目です

けども、スポーツ振興くじ助成金２，０００万円で

すけども、こうのとりスタジアムの夜間照明改修に

ついて助成金申請をしている額になります。 

 ７０ページをお願いします。一番下の枠です、保

健体育施設整備事業債です。城崎ボートセンター、

次のページをお願いします。こうのとりスタジアム、

それから、スポーツトラクター購入の各事業費に係

る市債になります。 

 それから、その下ですけども、過疎対策事業債の

うち７４０万円は、オリンピック・パラリンピック

推進事業の事業費に係る市債になります。 

 最後ですけど、９ページをお願いします。地方債

です。下から６行目、保健体育施設整備事業費の城

崎ボートセンター、こうのとりスタジアム、スポー

ツトラクターは、スポーツ振興課分となります。 

 それから、一番下の過疎対策事業債のうち７４０

万円は、スポーツ振興課分になります。以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） ここからは、教育委

員会３課の説明になります。 

○分科会長（西田  真） とりあえず地域コミュニ

ティ振興部のほうが終わってからしますので、お待

ちくださいね。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと何点かあるんですけ

れど、まず１点目、芸術文化参与の設置の部分なん

ですけれども、継続というふうな中であるんですけ

れども、この位置づけというふうな部分で、ちょっ

と確認をしたいんですけども、ちょっと聞いた話で

は地域のコミュニティ等々、また、その文化だとか

いうふうなことで、参与として地域の皆さんにそう

いった文化並びにそういったもろもろの講演会を

依頼をされたそうなんですけれども、その際に講演

料というふうな形で請求されたというふうなこと

を聞いておりまして、この中に、事業内容の中にも

芸術文化の政策とか地方創生の推進というふうな

役割でいいますと、そういった講演料だとかそうい

った形を請求するのがいいのか悪いのか、また、そ

ういったことは関与してないのか、そのあたりちょ

っと聞かせていただけますか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） 済みません、よろし

いでしょうか。 

 講演料なんですけれども、芸術文化担当参与とし

てという役割の中では報酬は発生しないんですけ

れども、いろんな団体から講演依頼というのが参っ

てるというふうに聞いております。その部分につい

ては、この１８０万円の中でとても、その中に入っ

てるかといいますと入ってない部分もありますの

で、個別に講演料が発生するとお伺いしております。

中には芸術文化参与のちょっとすみ分け、区切りは

難しいんですけれども、無料でって言いますと言葉

があれなんですけど、そういうことで引き受けられ

るところもあると聞いておりますので、なかなかそ

の区別が、ちょっとその参与の区別の中で、今度の

大学の件もありますので、なかなかこの市の参与の

中で講演が全てこの１８０万円の報酬の中でいけ

るかということになりますと、そうはいかない部分

もあろうかなとは考えております。 

○分科会長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） そういう考え方、あるのかも

しれないんですけれども、一般的な考え方でいいま

すと、文化とかそういったことを推進する役割とし

て、やっぱりそういう依頼が来たときには精査はあ

るかとは思うんですけれども、講演料取るというの

はちょっと感覚的に言いますと、市民の皆さんもど

うなんだっていうふうな部分がありますし、１８０

万円が安いか高いかは、それはちょっとわからない

ですけれども、やはりそういった意味合いで契約さ

れるっていうふうな部分でいいますと、やっぱりそ

ういった部分を踏まえたところでやっていってい

かなければならないというふうに思いますし、なか

なか今は線が引けないというのなら、やっぱりきっ

ちりとそういった線を引くべき事柄ではないかと

思うんですけど、いかがでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） ただ

いまのご質問なんですけども、芸術文化参与の仕事

をどこまでかと捉えるのはなかなか線が引きにく

いのはもちろんなんですけども、言いましてもやっ

ぱり市の文化施策に対するアドバイスですとか、そ

ういったことになってこようかと、それが中心にな

ってこようかと思ってまして、やはり、平田オリザ

さん、一流の舞台芸術作家さんでございますので、

本当に講演頼みましたらもっともっとすごい講演

料を払わなきゃならない、１８０万円では済まない

ような額を払わなきゃならないような実態がござ

います。 

 そんなこともございますので、やっぱり、幾ら市

の芸術振興のためといいましても、どこでもかしこ

でも何でもやってくださいというとこまでは１８

０万円の報酬の中では対応し切れない分ございま

すので、やっぱりそういった一般的な講演を依頼さ

れるんであれば、一般的な報酬をやっぱり支払うべ

きであろうと思っておりますので、そこの辺はご理

解いただきたいと思っております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） ですので、その数字の内訳を

しっかりとしていただかなければならないという

ふうに思いますいし、やっぱり、市民からの普通の

コミュニティの皆さんが純粋にそういった依頼を
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されて、時期が悪いのであればそのときに断るだと

かいうような、タイミング合うような日程の中でし

てもらうだとかいうふうな形をとっていかないと、

参与としての意味合いというのがちょっとおかし

いかなというふうに思いますので、今ここで答えが

出ないのであれば、しっかりと受けとめていただい

て、そのあたりのことはしっかりとやっていただき

たいなというふうに思います。意見でいいです。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ３３６ページ、住吉屋の資料

館の管理費のとこなんですけども、この報償金とい

うのは何に対しての報償金なんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） 仲田光成記念基金と

いうのを持っておりまして、その記念基金の運営委

員会を開いております。その報償金でございます。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その基金のことを決められる

委員の皆さんへの報償金ということですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） 基金の、仲田光成の

作品を住吉屋で記念館として置いておりますので、

その活用の仕方ですとか、ことを話していただく運

営委員会です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 細かいことですけど、その運

営委員会の人員とかメンバーはどんな感じなんで

すか。 

○文化振興課長（米田 紀子） ちょっと……。 

○分科会長（西田  真） ちゃんと名前言ってくだ

さいな。 

○文化振興課長（米田 紀子） 仲田光成様のご長男

さんですとか、住吉屋の指定管理者団体いろりの会

の会長、それから、今の地域コミュニティ振興部参

事ですとかです。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 大体何名ぐらいの方ですか。 

○文化振興課長（米田 紀子） 済みません、ちょっ

と今、正確な数字をちょっとすぐ出せませんが。 

○分科会長（西田  真） 課名と名前を言ってから

ね、委員長に言ってくださいね、委員長いうて声上

げてね、勝手にしゃべっとらんと。 

○文化振興課長（米田 紀子） はい、失礼しました。 

 ちょっと今、手元に資料持ち合わせておりません

ので、またお届けさせていただきたいと思います。 

○委員（上田 伴子） よろしくお願いします。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 福田です、よろしいか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 何ページや忘れましたけど、

生涯学習サロンの件で少し伺いますけれども、まず、

今年度予算で２億５，３００万円強ですけれども、

市長がよく答弁でされました、請願の件で議会が認

めさせていただいたという経緯の中でこれができ

ておりますけれども、その中で、平成２７年当初、

高齢者、学院生でしょうね、４３２名、１６講座２

０教室でということで請願の書類なんですけれど

も、今現在も、それからすると４年はたってますけ

れども、どのように推移してますか、今現在の教室

であるとか、受講生であるとか、その辺ですけれど。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 直近、昨年の４月現

在で申しわけございませんが、学院生は２９３人、

それから、講座数は１５というふうに伺っておりま

す。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今おっしゃったように大変減

少したなという気がするんですけれども、当然、地

盤沈下等おかしな問題があったり、事業がおくれて

きたという経緯の中で減ってきてるということな

んでしょうけども、時間の経過とともに減ってきて

るということなんでしょうけれども。そういう中で、

最初の予算を立てられた全体計画と今ここに上げ

ておられる計画との差異はどんなふうなことで、私
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ももう忘れてしまったんですけれども。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） ちょっと内容につい

ては、詳しい内容については、ちょっと私、時間を

いただかなくちゃあれですけども、総額ベースとし

ましては２，１５０万円、当初計画に比べてふえて

いるという状況でございます。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 当初の予想、予定から２，１

５０万円ふえたということで、当然、解体費用やい

ろんな調査費用が増額してきたと思うんですけれ

ども、その中で、それはもう今になったらやむなし

ということになるんでしょうけども、この新築整備

工事が本年度は予算額２億５，３００万円と新築整

備が２億１，９００万円、これは先ほどおっしゃっ

た解体か、基礎解体か、２，０００万円、新築整備

工事監理、整備備品ということになると、新築整備

だけでいうと２億９，０００万円になるわけですけ

ども、最初からすればこれはどんなふうになってま

すか、最初の計画ではもっと大きかったんかいな。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 当初の計画では鉄骨

づくり７１０平方メートルの物件に対して改修工

事を行う予定にしておりまして、そちらのほうの工

事予定額というものは当時２億６，６００万円を見

込んでおったところでございます。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうすると、２億６，６００

万円ですから、４７０万円ほど小さくされた計画に

なってるわけですね。そうですね。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 本体工事比較では５，

０００万円ほどと、ここに書いていますように本体

工事自体としては２億１，９００万円、今、計画を

しているところでございますが、先ほど説明をさせ

ていただいたように、当初は２億６，５９９万円だ

ったということで、これは事業規模を縮小した結果、

こうなったと。ところが、それ以外に解体工事です

とか、調査業務ですとかいうものが発生して、結果

的には先ほど申し上げた２，１５０万円が現在のと

ころ、当初計画に比べてふえているという状況でご

ざいます。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 大体流れはわかってきました

けれども、とにかく学院生さんで１３９人が減少し

てるという、３割ほど減少しております。それから、

それにあわせて計画規模も縮小されたということ

なんだけれども、かなり要らないお金を使ってしま

ったということも実態であるし、それから、議員の

皆さん方もいろいろ話を聞く中で、課長もよくご承

知のように大変厳しい環境に豊岡市、日本全国がそ

うなんですけども、陥ろうとしている中で、こうい

った時間の経過もあり、そして大きな規模というこ

とになって、市長から言わせれば、議会が請願を採

択してこの事業が進んでおりますということは確

かにそうなんですけれども、基本的には、やっぱり

財政的に厳しくなる中で、しっかりとやっぱり事業

縮減、事業費の削減をより進めるべきだというよう

な意見もたくさん聞いておりまして、そういう意見

に対してはどういうふうにお答えになるんでしょ

うか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 貴重なご意見だと思

います。ただ、事業内容を精査して事業規模の適正

化を行い、さらに有利な起債、合併特例債、これを

できる限り充て、さらには、ひょうご地域創生交付

金というものも狙っていく中で、極力、一般財源を

減らした事業スキームを今回提案させていただい

ているというふうに思っております。 

 さらには、これ、生きがい創造学院さん側の事情

もございまして、財政基金、学院の財政基金自体は

もう底を既に去年の４月時点でついておりまして、

それ以降、財政的に非常に苦しい状況でございます。

当初、２０１９年の初頭にはオープンする予定だっ

たもんですから、そこまで何とか持ちこたえてくだ

さいというお話で来たんですが、結果、現在となっ

ては、さらにそれが１年半延びていると、こういっ

た状況の中で、やはり一刻も早い施設の整備という
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ものを優先すべきだろうということで、現在、極力、

一般財源は少なくして整備をさせていただいてお

るところでございます。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 経緯というのは理解させてい

ただく中で、まず、創造学院のほうの、こうして１

年何カ月おっしゃいましたかな、９カ月か、延びた

こともご理解をしていただいているのかどうか、あ

るいはまた、学院生の皆さん方も今後よりいろんな

もたもたした中で減少するようなおそれはないの

か。あるいは、先ほどおっしゃいました、基金が底

をついてしまったということもおっしゃいました

けども、そういうことも含めて、学院側も理解をし

ていただいているのかどうか、そのあたりはいかが

でしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） ２０１８年の１０月

ぐらいに不同沈下の話が出まして、その際にもう真

っ先に学院側と話はさせていただきました。最悪、

事業が延びると、期間が延びるということでござい

まして、学院の総意としては、中心市街地でバリア

フリーな場所でやりたいということでございまし

たので、その辺は渋々でしょうけどもご納得いただ

いている状況でございます。 

 さらには、学院生の減少につきましても、当時の

平成２７年のレポートであったり、これまでお聞き

してる中では、やはり高齢化のために交通用具、車

だとかバイクに乗れないという方がどんどんとお

やめになっていくという現状があるということで、

そういうこと、こちら中心市街地に来ることによっ

て交通機関の利用者、さらには市街地の近くの高齢

者の方々もご利用いただけるというふうに事務局

長のほうは読んでいらっしゃいまして、減る会員さ

んもあるけれども、ふえる要素もあるというふうに

伺っております。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そういう時間経緯の中で、そ

の他の参考事項で書いてあります、女性の就労支援、

子育て支援スペース６２．９４平米、このあたりは

ぽっと出てきたような気がするんだけども、これに

ついての利用の需要、あるいは利用頻度、このあた

りはどういうふうに考えておられますか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） こちらの女性の就労

支援、子育て支援のエリアにつきましては、昨年、

公募で事業者のほうを募集しました。結果、株式会

社ノヴィータさんのほうで事業を実施するという

ことになっております。 

 現在のところの利用計画としましては、週２回程

度は女性が建物の中で作業をする、業務を行うとい

うようなことを伺っておりまして、今後はさらにそ

ういった利用する企業、こういったところを勧誘し

て、できれば週４日程度は営業していきたいという

ようなことを伺っております。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 大体わかってきましたけども、

いずれにしても時間軸で相当ずれてきた中で、合併

特例債ということは理解はするんですけども、市費

も、あるいは国費もたくさん使っているということ

になりますので、ともかく事業的にはできるだけ無

駄な費用を使わないということで事業推進を図る

べきだろうと私は思っておりますので、その点は十

分にご理解いただいて、判断をしていただきたいと

いうことを申し添えます。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい、よろしいです。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） 新文化会館の整備のことにつ

いてです。 

 先日、一般質問でも質問等をさせていただいた中

で、中貝市長のほうもある意味、発言の中で今後、

基本設計など等々、事業費の大きさから見ると変え

ていく、また変更するというふうな意味合いも含め

られていましたが、策定委員会が出されているもの

とある意味、形が変わると考える中で、そのあたり、

どのように対応されるのか、お答えください。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 
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○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 基本構想

基本計画の策定委員会で、市民の皆様のご意見聞き

ながら、どういう施設の大きさが要るかいうことで

積み上げてきました。その中で６，５００平方メー

トルというのも想定ということで基本計画に書か

せていただいているんですけども、これから基本設

計を進める中で、一つ一つより具体的に機能を、ど

ういった機能にするか、大きさにするかというのを

１つずつ決めていきますので、その中でイニシャル

コストの削減は当然なんですけども、ランニングコ

ストを見ながら大きさや機能、全部決めていきます

んで、その中で６，５００をできる限り小さなコン

パクトな計画に変えていくということで。ですから、

委員会のほうでの６，５００というのはあくまで想

定という面積ですので、そこまでの縛りは持ってな

いのかなと考えております。 

○分科会長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） そうしましたら、６，５００

等々の大きさを随時、ある意味、予算ありきの中で

の形になっていくかというふうに思うんですけれ

ども、そういった変更をなされる場合、議会に対し

ましてはこれまでやっぱりそういった部分が非常

に欠如していたからこそ、こういった質問等々、私

させていただいたんですけれども、そういった今後、

財政の連携も含めて、議会に対してどのような報告、

また、運営の仕方を考えられておるのか、ちょっと

お答えください。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 基本設計

をこれから進めていく中で、予算ご承認いただきま

したら、まず、大ホールの客席数、今、６００から

８００という範囲で基本計画の中に書いてあるん

ですけども、まずそれを一番最初に決めていかなけ

ればならないという大きな仕事ございますので、ま

ずはそこでお時間いただくような格好にはなるん

ですけども、委員の皆様等のご意見伺いながら決め

ていきたいと。適時そういうタイミングが出てきま

すので、その都度ご意見いただきながら、当然、市

民の方々にもホームページや説明会開くなりさせ

ていただいて、いろいろ情報発信しながら、一つ一

つ進めていきたいと考えておりますので、よろしく

お願いします。 

○分科会長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） あと、公共施設マネジメント、

私が言うてるやつは事業費、どれだけお金かかるか

というふうな部分で、今後この豊岡市の負担という

ものが非常に問題視されてるというふうに考えて

おりますので、十分そういったところ、財政のプロ

の方とも、私どもいろいろ調べてみますと、今後、

豊岡市の施設を４０年間の間に３０数％削減して、

やっと運営できるというふうな中で、新文化会館が

すごいボリュームになってしまいますと、言い方悪

いですけれども、豊岡の施設半分ぐらいに、今の半

分ぐらいにしていかなければならないような状況

になり得ることも考えられますので、そういったと

ころしっかりとやっていただくというふうな部分

はやっていただきたいと思うんですけども、そのあ

たりいかがですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 当然、今

は平均７５万円に想定面積かけただけのいわゆる、

言葉悪いですけども超概算というところで出させ

ていただいているんですけども、当然、委員ご指摘

のとおり、できる限り建設費、事業費を抑えるとい

うことで、これから創意工夫に努めていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いします。 

○分科会長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） しっかりとよろしくお願いし

ます。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） １点だけちょっと聞き忘れて

たんですけれども、生涯学習サロンのところで、本

会議でもちょっと出てたかもわからないんですけ

ども、今の高齢者の学びのところと今度のところで

はちょっと狭くなる関係で、教室が１５に減ったと

いうことではありましたが、広さはいろんな道具と
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か入れるのに十分な広さが確保できるんかどうか

というとこら辺をちょっと再度、説明お願いします。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 今現在、九日市上町

の学校跡は非常に広くて、とっても自由にお使いに

なっています。今度の建物は、先ほど申し上げたよ

うに全体で４８８平方メートルしかないというこ

とで、その規模等を議論する中で、現在の学院生の、

講座に通っていらっしゃる学院生の数とかそうい

ったものを、例えば、今、週２回しかお使いになっ

てないんですが、九日市のほうは、今度こちらに来

ればそれを４回にふやしたりとか、そういったこと

で問題をクリアできるよねということは合意をし

ながらやってきておりまして、その辺、学院の中で

も学院だよりであったりとか、それから、運営委員

会の中で触れていただいているようには聞いてお

ります。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今のを聞いてましたら、じゃ

あ、同じ教室を曜日で２日と４日というのは、そう

いう学院生の中で調整しながら、例えば同じ部屋を

使ってするというようなことでの解決ということ

で受けとめさせてよろしいです、いいですか、それ

で。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 例えば曜日であった

り、時間帯であったり、そういったものをみんなで

いろいろと工夫しながら週４日、５日というような

形で回していくということを伺っております。 

 それと、先ほど答弁がちょっと漏れましたが、不

便かどうかというとこら辺ですが、もうこれは今あ

る状態から見れば、それは不便になりますが、それ

は今まで学院生の皆さんが自分の講座にお使いに

なる道具であるとか、そういったものを全て置いて

らっしゃったということがありまして、ただそうい

ったことは、やはり、お持ち帰りいただくのを徹底

したりとか、そういう中でクリアしていこうという

ふうには聞いております。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） それでも、絵とかいろいろと

自分の描いたものとかつくったものであっても持

ち帰り、持って帰ったり持ってきたりということが

困難な多分、教室もあると思いますので、そこら辺、

学院生の方とまた調整しながら、よろしくお願いし

たいと思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 新文化会館の整備について、

一、二点お尋ねをさせていただきたいと思います。 

 今、それぞれご説明をいただいた中で、市長の議

会での答弁もございました。そういうことの中で、

やはり規模の機能の精査といいますか、そういうも

のは進めていかれて、極力、適切な規模で決定する

というふうなことの思いをお聞きをいたしており

ますけども、実は大きな現在、状況変化が国全体、

あるいはまた世界的に起きているという状況の中

において、やはり、大型投資といいますか、大型の

プロジェクトについてはしっかりとやっぱり踏ま

えて、この財政危機の中で、国も県も市も恐らくど

のような形で財政的な部分での負担が出てくると

いうことの予想がつきません。そういうことの中に

おいて、やはりしっかりと対応する必要があるので

はないかなと思っておりますので、その辺のことに

つきまして、いま一度ご答弁をいただけたらと、こ

のように思います。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） ご指摘の

とおり、現在の状況を踏まえて、建設事業費の削減

には創意工夫に努めていきたいと十分認識してお

りますので、委員の皆様からもいろいろご意見をい

ただきながら、一つ一つ積み重ねて、できる限りの

コスト縮減に努めたいと考えておりますので、よろ

しくお願いします。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） いろいろと検討されて詰めら

れていくわけですけども、その状況を定期的にとい

いますか、進捗状況を一区切りできたときにはやは

り議員のほうにもしっかりとお示しをいただいて、
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我々が情報共有をしたいと考えておりますけど、そ

の辺はいかがですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 一つ一つ

ものを決めていく際にイニシャルコストが安いだ

けで決めるんじゃなくて、ランニングコスト等も十

分比較検討しながら、その辺の比較検討の資料もご

説明させていただきながら、一つ一つ積み上げてい

きたいと考えております。 

 タイミングにつきましては、今後、基本設計を請

け負った業者とどのようなスケジュールで進めて

いくかというのを打ち合わせさせていただいてか

ら、どのようなタイミングでどのようなことをご相

談させていただきたいというのを、まず最初にご相

談させていただきたいなというところで今のとこ

ろは考えております。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） そのことにつきましてはお願

いをしておきますので、よろしくお願いしたいと思

いますけど、今の状況の中で、この計画自体を全て

やめるということではなしに、やはり必要であるな

という思い持っておるんですけども、将来的に人口

が、今いろんなことで当局側が示した部分に、もう

３０年先ぐらいの予想が出てますけども、私は３０

年すると人口が、但馬の人口が今１６万切ってます

わね、１５万数千人、３０年後に人口が但馬で幾ら

になるか、豊岡で幾らになるかということを思えれ

ば、施設が本当に豊岡で必要なのか、広域的に対応

していくのかというところの議論まで私は必要じ

ゃないかというふうに思えるわけですけども、その

辺のお考えというのは全くございませんか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 議員ご指

摘のとおり、年々人口が減っていくということで、

３０年、４０年先には、答弁でも出石の人口丸々減

るというようなことも市長、答弁で言われておりま

すが、文化会館というのは都市機能として一番大切

な、いわゆる人間が生きていく上での潤いというん

ですかね、文化芸術というのは一番大切な、精神的

な部分での大切な施設でございますので、豊岡市と

して、２つも３つも持つわけにはいきませんけども、

１つしっかりしたホールを今回整備したいと考え

ております。 

 将来的にそれ以上の人口減少になってきた場合

は、当然、委員ご指摘のとおりもっと広域的な、但

馬で１個とか、そういう考えが出てくるかもしれま

せんけども、現在の人口の減少のほうでは今の市民

会館の１，１１８席を６００から８００規模に小さ

くするというところで計画を進めていきたいと考

えております。以上でございます。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） いろいろお願いすることばっ

かしなんですけども、やはり適切な、やっぱり時代

に合ったようなものの流れが必要だと思いますし、

急激に社会状況というのは変化してるのが事実で

すし、特にこのような、今回のような大きな災害に

なってしまうと、唐突に出てくるわけですから、そ

ういう部分につきましてはしっかりとやっぱり連

携を踏まえて、市民目線というのも必要でしょうけ

ど、もちろん大事なことではあるんですけども、規

模に合った適切なものを整備していくということ

が必要だと思いますので、しっかりとした対応をお

願いをしておきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） まず、議会の一般質問の冒頭

にこの資料がポストインじゃなくてレターケース

に入っておりましたけど、これは議会側から要望し

たんですか、この５０年、６０年かの比較表。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） その

資料につきましては、松井議員の答弁の中でも申し

上げましたが、今回、一般質問の中で答弁するに当

たりまして、数字がいろいろ出てきます。比較検討

した数字が新たにお聞きになるような数字も出て

くるものですから、それがございましたので、答弁

する前にそういった比較資料、新しい数字でごらん
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いただこうと思って、途中だったんですけどもお配

りしたいという次第でございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ありがとうございました。 

 それで見ましたら、２０２５年建てかえ、竣工で

すね、それから２０６５年、今から言うと４５年の

スパンが比較されてますけれども、今の市民会館、

現の市民会館、建設されて何年たつんです。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 昭和４５

年建造ですので、ことしで満５０歳、済みません、

４９年目です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） わかりました。それで、我々

も含めて皆さんもそうなんですけども。５０年、４

５年たってこの比較表でその思いをはせますか、４

５年たって思いをはせるのか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） やはり、

ご指摘いただいてるとおり、高額な施設ではござい

ます。当然、今で比較するんじゃなくて、将来的な

若者、将来の人たちのために負担にならないように、

やはり４０年、６０年スパンでどういう建てかえし

て大規模改修するのかというところまで見据えて

比較検討すべきではないかと考えております。以上

でございます。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） おっしゃることは理解しなが

らですけど、４５年たって、例えば部長が、あのと

きに中貝市長やわしやこうして考えてつくっても

らった市民会館だでということは誰も考えへんと

思うんだけども。私はそういう意味で、細かいこと

言うつもりはないんですけど、今現在のコロナ悪化

といいますか、そういう状況で、日本も、あるいは

兵庫県も、あるいは豊岡市も、どういう影響、かな

り大きな影響が出てくるということを想定してる

中で、皆さんご承知でしょうけども、１０－１２月

の、消費税のアップしたときに、ＧＤＰとしては修

正されて７．１％減になったと、これが１０－１２

月期です、去年のね。それで、ことしの１－３がど

ういうふうになるんだろうなというふうに私は思

っておりまして、それより厳しくなるんではないか

なということも想定をしておりますし、なおかつ、

この４－６、あるいは７－９、このあたりについて

も非常に心配して、大きなダメージが来るんではな

いかなと思って見ております。そういう中で、市民

の皆さんからはこんな事業やめてしまったらいい

ん違うかというような意見をたくさんいただく、そ

れはそれぞれの議員さんが聞いておられる可能性

もあると思うんだけど、そういうことでかなり厳し

い意見が本会議では出ておったというようなこと

だと思うんです。 

 ですから、今、我々も悩むとこなんだけれども、

こういう４５年のスパンで、例えば２５年の建てか

え時に建てかえたのと大規模改修でいくと８億円

ほどの差が出ます、８億円ほど安くつく、この試算

表ですね、それでまた、それを、今度は４５年です

から２５年先を見たら５８億何千万円と５４億何

千万円だからわずかの差しか出てへん。これは、２

５年先のことでもそれぐらいの差なんで、本当にど

うあるべきなんだということをやっぱり考えてほ

しいから、厳しいことを皆さん言われているんだと

思うんだけれども。そんなことを市長以外の人に言

うても難しいかもわからんけれども、それぐらいや

っぱし市民の皆さんは危機感を持ってる人がたく

さんいるということなんで。先ほど井上議員も田中

議員も言われましたけれども、やはり事業費として

相当思い切った縮減も考えていかなければ、結果が

悪くなった場合、本当にどうするんだなという気が

して、議員にも同等の責任がついてくるんで、途中

経過もきちっと報告してくれということは、今これ

だけ厳しいこと言うてる我々だから、その結果がど

うなんだということを知りたいわけだけれども、そ

ういうことが悪い方向に行った場合、本当に将来の

市民さんに対しても言いわけがつかん、我々も言い

わけがつかんということになるんで、それぐらいか

ぶとの緒やベルトのあれをきちっと締めて考えて

いただきたいなと思いますけれども、誰かが答弁し
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ていただかんと。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） 将来

の負担をなるべく軽くする、そのためにはなるべく

軽くするという意味で、やっぱり短期的な比較では

なく、やっぱり長期の目で見てこういった比較をし

ながら、将来的にはどう負担を少なくするかという

ことを我々は検討して進めております。 

 そういったことで、今後、本当、情勢がもう本当、

今の時期でもこれだけ情勢が変わってきているわ

けでございますので、今後どう変わるかというのは

私にも予測はつきません、はっきり言いまして。そ

うでありますが、やっぱり、将来、我々の世代じゃ

なくって次の世代、もう一つ次の世代にもなるべく

負担を残さないためにも長期の目でやっぱり比較

して検討していくべきだということで、今後進めて

まいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

たいと思います。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今おっしゃっていただいた、

長期の目で将来の世代に対して負担を少なくする、

これはもちろん考えてもらわなあかん。 

 それともう一つは、先ほど私が申し上げた目先の

問題、例えばここ１年とか２年とかで考えても、ど

ういうこの中の影響が降ってくるかわからんとい

うことを考えたら、今現在のこの試算、新しく立て

る試算、これについてもできるだけこうしておくと

いうことをお願いをしたいと思います。その点につ

いてだけではどうでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） もち

ろん総事業費の抑制というのは念頭に置きながら、

それとランニングもなるべく抑えれるように、将来

的にも安くつく、なるべく安くする方向に向けて検

討進めて、設計も進めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 今、いろんな意味の、いろん

な施設をそれぞれお持ちだと思いますけども、やっ

ぱりそういう部分の予算的なもの、昨年度と変わっ

てませんよというのがおおむねじゃないかなと思

います。各施設の管理費でね。やはりそういうのも

いま一度しっかりと、やっぱり違った目線といいま

すか、精査をする必要があると思います。これだけ

財政需要が厳しくなってきた、社会状況が日々どう

なるかわからないという部分というのが今あるの

で、特に温暖化だとかいろんな環境が変化してきて

るのは事実なんで、いざ、何が起きるかわからない

ということも予想しながら、本当に財政をしっかり

と具体化、削れるというか、精査して、できるもの

はしっかりと精査していくという必要があると思

いますので、その辺はしっかりと対応していただき

たいということはお願いをしたいと思いますけど

も、どなたか代表して、どうですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） 今お

っしゃいましたことは、本当にこれからの課題とい

いますか、今現在の課題ということで、そういった

意味もございまして、それぞれの施設で個別施設計

画というものを検討したところもございます。でき

てるところはできたんですけども、できてないとこ

ろたくさんありますので、そういったことで今、公

共施設マネジメント推進室のほうで一括で個別施

設計画のほうを作成するということで、将来的に計

画的な維持管理を進めていくというふうな方向に

進んでおりますので、その辺ご理解いただきたいと

思います。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

○文化振興課長（米田 紀子） 委員長、よろしいで

しょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） 先ほどの上田委員の
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ご質問に対しまして、ちょっとよろしいでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） ３３６ページの住吉

屋歴史資料館管理費の報償金でございます。運営委

員会のメンバーは全部で７名でございます。７名の

うち、職員を除いた５名に報償金をお支払いしてお

ります。 

 あわせまして、この報償金のほかに住吉屋歴史資

料館で展示しております仲田光成作品の展示がえ

というのを随時行っておりまして、その展示がえの

ときの指導謝礼ということで２０万円計上してお

りますので、２０万円と２万３，０００円の運営委

員会の報償金でございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員、よろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（西田  真） それでは、改めて質疑を

打ち切ります。 

 地域コミュニティ振興部の方は退席していただ

いて結構です。ご苦労さまでした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は午後２時

２５分。 

午後２時１３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時２３分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開いたします。 

 それでは、教育委員会、説明をお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） １８６ページをごら

んください。保育所の管理費になります。上から８

行目あたりになります。 

○分科会長（西田  真） １８６。 

○教育総務課長（永井 義久） １８６ページの上か

ら８行目あたりごらんください。土地の購入費を入

れております。こちらは認定こども園用地としてお

りますけども、合橋の認定こども園が現在借地でし

て、将来的に安定利用を図りたいために今回購入し

たいというふうに考えております。 

 続きまして、２８６ページをごらんください。２

８６ページになります。真ん中から少し下、人件費

の中の３行目ぐらいになりますが、豊岡市立小・中

学校適正規模・適正配置の審議会になります。こち

らは２０２０年度末に答申を行うために計５回の

審議を行いたいというふうに考えております。よろ

しいでしょうか。 

 続きまして、２９８ページになります。小学校の

学校施設の管理費になります。ちょうど真ん中から

……。 

○分科会長（西田  真） それ何ページ。 

○教育総務課長（永井 義久） ２９８ページです。

２９８ページになります。小学校の学校施設の管理

費になりますが、真ん中から少し下のほうになりま

すが、業務委託料のアドバイザリー業務ということ

になります。こちらは、合橋小学校の用地取得のた

めに専門業者からアドバイスをいただくための委

託料になります。任意の購入になりますが、ちょっ

と難しい方がいらっしゃいまして、弁護士費用も含

めた用地買収のアドバイスをいただく予定にして

おります。 

 その少し下になりますが、工事費につきましては、

各学校の遊具でありますとか、防火設備、プール、

それからテラス箇所の棟瓦の更新等、あるいは修繕

等を行うものでございます。 

 その３つ下になります、土地の購入費になります。

こちらは中竹野小学校と合橋小学校になりますが、

学校施設の一部が借地になっておりますので、こち

らも将来的な安定利用のために購入する予算を上

げさせていただいております。 

 次、３００ページをごらんください。ちょうど真

ん中あたりになりますが、小学校施設整備費の委託

料でございます。よろしいでしょうか。こちらが非

構造部材の耐震化といいまして、スピーカーであり

ますとか、バスケットゴールの耐震化を図る実施設

計になりますが、こちらは５校、小学校５校です。

２０２３年度までに計画的に行うということにな

っておりまして、実施設計につきましては、清滝、

福住、小野、城崎、合橋の予定があります。 

 今度はその下になります、整備工事費になります。
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空調整備、一応小学校全て終わったということにな

りますが、出石の小坂小につきまして、既に空調は

入っておりますが、その設備の更新費用になります。

今、校舎一体型の空調が入っておりますので、教室

と通路、間仕切りをつけまして個別、教室単位の空

調に更新するというものでございます。 

 その下の、今度、非構造部材の耐震化の工事費に

なりますが、こちらは五荘、神美、新田、豊岡、三

江ですね、この５校を予定しております。 

 次に、３０２ページをごらんください。今度は中

学校の施設管理費になります。 

 下のほうをごらんいただきたいと思いますが、整

備工事費をごらんください。下から６行目になりま

す。中学校のグラウンドにあります高鉄棒、危険な

ものがございますので、三角窓のようなものを塞ぐ

ような作業を竹野と城崎中学校で行うこと、それか

ら、防火設備の修繕、それから、日高東中の雨水の

関係の工事でありますとか、豊岡北中の空調を更新

ということになりますが、こちらはボイラーを使っ

ております関係で、夏のエアコンは整備しまして、

今度は冬の暖房で対応できないところを空調に変

えるというようなものでございます。 

 それから、続きまして、３０４ページになります。

中学校施設の整備費、真ん中から少し下の細い枠が

ございますけども、委託料のほうが但東中学校のこ

ちらは実施設計になります。但東中学校も既に中学

校の空調が入っておりまして、そちらのほうの劣化

といいますか、２００３年に校舎ができましてから

１６年経過しております関係で、校舎全体のものを

教室ずつに切りかえる、パッケージエアコンという

ものに更新するという内容にしております。 

 次に、３１６ページになります。ここからは文化

財保護関係の予算になります。少し、これ調査委託

料をごらんいただきたいと思います。真ん中あたり

になります、業務委託料の発掘業務というところが

ございますが、ここは豊岡病院の駐車場造成に伴い

まして、マムシ谷古墳群というものがありますもの

を調査しようというものでございます。片仮名でマ

ムシ谷古墳というような名前になっております。 

 次、３１８ページ、１枚めくっていただきまして、

ちょうど上から８行目です、土地の購入費になりま

す。但馬国分寺跡につきまして４筆、３１８ページ

です、上から８行目ぐらいをごらんいただきたいと

思いますが、但馬国分寺跡の４筆、約３８６平米を

購入するというものでございます。 

 続きまして、今度は学校給食センターになります。

３５０ページをごらんください。ちょうど一番下の

ほうになります、３５０ページの一番下になります。

補修工事費ということで、日高学校給食センターの

水銀灯であったものをＬＥＤに変えるというよう

な工事を行います。 

 それから、その下になりますが、事業用備品、こ

ちらも日高学校給食センターの食器洗浄機と牛乳

保管庫について更新を行うというものでございま

す。 

 今度は歳入のほうに入ります。３６ページをごら

んください。下のほうになりますが、国庫補助金の

５の社会教育補助金をごらんください。上２つにな

ります、埋蔵文化財調査費補助金、こちらにつきま

しては、人件費と埋蔵文化財の発掘事業に対する国

庫補助金になります。 

 その下の史跡等購入補助金につきましては、但馬

国分寺の整備事業に対する補助金になります。 

 続きまして、今度は４８ページ、下のほうの一番

下の枠になります。こちらは県の補助金になります。

先ほど申しました、国庫に対する県の補助金という

ようなことで、埋蔵文化財の補助金と史跡等の購入

補助金がございます。 

 次、今度は６６ページになります。今度は上から

３行目になります、先ほどマムシ谷古墳群の調査事

業になりますが、その負担金ということで、これは

豊岡病院組合がその調査事業に対する負担金を負

担するということになっておりますので、全額の負

担ということになります。 

 続きまして、７０ページをごらんください。今度

は下のほうの枠になります、教育債の小学校、中学

校の起債の部分をごらんいただきたいと思います。 

 まず、小学校のほうですけども、歳出のほうで説
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明しました、非構造部材長寿命化事業、小坂小学校

の空調につきまして、公立小学校整備事業債を充て

るというものでございます。この部分につきまして

は、緊急防災事業債を充てるということになってお

ります。長寿命化につきましては、公共施設等適正

管理推進事業債ということですし、小坂小につきま

しては、学校教育施設等整備事業債というふうにな

っています。 

 その下の中学校の部分でございますが、こちらは

但東中学校の空調設計につきまして過疎債、過疎事

業債を充てるというものでございます。 

 最後に９ページの地方債につきまして、ごらんい

ただきたいと思います。９ページです。真ん中あた

りに小学校整備費事業費、それから、その４行下に

公立中学校整備事業費がございます。一番下に過疎

事業債がございますが、先ほど説明しました地方債

の部分と同様の説明になりますので、参考までにご

らんいただきたいと思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども教育課長（飯塚 智士） それでは、こども

教育課の分の歳出の分を説明させていただきます。 

 まず、１３６ページ、おあけください。中ほどよ

り少し下あたりになりますが、英語教育推進事業費

です。これにつきましては、小学校３年生から６年

生まで、来年度からの授業時間数の増加に伴うＡＬ

Ｔの増員をここでつけさせていただいております。 

 次に、一番下になりますが、非認知能力向上対策

事業費、これは小学校の低学年にプロの講師による

演劇ワークショップを実施、そしてあわせて、非認

知能力の変容について、評価方法の研究と評価の実

施をしております。今年度に引き続き来年度も三江

小学校と資母小をモデル校として実施をさせてい

ただきます。 

 次に、２９２ページをおあけください。２枠目の

中ほどより少し上ぐらいの教育研修センター管理

費になりますが、ここで特に消耗品費を３，７９４

万５，０００円計上させていただいておりますが、

これは、来年度、学習指導要領が変わります、それ

に伴って小学校の教科書が改訂されますので、教師

用の指導書、教科書の配布のために計上させていた

だいております。 

 それから、２９４ページをおあけください。１枠

目の中ほどより少し下になります、学校・家庭・地

域連携推進事業費１２９万５，０００円計上してお

りますが、この中で来年度、コミュニティ・スクー

ルを２校、モデル校として実施する予算のほうを計

上させていただいております。モデル校につきまし

ては、弘道小学校と竹野中学校にしております。 

 歳出については以上です。 

 それでは、歳入のほうを説明させていただきます。 

 まず、３６ページになります。３６ページですが、

国庫補助金です。国庫補助金で中ほど、小学校費補

助金及び中学校費補助金がほぼ例年どおりついて

るわけですが、記載のとおりの補助率というふうに

なっております。小学校のほうは上から３つが２分

の１、一番下が１０分の１０ということになります。

中学校は全て２分の１になっております。 

 ４８ページをごらんください。今度は県の補助金

になります。下から４枠目の教育総務費補助金、小

学校費補助金、中学校費補助金ということで、教育

総務費補助金につきましては、スクールソーシャル

ワーカーが３分の１、学校・家庭・地域の連携協力

推進事業費補助金が３分の２の補助金となってお

ります。小学校と中学校、それぞれ環境体験、自然

学校、トライやる・ウイークですが、１０分の１０

の県の補助金というふうになっております。 

 最後に５０ページをおあけください。今度は委託

金になりますが、県の委託金として下から２枠目、

ひょうごがんばりタイムの委託金ということで、こ

れにつきましても来年度１０分の１０で予定をし

ております。以上です。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） 私からは、育成

課所管分の予算についてご説明をさせていただき

ます。 

 まず、予算書の１７６ページをお開きください。

下の枠、児童福祉総務費、人件費でございますけど

も、これは会計年度任用職員報酬で、制度の導入に
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よりまして園の保育補助員、子育てセンター補助員、

子育てセンター事業の際の看護師、歯科衛生士の人

夫賃が各事業費から人件費の報酬に移動をしてお

ります。 

 続きまして、１７８ページをお開きください。上

から１１行目になります、児童福祉総務費です。こ

ちらは児童福祉関係の経費となっております。主な

ものは３つありまして、１つがあり方計画策定に係

る子ども・子育て会議の開催、２つ目が子ども・子

育て支援システムの改修で、これは公定価格の改定

に伴う改修です。３つ目が家庭児童相談システムの

保守点検というものを予定をしております。 

 同じページの、今度は下から１１行目、子育てセ

ンター運営事業費です。こちらも会計年度任用職員

制度の導入によりまして、子育てセンター補助員の

人夫賃が人件費の報酬に移動をしております。 

 続きまして、１８０ページをお願いをいたします。

上から１０行目です、子育てセンター管理費です。

その中の１１行目、業務委託料で遮熱フィルムの設

置業務というのがありますけども、こちら、子育て

総合センターの天窓からの熱で室温が３０度を超

えるというようなことがありますもので、幼児の熱

中症対策として実施をするものでございます。 

 同じページの今度は中ほどから少し下になりま

す、養育支援訪問事業費です。こちら、子育て支援

訪問事業においては、ハイリスク家庭への介入手段

として育児用品等を配布し、適切な支援に結びつけ

たいと考えまして、その消耗品費２４万円を新たに

計上しております。 

 続きまして、１８２ページをお願いをいたします。

一番上の人件費で、その下、放課後児童健全育成事

業費とありますけども、こちらも会計年度任用職員

報酬の補助員がこども育成課所管分で、会計年度任

用職員の制度が導入されたことによりまして、放課

後児童健全育成事業費の中の人夫賃から人件費の

報酬に移動をしております。 

 同じく、次の下の枠に入りまして、その下の枠の

１行目、児童保育運営事業費でございます。主なも

のは、私立園への施設型給付費予算でございます。

私立保育園は、保育料を市が収入するため、歳出の

施設型給付費においては無償化の影響ありません

けれども、私立認定こども園、小規模保育事業所は

保育料を各園が収入しているため、無償化の影響な

どによりまして施設型給付費が増額というふうに

なっております。 

 地域型保育給付費は、ことし４月に小規模保育事

業所が開園し４園となるということで、こちら増額

というふうになっております。 

 さらにその下になります、１８２ページの真ん中

あたりの私立保育園等振興事業費でございます。こ

れも私立保育所に対する補助でございまして、補助

金の中の一番下、多子世帯保育料軽減事業費は、ひ

ょうご保育料軽減事業に伴い実施する補助でござ

います。昨年１０月からの軽減が拡充されたため、

約３００万円の増額となっております。 

 そして同じ枠の中の下から２行目、子ども・子育

て支援交付金等事業費でございます。こちらも同じ

私立保育所等に対しての経費を一部補助するもの

でございまして、国県の補助要綱に基づき実施する

事業が対象となります。 

 次に、１８４ページをお願いをいたします。１８

４ページの上から５行目、保育所等改修等支援事業

費でございます。こちらは既存の施設を改修して小

規模保育事業所を整備して運営する事業者を公募

し、整備費を補助するというものでして、待機児童

緩和のため、来年度も５カ所目を募集する予定とし

ております。 

 続きまして、今度は１８６ページをお願いをいた

します。１８６ページの上から１０行目でございま

す。児童保育運営事業費、こちらは公立園に係りま

す保育の経費ということで上げております。 

 続きまして、少し飛びますが、２９０ページをお

願いいたします。２９０ページの上から１１行目で

す、教育総務費の中の２枠目の事務局費の幼保対策

事業費です。幼児教育・保育及び放課後児童のあり

方計画の策定、保育システム設置費用を計上してお

ります。手数料やソフト借り上げ料、整備工事費、

事業用備品が保育システム設置に係る経費でござ
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います。保育システム設置は、ＩＣＴを活用した登

降園の管理や保育日誌等が管理できるシステムで、

本年度、モデル園として八条認定こども園に導入を

しております。評価が良好であったことから、来年

度、西保育園に導入することにしております。 

 同じく、今度は下の枠の１０行目になります、す

くすくプラン推進事業費でございます。今年度、ス

タンダードカリキュラムの改定を行いました。その

手段、手法となるすくすくプログラムの改定、更新

経費を予算化させていただいております。 

 続きまして、２９６ページをお願いいたします。

２９６ページの真ん中から少し上になりますが、認

定こども園整備事業費でございます。こちらは待機

児童の緩和のため、公立の八条認定こども園の保育

室等を増改築することによりまして、児童の受け入

れ枠を拡充したいと考えております。内容としまし

ては、３歳児保育室を２部屋の増築と、保育室、職

員室、育児支援室等の改修となっております。来年

度は工事の設計業務を予定をしております。 

 続きまして、少し飛びます、３０４ページをお願

いをいたします。３０４ページの下に幼稚園費があ

ります、その中の人件費でございます。こちらにつ

きましても、会計年度任用職員の制度の導入により

まして、人夫賃が人件費の報酬のほうに移動してい

るというふうなことで、こちらは幼稚園教諭の出張

代替教諭とか指導補助教諭の人件費というような

ことになっております。 

 歳出の主なものにつきましては、以上でございま

す。 

 続きまして、歳入の説明をさせていただきます。 

 ２１ページ、２２ページをお願いをいたします。

２２ページの４枠目の負担金であります、負担金の

３つ目、児童福祉費負担金でございます。こちら、

特定教育・保育施設の利用者負担金ということで、

公私立の保育園と公立の認定こども園の保育料で

ございます。昨年１０月から、３歳から５歳児の無

償化の影響などによりまして減額というふうにな

っております。 

 続きまして、２６ページをお願いをいたします。

２６ページの中ほどから少し下、教育使用料の３つ

目の枠に幼稚園使用料があります。こちらにつきま

しても、無償化によりまして現年度分は皆減、ゼロ

というようなことになっております。こちら、ある

のは滞納繰り越し分だけの予算計上というような

ことでございます。 

 続きまして、３２ページをお願いをいたします。

３２ページの中段あたりの児童福祉費補助金、３の

児童福祉費補助金でございます。こちら、国の補助

事業の補助金でございまして、こちら、説明欄のう

ちの３つ目以降、児童虐待防止対策支援事業費補助

金以降、全てがこども育成課分というふうになって

おります。 

 次のページの３４ページをお願いをいたします。

こちらの上から４つ目、子どものための教育・保育

給付交付金でございますけれども、こちらは私立園

への施設型給付費に係る国の負担分となっており

ます。無償化の影響などによりまして、増額の計上

とさせていただいております。 

 また、その枠の一番下、子育てのための施設等利

用給付交付金でございますけれども、こちらも無償

化によりまして新たに計上というようなことでご

ざいます。 

 続きまして、３８ページをお願いいたします。３

８ページの一番下の枠の中ほどから少し下の児童

福祉費負担金の中の教育・保育給付費負担金でござ

いますけども、こちらは私立園への施設型給付費に

係る県の負担分ということでございます。無償化の

影響などによりまして、増額で計上しております。 

 続きまして、４０ページをお願いをいたします。

１枠目の一番下、子育てのための施設等利用給付交

付金でございますけども、こちらも無償化により新

たに計上というようなことでさせていただいてお

ります。 

 続きまして、今度、４４ページをお願いいたしま

す。４４ページの２枠目、児童福祉費補助金でござ

います。こちらは、各事業に対する県負担分の補助

金となっております。 

 その中の４つ目、ひょうご保育料軽減事業費補助
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金でございますけども、これは昨年１０月に拡充さ

れましたので増額の計上としております。 

 続きまして、少し先になります、５６ページをお

願いをいたします。５６ページの２枠目の基金繰入

金でございます。下から２つ目の地域振興基金繰入

金でございます。このうちの英語遊び保育推進事業

費に４００万円の充当を予定をしております。その

下の公共施設整備基金繰入金でございますが、この

中のうちの４００万円が八条認定こども園の整備

事業費に充当ということで予定をしております。 

 あと、最後になります、７０ページをお願いをい

たします。７０ページ、地方債のところなんですけ

ども、真ん中から少し下の教育総務債の中、認定こ

ども園整備事業債でございますけども、こちらは八

条認定こども園の整備にかかわるものというふう

になっております。歳入の主なものにつきましては、

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） まず、１８２ページですけれ

ども、私ちょっと自分が認識不足だったんですけど、

小規模保育所は小規模保育所に入る入所の際の手

続は今までこども育成課がされて、１８２ページで

す。小規模保育所のそういう入所手続はこども育成

課がされて、保育料は各小規模保育所に入金になる

ということでありましょうか。 

○こども育成課参事（山根 哲也） 入所のほうの調

整といいますのは育成課のほうでさせていただき

まして、使用料については保育所のほうで収入をし

ていただくということで、委員のおっしゃるとおり

でございます。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） それでしたら、保育料が幾ら

保育所に入っているかというようなことまでは、育

成課のほうでは各施設に入る保育料が幾らとか、そ

ういうことについては全然把握がされないという

ことでありましょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） 全然把握をして

ないということではありませんので、そこら辺の収

入等も把握させていただいた中での給付というよ

うなことでございますので、全くわからないという

ことではないということでございます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） 済みません、ちょっと訂

正をさせていただきます。市立の保育所につきまし

ては、保育料は市のほうで収納させていただいてお

ります。認定こども園等は各施設ごとで保育料を徴

収いただいてるんですが、保育所は私立も現在豊岡

市のほうで収納させていただいてますので、保育料

の収納状況については市のほうで把握させていた

だいております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今の私立のほうのっていうの

は、小規模保育所についても市のほうで把握してお

られるということでいいんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） 小規模保育所も、私立も

公立も全て市のほうで収納させていただいており

ます。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） それでは、保育料については

市の基準と同じように、小規模保育所についても保

護者負担は市の基準をもって保育料を決めておら

れるということでいいんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） おっしゃるとおりでござ

いまして、市で保育料は決定しておりますので、そ

のとおりの収納をさせていただいております。あと、

園によって独自の取り組み等によって、独自で発生

する分も園によってはあるところもございますけ

ども、基本の保育料につきましては市のほうで定め

たとおりということでさせていただいております。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 了解しました。 

 あと、この、さっきの本会議のときに資料いただ

きましたけども、１９人以下の保育所で１９人以上
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になるということはないということでありましょ

うか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） 一応１９人では

ございますけども、弾力的な運用ということで若干

ふえたりっていうことはございますけども、基本と

して１９人でお願いをしてるところでございます。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 基準をちょっと今、頭にちょ

っと浮かんでこないんですけども、ほぼほぼ何％ま

ではオーケーとかいうのがあると思うんですけど

も、それの基準でもってしておられるということで

しょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） 弾力運用は、２

割以上だとちょっと問題になってきて、それが５年

間続くと利用定員の変更というようなことが出て

きて、ちょっと基準に合わなくなってきてしまうの

で、そこはちょっと注意深くじゃないですけど、厳

格にして管理というかお願いをしていっていると

ころでございます。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） なかなかたくさんの施設が次々

できますので大変でしょうが、そこら辺のところは

よろしくお願いいたします。 

 済みません、それともう１点、本年度、１７６ペ

ージになるのかな、会計年度任用職員がスタートし

ます。保育園、そういう保育施設とかに保育所や認

定こども園、ここは幼稚園も入るのかな、保育園、

認定こども園においては臨時保育士さん、また、嘱

託保育士さん、また、嘱託さん、ほかの職種もあり

ますけれども、大体何人のうちフルタイムで、何人

ぐらいはパートタイムで、そのパーセンテージにお

いてはどんな感じなんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） 済みません、手

元にちょっと資料がございませんので、後でまたお

届けさせていただきたいと思います。 

○委員（上田 伴子） よろしくお願いいたします。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。まだある。 

○委員（上田 伴子） 結構です。 

○分科会長（西田  真） そしたら、資料の提出は

後ほどお願いします。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ちょっと認識不足であれで、

教えてください。同じく１８２ページの上から１７、

放課後児童健全育成事業費の件です。これは、昨年

からされとったかなと思うんですけど、これ、具体

的に何をされて、具体的な詳細な事業っていうの、

どんなことだったんでしょう。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） この放課後児童

健全育成事業費というのは、放課後児童クラブの運

営に係る分でございますので、ずっとやらさせてい

ただいている事業でございます。 

○分科会長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 昨年の２０１９年度の予算と

比べて、すごい金額が９，８００万円ぐらいマイナ

スになってるんですけど、これは何か理由があるん

ですか。９，８００万円の資料は、このナンバー４

の。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） こちらの中に去

年までは、先ほどもご説明させていただきました会

計年度任用職員の人夫賃がこちらには入ってまし

たけども、これが移動して大分減額になってるとい

うようなことでございます。 

○分科会長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） そうかなと思ったんですけど、

その人件費っていうのがそれが変わったっていう

ことになるんですね。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） そのとおりでご

ざいます。 

○委員（竹中  理） わかりました、ありがとうご

ざいます。以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 清水委員。 
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○委員（清水  寛） ちょっとお聞かせしていただ

きたいのは、小・中学校の適正規模・適正配置計画

の策定の件なんですけども、資料編のほうの９０ペ

ージにも出てるんですけども、その中で地域別意見

交換会を開催するというような文言があって、５回

程度会議をしますということだったんですけども、

その地域別の意見交換会というのは、それは別にし

てという感じでされていくということですか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） 審議会とは別にとい

うふうに考えております。地域の方々で、実際に保

護者の方と地域の方々っていうことでは、行政に対

します意見がそれぞれちがいまして、去年も教育懇

談会っていうのやったんですけども、やはり片方が

意見を言われると片方が意見が言いにくいような

場面になってしまいますので、そのあたりをちょっ

と工夫した会にしたいというふうには考えていま

す。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 割とこの審議会というのが非

常に大きな役割をしてくるのかなということで、議

会のほうとしても非常に興味を持ってるところで

はあるんですけども、要は答申が出てからというこ

とではやはり何か遅くなってしまうので、議会に対

してどの程度の頻度で審議会の今の状況であった

り、それぞれのかかわり、意見みたいなのをこちら

から言うような機会っていうのは設けていただけ

るのかどうかっていうのはちょっとお聞きしたい

んですけども、いかがでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） 答申までは意見交換

会か座談会かというのを当然開かせていただきま

すし、その前後になろうかと思いますけども、議会

の皆さんにも同じようなご意見といいますか、そう

いうような伺う会というものをちょっと、これから

ですけど検討したいというふうには思っています

し、当然、答申が出た後に今度は計画をつくる作業

に入っています。それが次の年度になってきますの

で、その中でも当然市民の皆さんにご意見なりって

いうのを諮らせていただいて、議会のほうにもご意

見を聞くなり、情報提供っていうような形、どんな

形かちょっとわかりませんけども、機会機会を見て

ご意見なり、それからいろんな調整ごと等は機会を

見てやっていきたいというふうに思っています。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） その点はぜひ、できる限り、

まとめてっていうよりも、細かい頻度でいいと思い

ますので、なるべく密な関係をしていただけたらと

思います。これはもう、ちょっと要望ということで、

以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（清水  寛） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません、何回も。 

 ちょっとページが出てこないんですけど、八条の

認定こども園に今度整備される３歳児とかの対応

の２部屋分ですけれども、大体何人分ぐらいを予定

して、１部屋につき何人で、２部屋で何人というこ

とがあると思うんですけど、何人になるのか。それ

ともう一つ、関連してなんですかな、保育士等、幼

稚園教育もわからへんだけども、２年に１回今、研

修があって、それを受けないと資格更新ができない

というようなことを聞いたことがあるんですが、そ

れにおいての、例えば研修費用だとか、休みの、研

修に行くための、有休を使わずに研修のための出張

として見てもらえるのかとか、そういうとこら辺で

は、今はどうなってますか。済みません、ちょっと

関連質問にはなるんですけど、お願いします。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（山根 哲也） まず１つ目なん

ですけども、八条認定こども園の増改築の工事によ

りまして３歳児が３０人増……。 

○分科会長（西田  真） 名前言ってからにしてく

ださい。 

○こども育成課参事（山根 哲也） ああ、済みませ

ん、申しわけないです。 

 八条認定こども園の増改築の工事ですけども、３
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歳児が３０人、２歳児は１０人というふうに見込ん

でおります。ただ、この保育教諭の人数とか申し込

みの状況などによりまして、実際の受け入れ数は変

わってくることになろうかと思いますけど、今考え

てるのは３歳児３０人、２歳児１０人ということで

ございます。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（冨岡  隆） 直接担当してる

者ではありませんので、ちょっと概要だけの説明に

なりますけどもお許しください。 

 職員の方の資格につきましては、幼稚園の先生の

資格が１０年に１度更新ということになりますの

で、そちらのほうの期限の来た方の更新手続のほう

をお願いをしてるということでございます。それか

らもう一つが、認定こども園に勤めていただきます

先生は、保育士資格と、それから幼稚園教諭の資格

両方持っていただきたいということがございます

ので、どちらか１つしかお持ちでない方につきまし

ては受講のほうを推奨しておりまして、資格を取っ

ていただくときにつきましては、市のほうでその分

の２分の１にかかる費用を補助させてもらってる

という、そういう概要になっております。 

 それから、八条認定こども園の整備の関係、ちょ

っと補足させていただきます。現在３歳児保育室が

１部屋でさせていただいておりますので、新しい場

所のところに２部屋を増築させていただきたいと

思っています。面積につきましては、法律のほうで

認定こども園の３歳児以上は３５人１クラスとい

うふうになっておりますので、面積的には１クラス

３５人入れるようにつくりたいなと思っておりま

すが、実際の定員につきましては先ほど説明させて

いただきましたとおり、状況を見ながら定員設定は

していきたいなと思っております。 

 もう一つ、今、先ほど山根のほうから説明させて

もらいました２歳児の関係ですけども、今使ってお

ります３歳児の保育室があきますので、２歳児のち

ょっと狭い保育室を３歳児のほうに移動してもら

って、受け入れ人数がふやせたらなということで考

えております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ちょっと、何か図が浮かんで

こなかったんですけれども、３歳児は３８人１クラ

スになってるけども、そこを整備して、２歳児の部

屋を３歳児の部屋にするために、２歳児のところが

もう一回整備し直して、新たに２歳児をそこに入れ

るということですか。済みません。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（冨岡  隆） まず、今、２歳

児の保育室と、それから３歳児の保育室が１部屋ず

つございます。３歳児の保育室をそこの保育室では

ない別の棟のほうに２部屋増築させていただきま

して、１クラス法律で決まっております３５人が入

れる面積をつくりたいなと思っておりますけれど

も、実際の定員は受け入れ状況を見ながら、もう少

し少ない人数で設定するんではないかなというふ

うに思っております。 

 ２歳児と３歳児が今隣接している場所の保育室

になっておりますので、その仕切りのほうを工夫し

て、２歳児の保育室を広げることによりまして２歳

児の受け入れ人数をふやしていきたいと、そういう

ふうに考えております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 何かますますわからなく、２

歳児と３歳児の部屋が隣接しているところを３歳

児保育室として２部屋つくられるということです

か。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（冨岡  隆） 現在２歳児と３

歳児の保育室が仕切りで２区画になっているんで

すけども、それを１区画にして２歳児のほうの保育

室に変えるということが１つと、３歳児保育室につ

きましては、園庭の隅のほうに別につくらせていた

だいて、２部屋新規に増築をしたいと、そういうふ

うに考えてるところでございます。失礼いたしまし

た。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） そしたら、園庭、私は園舎の

中に改築してつくっていかれるかと思ったんです
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が、園庭のほうに広げるということでありましたら、

じゃあ、３歳児の部屋が３つできるということです

か。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（冨岡  隆） 新しくつくりま

す３歳児の保育室２部屋は園庭のところに、園庭の

隅のほうに増築をさせていただきます。今、３歳児

で使っている園舎の中にあります保育室は、２歳児

のほうに使っていきますので、３歳児の保育室は改

修後は２部屋になるというふうに考えております。

以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） わかりました。 

 じゃあ、これが、３歳児の保育室は２部屋合わせ

て３５人ということですか、１部屋が３５人。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（冨岡  隆） １部屋が３５人

になりますので、２部屋で７０人となりますが、先

ほど申し上げましたように、定員設定につきまして

は、それよりも低い定員設定をするんではないかな

と思っております。以上です。 

○委員（上田 伴子） 済みません、了解しました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 質疑を打ち切り……（「ちょっと、委員長」と呼

ぶ者あり） 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） どうなんかな、今この感染症

が非常に県内でも拡大してますし、きょうから小・

中学校の授業を再開されたというふうなことの中

の、ちょっとお互いやりとりしたいんですけど、委

員長、よろしいかな。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○委員（井上 正治） 実際やられまして、それぞれ

状況はいろんな資料でいただいております。その中

で、今、感染防止であるとか、一番気になるのが幼

児保育にしてもそうですし、児童生徒、それからひ

とり親家族とかいうふうな形の対策と対処をどう

するかと、いろんな影響が出てるのではないかなと

いう思いをいたしますんで、その辺を今後どのよう

な形でやられるのかということを含めて、ちょっと

今のお考えをお示しいただきたいと思いますけど

も。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） コロナの対策につきまし

ては、いろんなところに影響が出てるかなというふ

うに考えています。教育委員会といたしましては、

まず、小・中学校を２週間閉校しておりました。そ

のことにつきましては、本当に子供が長い間家庭な

りで過ごし、学校に一部の子供たちは来ておりまし

たけども、やはり心身の健康への影響をすごく心配

しておりました。今回一応兵庫県としましては、あ

と延長して春休みまで休校というふうな要請が来

ておりましたけども、資料等でお示ししましたとお

り、但馬には感染者がないということと、先ほど申

し上げたような子供たちの心身への影響等を考慮

いたしまして、豊岡市ほか朝来を除いた但馬では休

校をやめて、本日から学校のほうを再開するという

ふうな結論に至らせていただきました。そこに至る

まで大分協議もさせていただいたんですけども、や

はり一番が子供たちにとってどうかということと、

子供たちが学校に行かないことによってご家庭に

どのような影響があるかということをすごく検討

させていただきました。やはり学童に行ってる子供

たちも全部が学校のほうに来ているわけではあり

ませんでした。約３割程度の方はご家庭のほうで見

ておられたり、子供だけで留守番させておいたりと

いうことがございましたので、本当にご家庭にもか

なりの負担があったんではないかなというふうに

考えています。これを再開することによって、その

辺の負担は軽減されるんだと思うんですけども、ま

た、今度は逆に感染症に対する不安っていうのも、

恐らくご家族の方にもあろうかと思いますので、そ

の辺につきましては、学校のほうでしっかりとお預

かりをする中で、感染症予防対策もしっかり講じて

いくということで、アルコール等による手とかの消

毒、それから手洗い、うがい、換気の徹底、それか
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ら、次亜塩素酸系の消毒薬による学校のいろんな備

品ですとか、部屋の取っ手等の消毒なども徹底して

やっていきたいということで、適切な対応をしなが

ら学校ではお預かりするという形を今回とらせて

いただきました。 

 保育園、認定こども園等、幼稚園もそうですけど

も、ずっと閉めずにあけているような状況でした。

それにつきましても、学校よりもちょっと狭いとこ

ろでどうかというふうなご不安の声もあろうかと

思いますけども、これ、全国的に感染者のない保育

園は比較的どこも就労される保護者の方等のこと

を考慮して、ほとんどのところがあけておられたと

いうふうな状況がございました。豊岡市のほうも開

所をしておりました。それによって保護者の方々が

就労がしやすい状況ではあったんだろうなという

ふうには考えております。保育園等についても、や

はりすごく神経を使って子供の感染症予防対策も

していただいておりましたので、それについては今

後も引き続きしていきたいというふうに考えてい

ます。 

 学校給食につきましても、本日から再開をさせて

いただきました。今後感染症患者が発生したときに

ついても、皆様に資料をお配りさせていただいたん

ですけども、一応今のところは原則としてお配りし

たような形で考えていますけども、どのような方が

感染症になられて、どういう状況で市内のほうでお

過ごしになったかということが、今のところ、いろ

んな想定ができますので、ちょっと本当にもう、な

ってみないとわからないところがございます。なの

で、このままでいいかどうかということは今でもち

ょっと検討をしております。もう少し広げたほうが

いいのか、逆に、ここまで２週間は何ともなかった

ということもあるので、もう少し縮小すべきなのか、

ちょっとその辺も検討しながら、一応基本線は決定

しましたけども、まだ検討は続けていきたいという

ふうに考えているというところでございます。以上

です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） やはり子供たちとかいろんな、

我々も含めて、やっぱり情報提供というのはしなき

ゃいけないと思いますのに、やっぱり市のホームペ

ージ、これ、全体にわたるわけですけども、市のホ

ームページ等に、やっぱりくらしのページに新型コ

ロナの感染症を載せていただくようなことも必要

かなと思います。今のとこ載ってないというふうに

思います。ちょっと１回確認してみてください。載

ってたらいいですけども。 

 それにしても、やっぱり市も積極的に関与してま

すよという部分をしっかり市民の方にして、不安感

を少しでも払拭していただきたいという思いは持

っておりますし、それから、でき得れば、ここ、ち

ょっと集約して申しわけないんですけども、相談窓

口、感染症相談窓口というのをやはり市としても、

いろんなとこに影響が出てるんで、学校だけに限ら

ず総合的にです、これは。ワンストップ窓口ぐらい

を設置していただくことを検討していただきたい

という思いはあります。まだできてないですね、こ

れは。私、直接市長に直訴……（「防災行政無線で」

と呼ぶ者あり）でしょう。（「やってる」と呼ぶ者

あり） 

○分科会長（西田  真） ちょっと、雑多になった

ら困るんで。 

○委員（井上 正治） ああ、ごめんなさい。 

 もし、設置してたらいいと思うんですけれども、

ワンストップ窓口をできたらぐらいのレベルで設

置する必要があるかなというふうに思っておりま

すし、それから、今、２週間休みをされて、さまざ

まな中で、家庭で２週間という部分をどうしてもす

ると、健康の問題だとか、それから、精神の不安定

な状態だとかというものが発生してる可能性とい

うのもあり得ると思いますので、やはりカウンセラ

ーだとかというようなことも、やっぱりしっかりと

実態を把握していただいて、早急にふだんどおりの

対応ができるようにしていただきたいと思います

し、それから、春休みまで、もし、親として学校に

登校させませんよというようなことは欠席扱いし

ないというふうなことも示されておりますけども、

そういう部分も含めながら、やっぱり的確にスピー
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ド感を持って物事をやっていただきたいと思って

おります。 

 感染症が入ってこないことを祈りながら、そうい

うふうに思いますので、しっかりと対応をよろしく

お願いしたいと思います。何かありましたら。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） まず、ホームページにつ

きましては、トップページのほうに新型コロナウイ

ルスの対策の一番大きな窓口っていうので出てお

ります。そこをクリックしたら、コロナに関するこ

とが全部見れるようになってます。それプラス、教

育委員会の関係でホームページに上げさせていた

だいたものにつきましては、コロナのページと教育

のほうに係るページと、両方から入っていって見て

いただけるような形にはさせていただいておりま

す。またそれらにつきましてはほかのところが、い

ろんなところが上げておられますので、見やすいよ

うな対策は必要かと思います。 

 相談窓口につきましては、健康増進課のほうが担

当しておりまして、総合窓口をたしかきょうの防災

行政無線で窓口の電話番号を申し上げてたような

ことを記憶がございますので、恐らくあると思いま

すが、またちょっと確認はしたいと思います。 

 あと、子供の心のケアですとかそういったことに

関しましては、今回２週間で再開させていただいて、

きょうたまたまこども育成課のほうの朝礼に参加

していたんですけども、本当に学校再開がうれしく

て、あしたから学校始まるのがうれしくて、何かき

ょうはうれし過ぎて寝れないかもしれないという

ことを子供が言ってたという、何かすごくうれしい

ような話を聞きまして、本当に子供も親もこの学校

の再開を心待ちにしていただいたんだなというこ

とで、この判断が、結局これからどうなるかによっ

ても変わってくるんですけども、子供にとってはう

れしかったんだなんていうことをとっても感じま

した。 

 もし、これで子供の心に何かケアを要するような

ことがあれば、学校にはカウンセラーを配置してお

りますので、その辺による対応等も今後は検討して

いきたいというふうに考えてるところでございま

す。またいろいろとご指導よろしくお願いいたしま

す。 

○委員（井上 正治） よろしいか。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） いろんな対策を真摯にやっぱ

り取り組んでいただいてるなということは感じま

す。そういうことの中において、やはり卒業式であ

るとか、今後また終業式がどのようになるか、ちょ

っとまだ結論は出てないようですけども、その辺の

節目節目のきちっとしたものが平常どおりといい

ますか、できてないということについては、やっぱ

り寂しさというのもあると思うんで、本当に終息が

出たころには、何か子供たちを対象にしたおもしろ

い、楽しい、記憶に残るような授業を何かできたら

いいかななんて思っとるんですけど、これは私の個

人勝手かもわかりませんけども、もし予算的なもの

があれば、してあげたらいいかなと思っております。

これは私の意見でございますんで、よろしくお願い

したいと思います。以上です。 

○委員（福田 嗣久） １つよろしいか。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 再開をしました、小・中はき

ょうからですね。これから先はどんなスケジュール

になる、小・中学生。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） 本日再開いたしまして、

卒業式は１７日に中学校、１９日に小学校、一応規

模を縮小して、来賓も教育委員会１名のみというこ

とでさせていただきます。それから、２４日が一応

終了式ということで。（「２４日が終了式」と呼ぶ

者あり）はい。そこまでは普通に授業と終了式まで

行います。それから、春休みについては、今のとこ

ろは短縮をせずにそのまま春休みをする予定にし

ております。通常どおりいけば、４月７日に始業式

という予定でおります。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それともう一つ、京阪神で大

分、兵庫県の南側、大阪、京都、陽性患者が出てま
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すけれども、小学生とか低年齢の人でかかってる人

あるんですかな。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） 保育園等でも保育士等の

感染から子供にも感染したというふうなことは、ち

ょっとテレビ等でも拝見いたしましたので、全くか

からないということではないとは聞いてます。ただ、

重症化リスクは、今のところ余り重症化なってない

ということで、先日お配りしました資料の中にも小

さい子供さんの死亡例っていうのがすごく少ない

ということもございまして、今のところはそんな大

きなことにはなってないということはお聞きはし

ております。 

○委員（福田 嗣久） 結構です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 済みません、１点だけちょっ

とお伺いしたいのは、小・中学校の再開ということ

もあるんですけども、あわせて、例えば養父市とか

朝来市さん、ほか、きょうもテレビなんかで見てた

ら、マスクを要は供出してるというようなお話をち

らちら見かけたんですけども、その件について豊岡

市としてはどのようにお考えでしょうか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） マスクにつきましては、

市のほうのマスクの確保といいますのは、これも健

康増進課のほうで、いざというときのために幾つか

マスクは確保をしていただいてるということはお

聞きしています。ただ、もう市場に今出回っており

ませんので、次の入荷がないということで、現在確

保しているものは、できれば本当に豊岡市でもし万

が一発生したときに使用したいということで、そん

なに大量にないというふうに聞いておりますので、

そのときのために置いているということはお聞き

しています。 

 残念ながら、子供用のものというのが豊岡市の保

管の中にはないということで、乳幼児ですとか、幼

児ですとか、小学校低学年等がつけるには、ちょっ

と大きな大人用のものしかないということはお聞

きしております。なので、現在のところお配りでき

てないということは、健康増進のほうから聞いてお

ります。以上です。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） こういう機会っていうのが今

回で終わりっていうことではないと思いますし、改

めて健康増進課が一本で市のやつをということで

はなく、各学校園などでもある程度の数は備蓄する

必要っていうのがあるのかなと私は思うんですけ

ども、いかが思われますか。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○教育次長（堂垣 真弓） これを学校のほうで備蓄

するのがいいのかどうか、ちょっとそれも今後健康

増進のほうとも協議しながら検討していきたいと

いうふうに思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） なかなか財政が厳しい折とい

うことで、どこまでっていうことはなかなか難しい

かなと思いますけども、やはりそれぞれの学校単位

で押さえられるものであったり、休みというよりも、

何とかして行くすべが何かあるということで、なる

べく休みがないようなことで非常時も対応はでき

るという体制づくりの一つのネタにはなるのかも

しれないんですけども、そういうことも含めてぜひ

検討していただけたらと思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。よろしいか。 

 質疑を打ち切ります。 

 以上で地域コミュニティ振興部、教育委員会に係

る令和２年度一般会計予算の説明及び質疑は終了

しました。 

 それでは、ここで一旦第３２号議案の審査を中断

いたします。 

 それでは、第３２号議案の討論、表決の前に請

願・陳情の審査を行います。 

 請願・陳情の関係部署、こども育成課以外の当局

の職員の方は退席いただいて結構です。ご苦労さま

でした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は午後３時
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３５分。 

午後３時２８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時３７分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 これより、関貫議長のほうから傍聴の申し出があ

り許可しておりますので、皆さんご了承願います。 

 それでは、（２）番、請願・陳情の審査に入りま

す。 

 まず、請願第１号、子どもの幸せを願う豊岡市民

の要望を議題といたします。事務局より、請願・陳

情文書表の朗読をお願いします。 

○事務局主幹（木山 敦子） 受理番号、請願第１号。

件名、子どもの幸せを願う豊岡市民の要望（請願署

名）。受理年月日、令和２年３月１１日。 

 要旨。豊岡市の幼稚園・保育園・認定こども園の

統合計画、放課後児童クラブ（学童保育所）、小学

校区のあり方について、子供の幸せと市民の暮らし

の向上のため、次の事項を実現されるよう要望する。 

 記。１、豊岡市の幼稚園・保育園・認定こども園

の統合計画、放課後児童クラブ（学童保育所）、小

学校区のあり方について、小学校区ごとの全ての住

民の理解と合意をもとに計画方針を決めること。 

 ２、豊岡市の幼稚園・保育園・認定こども園の統

合計画、放課後児童クラブ（学童保育所）、小学校

区のあり方について、計画方針を決める期限を設け

ず、地域住民の意思を尊重し小学校区ごとにそれぞ

れ適切な時期に計画方針を決めること。 

 提出者、豊岡市大磯町２－５３、豊岡子どもの幸

せを願う会代表、足立美都子ほか１，１３３名。紹

介議員、上田伴子。付託委員会、文教民生委員会。

以上でございます。 

○委員長（西田  真） この件について、紹介議員

であります上田委員からの説明等をお願いします。 

○委員（上田 伴子） ただいま説明ということで委

員長のほうからありましたので、とりあえず説明さ

せていただきます。 

○委員長（西田  真） 上田委員、座ってもらって

結構です。 

○委員（上田 伴子） いいですか。はい、じゃあ、

座って失礼します。 

 豊岡市における幼稚園・保育園及び放課後児童ク

ラブのあり方については、子ども・子育て会議の答

申が出されて、１０月に市内６会場で市民説明会が

持たれましたが、全ての公立幼稚園を廃止するなど

の問題点が多くあり、もっと地域を分けて丁寧に説

明して、住民の意見を聞くべきだとの意見が出され

ています。 

 そのため、計画策定は３月から８月に延期されま

したが、住民の意見を反映させるためには多くの時

間が必要であり、計画策定を急がず、しっかりと住

民の意見を聞くようにという趣旨であります。以上

です。 

○委員長（西田  真） この件について、当局から

意見、説明等はありませんか。何かありましたら。 

 はい、どうぞ。 

○こども育成課参事（冨岡  隆） 特にこのことに

ついての意見等はございません。以上です。 

○委員長（西田  真） はい、わかりました。 

 説明等はありました。 

 質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ありませんか。 

 討論に、それでは入りたいと思います。 

 討論に入る前に、当局の皆さん方につきましては、

説明等でご協力をいただきありがとうございまし

た。これから討論に入りますので、ここで退席して

いただいて結構でございます。お疲れさまでした。 

○委員（福田 嗣久） 聞いとってもらったらええの

に。何も別に退席してもらわんでも。もう１分した

らわかるじゃないの。 

○委員長（西田  真） お疲れさまでした。お疲れ

さまでした。 

 それでは、討論におきまして各委員が発言された

内容は、後ほど議報や委員長報告を作成する際に引

用することになりますので、よろしくお願いをいた

します。 
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 それでは、討論はありませんか。（「はい」と呼

ぶ者あり）反対からやろ。どっちからいく。（「反

対からやって」と呼ぶ者あり） 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） それでは、私のほうからは、

請願第１号、子どもの幸せを願う豊岡市民の要望に

ついて、反対の立場で討論いたします。 

 子供の幸せを願う気持ちについては全く同感で

はあります。今議会の冒頭で嶋教育長が説明された

教育行政の方針と施策の展開の中で、市では待機児

童の解消、放課後児童クラブのニーズ急増、急速に

進む少子化などを総合的に解決するため、昨年９月

１３日の豊岡市子ども・子育て会議からの答申及び

１０月に市内６会場で実施された市民懇談会の意

見を踏まえ、豊岡市における幼児教育・保育及び放

課後児童のあり方計画（案）を作成しており、議会

閉会後の３月２６日に議員説明会を開催し、議員の

意見を伺うとされています。まずは議員としっかり

議論を重ねた上で、市は改めて説明会を開催して市

民から意見を聞き、関係する団体ともしっかり協議

をした上で、２０２０年８月に計画策定とのスケジ

ュールをお聞きしています。また、小学校の統廃合

についても、それぞれの地域でＰＴＡや区長会など

地域の関係者で話し合いが進められており、市も個

別に相談に応じているとお聞きしております。 

 本請願で求められている、小学校区ごとの全ての

住民の理解と合意をもとに計画方針を決める期限

を設けず計画方針を決めることは、理想的ではあり

ますが現実的には非常に困難であり、調整に多くの

時間を要することは、速やかな対応を願う保護者の

希望や当事者である子供に沿ったものではあると

は言えず、逆に統一的な考え方に基づいた全体計画

の策定を阻害する要因となりかねません。 

 よって、本請願は不採択とすべきと考えます。以

上です。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 私は、採択する立場から意見

を申し上げます。 

 先ほど趣旨説明でも申しましたが、この答申につ

いては、子育て会議からの答申を受けての説明につ

いては、もっと地域を分けて丁寧に説明して住民の

意見を聞くべきだとの意見が多く出されて、計画策

定も延期されるなどの経緯があったんですけれど

も、それぞれの地域ではさまざまな課題があり、計

画策定の時期をあらかじめ決めてしまうと、十分な

意見・要望を聞く時間が制約され、おろそかになる

こともあります。長い歴史のある教育施設を集約・

再編してしまう事業は、やはり慎重に進めていかな

ければならないと考えます。小・中学校のあり方に

ついても同様のことです。 

 よって、１，１３３名の署名が添えられた本請願

を採択すべきだと考えます。以上、賛成の討論とい

たします。よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 これより採決いたします。 

 採択、不採択の意見がありますので、挙手により

採決いたします。 

 本件は、採択すべきことに賛成の委員の挙手を求

めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（西田  真） 賛成少数であります。よっ

て、請願第１号は不採択とすべきことに決定しまし

た。 

 次に、令和元年陳情第３号、公立豊岡病院組合内

病院の充実に関する陳情についてを議題といたし

ます。 

 しばらくお待ちください。 

 いや、もう入って、聞こえたら入ってこんとあれ

やねん。さっき出ならんでもよかった。さっき出ら

んでもよかったと思って。 

○委員（福田 嗣久） 追い出されたら出ざるを得ん

わな。 

○委員長（西田  真） それでは、改めまして、次

に、令和元年陳情第３号、公立豊岡病院組合内病院

の充実に関する陳情についてを議題といたします。 
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 この件につきまして、当局から意見、説明等はあ

りませんか。 

 はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 特に意見はございま

せん。 

○委員長（西田  真） ありませんか、はい。 

 質疑、意見等はありませんか。それでは、この後、

討論に入りたいと思います。 

 せっかく当局の皆さんには入っていただきまし

たが、説明等で、はい。討論に入ります前に、ここ

で退席していただいて結構です。出たり入ったり、

大変お疲れさまでございます。（「またすぐ入りま

す」と呼ぶ者あり）はい。またそのときには雰囲気

で入ってきてください。 

 それでは、当局の方が退席していただきました。 

 討論におきまして各委員が発言された内容は、後

ほど議報や委員長報告を作成する際に引用するこ

とになりますので、よろしくお願いいたします。 

 討論はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 陳情第３号、公立豊岡病院組

合内病院の充実に関する陳情について、この陳情に

反対の立場で意見を申し上げたいと思います。 

 まず、この陳情にあります冒頭の厚生労働省の病

院再編、統合の必要な公立・公的病院として、日高、

出石医療センターの名が上げられ公表されました。

そのことについては、地域の実情を踏まえることな

く唐突になされたものと、大変遺憾に感じておりま

す。その中で、この陳情の中にあります記２でござ

いますけれども、大学医学部の定数の件ですけれど

も、大学医学部の定数をふやすなど医師不足解消の

ため国の責任を果たすよう働きかけてほしいとい

う点に関しましては、新専門医制度の影響などもあ

り、医師不足、また、診療科の医師偏在が解消でき

ずにおります。また、医師の働き方改革の本格導入

も直前に控え、大変危惧をしているところでもあり

ます。国としての医師不足解消の責任については、

同意できると考えております。 

 次に、記３にあります財政支援の要請に関しまし

ても、診療報酬で見ることが困難である経費につい

ては、地方交付税措置の拡充、また、県に対しまし

ては県立病院が設置されていない私どものこの地

域であることも踏まえ、引き続きの支援を求めるべ

きと考えております。 

 しかしながら、記１、病床削減・「再編統合」を

しないようにとの働きかけについては、医療提供体

制、また、診療機能を人口減少など地域の実情に応

じて見直すことも当然必要な観点であり、見直しに

当たっては、必要に応じ地域医療構想会議等の場で

しっかりと議論を尽くす、また、市議会でもしっか

りと議論を尽くすべきと、このように考えておりま

す。 

 よって、同意できるところもありますけれども、

この陳情については不採択というふうに考えてお

ります。以上、意見を申し上げます。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 陳情に対して賛成の立場で意

見を申し上げます。 

 陳情の趣旨にもありますように、厚生労働省は病

床削減の再編検討を促すとして、４２４の公立・公

的病院を公表しましたけれども、豊岡病院の院長も、

事情も知らず勝手に名前を上げられたことに対し

て、自分たちの病院のことは自分たちで決めると病

院の広報紙にコメントをしています。国に対して病

床削減を含む病院再編をしないように働きかける

こと、医師不足解消のために国が責任を持つように

働きかけること、国・県立病院に準じた財政支援を

要請することへの議会への陳情に対してはもっと

もだと思い、賛成討論とします。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 これより採決いたします。 

 採択、不採択の意見がありますので、挙手により

採決いたします。 

 本件に採択すべきことに賛成の委員の挙手を求
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めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（西田  真） 賛成少数であります。よっ

て、令和元年陳情第３号は不採択とすべきことに決

定しました。 

 なお、本陳情に係る意見書の……（「そこはなし

です」と呼ぶ者あり）なし。（「なしです」と呼ぶ

者あり）それを聞いたんだよ、さっき。（「いや、

それは採択だった場合に使います。なので、そこは

読んでいただかなくてよろしいです。」と呼ぶ者あ

り）ああ、そういうことか。 

 それでは入ってきてもらって。（「入場」と呼ぶ

者あり）出たり入ったりしてもらって、ご苦労さま

です。特にありませんか。何か言ってもらったらい

いんですけどね。 

 それでは、続いて、陳情第２号、指定難病医療費

助成制度で「軽症」とされた難病患者を助成対象に

戻すため国への意見書提出を求めることに関する

陳情書を議題といたします。 

 事務局より請願・陳情文書表の朗読をお願いいた

します。 

○事務局主幹（木山 敦子） 受理番号、陳情第２号。

件名、指定難病医療費助成制度で「軽症」とされた

難病患者を助成対象に戻すため国への意見書提出

を求めることに関する陳情書。受理年月日、令和２

年３月９日。 

 要旨。指定難病医療費助成制度について重症度基

準による選別をやめ、軽症者を含めた全ての指定難

病患者を同助成の対象とするよう国に対して求め

ること。 

 理由。私たち兵庫県保険医協会は、兵庫県下の医

師、歯科医師７，５００人余りでつくる団体である。

その中の但馬支部は医師会比で約８割の先生方が

加盟し、国民医療の向上を目指し活動をしている。 

 ２０１４年５月に難病の患者に対する医療等に

関する法律（難病法）が成立し、２０１５年１月か

ら新たな指定難病医療費助成制度が施行された。 

 これにより、重症度基準による選別が行われるよ

うになり、難病と認定された患者であっても、この

重症度基準によって軽症と認定されてしまうと医

療費助成の対象外とされるようになった。 

 ２０１７年１２月３１日の経過措置終了に伴い、

難病医療費助成を受けられなくなった不認定患者

等は全国で約１４．６万人（不認定８．５５万人、

申請なし６．０５万人、経過措置適用者の５人に１

人）に上っており、その影響についてマスコミでも

大きく報道された。 

 また、厚生労働省の難病患者の総合的支援体制に

関する研究班が行った調査によれば、経過措置終了

の前後で不認定患者等の通院頻度（半年間の平均回

数）が５．３６回から３．５７回へと大幅に減少し

ていたことが明らかとなった。患者団体からは、受

診抑制による重症化を心配する声も上がっている。 

 全ての疾病は早期発見・早期治療が重要であるが、

特に難病は一旦重症化すると回復が著しく困難と

なる上、合併症の発症リスクや発がんリスクが高い

等の特性を持つ場合もあり、早期の段階から定期的

な受診によるフォローを行うことが必須である。軽

症者を医療費助成の対象外とすれば、難病の重症化

が進む危険性が非常に高くなる。 

 難病法は施行後５年以内を目途に見直しに向け

た検討を行うこととされており（難病法附則）、現

在、厚生労働省の難病対策委員会やワーキンググル

ープにおいて議論がなされているが、難病患者団体

等からの廃止の求めにもかかわらず重症度基準の

仕組みは維持される前提で議論が進められている。 

 ついては、軽症者を含めた全ての難病患者が費用

等の心配なく早期受診できるよう、重症度基準の撤

廃に向けた議論が後押しされる意見書を貴市より

国に提出していただくことを求める。 

 提出者、豊岡市日高町伊府６６０、谷垣医院、兵

庫県保険医協会但馬支部支部長、谷垣正人。付託委

員会、文教民生委員会。以上です。 

○委員長（西田  真） この件について、当局から

意見、説明等はありませんか。 

 はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 

 ２０１７年末までの経過措置終了に伴いまして、
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２０１８年度に厚生労働省の難病患者の総合的支

援体制に関する研究班による調査が行われまして、

２０１７年度及び２０１８年度の２カ年の比較に

より経過措置終了前後における患者の生活状況の

変化が分析されております。その内容につきまして、

お配りの配付資料のほうで説明をさせていただき

たいというふうに思います。 

 資料３ページのほうをお開きください。（「これ

ですか」と呼ぶ者あり）それです、はい。この右肩

のほうに資料１－２って書いてある「難病患者の総

合的支援体制に関する研究班」提供資料、こちらの

ほうでございます。こちらの３ページのほうをお願

いしたいと思います。 

 この資料３ページの調査結果によりますと、まず、

上から分析結果ということで、日常生活の自立度を

見ますと、認定患者の改善幅、これが７３．０％か

ら７５．４％、これに比べて不認定患者等の改善幅、

８０．４％から８９．２％、こちらのほうが大きい

というふうな結果になっております。続いて、症状

の変化を見ますと、認定患者の改善幅が５８．７％

から６５．４％、これに比べて不認定患者等の改善

幅が６６．２％から８１．４％、こちらのほうが大

きい結果となっております。続いて、通院頻度のほ

うを見ますと、認定患者及び不認定患者等、いずれ

も減少しましたけれども、認定患者の減少幅、これ

が５．７７回から５．２５回に比べて、不認定患者

等の減少幅、５．３６回から３．５７回のほうが大

きい結果となっております。 

 その次のところに、多重ロジスティック回帰分析

の結果、通院頻度の減少は日常生活の自立度の改善

や、症状の改善と、有意な関連があったというふう

に評価がされております。これは、日常生活の自立

度の改善や病状の改善がなされれば通院頻度は減

少するということ、そういうふうにうたわれており

ます。 

 一方で、その次の「また」ですね、また、性別、

年代、家族構成、疾患群、経過措置後の認定状況云々

の変化とは有意な関連がなかったということでご

ざいまして、これは経過措置後の新たな重症度の基

準の導入に伴う受診抑制による通院頻度の減少で

あるとは言えないということが書いてございます。 

 しかしながら、難病の特性上、警戒、不変の状態

が続くとは限らず、悪化や重症化することも考えら

れますし、治療が長期にわたることも多いことから、

治療費は経済的に負担となることや、陳情書のほう

にも記載されておりますけれども、患者団体からは

受診抑制による重症化の懸念の声が上がっている、

このようなことから、医療費助成対象外であるとい

うことで受診抑制の心理が働いて病状が悪化しな

いようにすることが必要であるというふうに考え

られます。 

 このようなことから、指定難病医療費助成につき

ましては、軽症者を含めた全ての指定難病患者を助

成の対象とすることは必要であろうというふうに

考えてるとこでございます。以上でございます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 説明等はいただきました。 

 質疑、意見はありませんか。ありませんか。 

○委員（福田 嗣久） １つだけ。 

○委員長（西田  真） 福田委員、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 指定難病というのはどんだけ

あるんですか。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 指定難病につきまし

ては、今最新のやつで２０１９年の７月で３３３で

ございます。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 市内というんか、こういう難

病指定にされてる方っていうのは把握されてるの

か、公表してもいいのか。もし、公表してもいいの

であれば、数字的なものがわかれば。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） こちらの事務のほう

は、兵庫県の健康福祉事務所、保健所が持っており

ます。保健所が窓口ですので、エリアとしては豊岡

市と香美町と新温泉町、１市２町になります。ここ
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で受給者証が発行されてる方、要は重症の方という

ことで理解してもらえたらと思いますけども、受給

者証が発行されてる方が全体で８００人というふ

うに聞いております。ちょっと豊岡市の分について

は聞いておりません。多分統計上出ていないので教

えてもらえるかどうかわかりませんけども、８００

人ということで聞いております。以上です。 

○委員（井上 正治） １市２町で。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） いいです、了解です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 質問ではないんですけれども、

私もちょっと難病の方を家族に持っておられる方

から、やっぱり総合庁舎ですかね、保険手続に行く

のは。手続はそうであっても、何か市のそういう窓

口みたいなんがあったらいいのにということはち

ょっと聞いておりますけど、また先に向けてでしょ

うけど、ぜひご検討をお願いいたします。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 何かありますか。 

 はい、どうぞ。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） これ、県の事務であ

るのか市の事務であるのかということで、明確に事

務分掌が分けられておりますので、県から何らかの

委託を受けるということになれば、それはやむを得

ず受けることはありますが、県の事務を勝手に市が

するということは決してあり得ませんので、今言わ

れたことについては、現状としては無理かなという

ふうに思います。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 事務ではないと思う、多分ち

ょっと相談したりとかいうとこら辺かなと思いま

す。以上です。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） これは軽症化に認定されると

医療費が発生するんですね、結局。やっぱり豊岡市

としては、その辺の考え方というのはどのように思

っとられるんですか、もしこれがそのまま継続され

ることについてのお考えはいかがですか。（発言す

る者あり）なった場合、今の状況。まあまあ、施行

されてますからね、どこだったかな、難病医療費助

成制度もね、施行されておりますので、保険に対す

る影響度といいますか、その辺、状況というのはい

かがな。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 軽症も保険対象にな

った場合というふうなことですよね。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 実はこれ、負担上限

額が設けられております。通常は患者の負担割合は

２割ということで、その上で上限額が設けられてお

ります。それを超える分については、国と県がそれ

ぞれ折半して費用負担しますので、市としての負担

は発生しません。ただ、もし軽症の方がこの助成が

得られないとなった場合には、当然難病ですので、

重症化してきてＡＤＬが低下してくる可能性はあ

ります。ＡＤＬが低下してくると障害福祉サービス

を受けざるを得ないような状況になってくると、サ

ービス費で報酬費がかかってきます。それは市の負

担も出てきます。当然、国、県の補助もありますけ

ども市も負担になってきますので、ですので、やは

り軽症であってもしっかりとこの助成制度のほう

に入れていただいて、しっかりと受診をしてもらう

ということが必要だろうというふうに思っており

ます。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、意見も煮詰まっ

てきましたので、この後討論に入りたいと思います。 

 当局の皆さんは大変お疲れさまでございました。

出たり入ったりで大変申しわけなかったと思いま

す。ありがとうございました。 

 それでは、討論におきましては、各委員が発言さ

れた内容は後ほど議報や委員長報告を作成する際

に引用することになりますので、よろしくお願いし
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ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。（「討

論、討論」と呼ぶ者あり） 

 はい、どうぞ。（「討論でいいんですね」と呼ぶ

者あり） 

 委員会を暫時休憩します。（「済みません」と呼

ぶ者あり） 

午後４時０８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時０８分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き委員会を

を再開します。 

 それでは、討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本件は、採択すべきことに決定し

てご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。 

 よって、全会一致で陳情第２号は採択すべきこと

に決定しました。 

 なお、本陳情に係る意見書の案文につきましては

……（「ついてます、資料に」と呼ぶ者あり）よろ

しいね。 

 意見書の案文については、一番後ろのページに添

付しておりますので、見ていただきたいと思います。 

 何がご意見はありませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員会を暫時休憩します。 

午後４時１０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時１４分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは委員会を再開いた

します。 

 先ほどの指定難病医療費助成制度の改善を求め

る意見書（案）について、井上さんのほうから意見

があるようですので、よろしくお願いします。 

○委員（井上 正治） これを朗読してみますと、案

をいただいとるんですけども、中間に位置する、ま

た、厚生労働省の難病患者の総合的支援体制に関す

る研究班が行った調査によれば、経過措置終了前後

で不認定患者等の通院頻度、半年間の平均回数が５．

３６回から３．５７回へと大幅に減少していたこと

が明らかとなりました。というとこまでを一応削除

して、「患者団体からは受診抑制による」、次にあ

る文章が、「受診抑制による重症化を心配する声が

上がってる」ということで、この文が二重になりま

すので、この辺を排除して簡潔に「患者団体から受

診抑制による重症化を心配する声が上がってる」っ

ていうだけで私はいいというふうに感じておりま

すので、皆様のお考えはいかがでしょうか。 

○委員長（西田  真） よろしいか。今、井上さん

のほうから意見書の内容を言っていただきました

けど、出ている文の修正ということでありますけど、

皆さんいかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） よろしいか。（「はい」と

呼ぶ者あり） 

 それでは、内容のほうを調整していただきました

ので、意見書の精査については正副委員長に一任願

いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定いたしました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後４時１７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時１７分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） 休憩前に引き続き分科会

を再開します。 

 それでは、第３２号議案の審査につきましては、

先ほど質疑まで終えましたので、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） よろしいか。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき
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ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、第３２号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 本日予定している案件の審査は終了いたしまし

た。 

 次は、（３）番、分科会意見・要望のまとめにつ

いてです。 

 第３２号議案について、当分科会の意見・要望と

して予算決算委員会に報告すべき内容について協

議いただきたいと思います。 

 分科会を暫時休憩いたします。 

午後４時１８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後４時２７分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、分科会を再開

いたします。 

 第３２号議案に意見・要望を付す案件について、

井上委員から頭出しをよろしくお願いいたします。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 本予算につきましては、やは

り今進められている生涯学習サロン事業、そして新

文化会館整備事業に関連して少しご意見を申し上

げたいと思います。 

 現在、新型コロナウイルスに関する感染症が国内

はもとより世界各国で拡散している状況にありま

す。そういう状況が終息もまだ全く困難な状況であ

るということを鑑みると、やはりこのような大型プ

ロジェクトについてもしっかりと将来的なイニシ

ャルはもちろん、ランニング等も踏まえ、適切な財

政状況を見きわめた執行が必要であるというふう

に思います。やはり、まず一番には市としては市民

への不安を軽減することが必要でありますので、ま

ずは新型コロナウイルス感染症の対策を視野に入

れて、市民影響を軽減する対策への取り組みが必要

でありますので、まずは大型プロジェクトをもう見

据えて、しっかりとした軽減策もする必要があると

いうふうなことで臨んでいただきたいというふう

に思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） この新年度予算に対しまして、

まず、新文化会館と生涯学習サロンについては大き

な予算が計上されるわけでございますけれども、今

現在、コロナウイルスの蔓延という状況の中で、特

に私が感じますことは、昨年の１０－１２月期も消

費税アップによりまして年率換算で７．１％のＧＤ

Ｐの減少ということが起きております。また、そう

いう中で新年を迎えて、コロナ下の状況も大変広が

ってきている、市民の皆さんも心配をされてる状況

と、それからまた、経済に対しても大きな影響があ

ろうと想定をしとる中で、今１－３月期のＧＤＰ、

豊岡の経済も相当落ち込んでくる、なお、５月７月

期、あるいは４－６期、７－９期、このあたりも大

変厳しい状況が出現するのではないかという心配

の中で、この大きな予算執行ということになります。 

 よって、そういう意味からすれば、イニシャルコ

ストもできるだけ削減をする、また、ランニングコ

ストもできるだけ削減する状況の中の予算執行を

お願いしたい。なぜかというと、当然このコロナ対

策に大きな影響が出てくる中で、市民の皆さんが大

きな予算の執行については大変危惧をされてる状

況を鑑みますと、やはりきちっとした執行をしてい

ただきたいということを申し添えたいと思ってお

ります。まだ足らんな。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 今おっしゃられた２つの生涯

学習サロン、新文化会館っていうところ、このこと

はやはり公共施設再編ということも大きくかかわ

りをしてくると思いますし、今、小・中学校の適正

規模・適正配置計画ということで審議会を立ち上げ

て話が進められてるところではあるんですけども、

やはりより多くの人に意見を伺う機会を設けてい

ただくということで、中では意見交換会をして、地

域の保護者の方だけでなく、さまざまな地域の方た

ちの意見を分けて聞くような場を設定されるとい

うことにはなってますが、あわせて議会のほうにも
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やはり細かに情報をいただきながら、また、議会の

ほうからもさまざまな意見を言うような場も設定

していただくなど、密に市の事業を進めていくに当

たってかかわりをしていける、また、情報交換がで

きるという場をしっかりと設けていただきたいと、

そのように思います。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） よろしいか。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 それでは、ただいま協議いただきました分科会意

見、要望を含む分科会長報告の案文については正副

分科会長に一任願いたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 ここで分科会を閉会します。 

午後４時３４分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後４時３４分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 次に、（４）番、委員会意見・要望のまとめにつ

いてです。 

 第３３号議案から第３８号議案までの６件につ

いて、当委員会の意見・要望として委員長報告に付

すべき内容について協議いただきたいと思います。

委員の皆さんから、提案について委員会意見・要望

とすべきか協議を行いたいと思います。 

 それでは、１件ずつお願いしたいと思います。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後４時３５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時３６分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開い

たします。 

 第３３号議案から第３８号議案までの６件につ

いて、当委員会の意見・要望でありますが、委員長

報告の案文についての意見であります。例年、委員

長意見を付してないということでありますが、今回

も委員長意見は付さなくていいということでご異

議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 次に、協議事項（５）番、令和２年度の当委員会

の管外行政視察についてを議題といたします。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後４時３７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時４３分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは委員会を再開いた

します。 

 管外行政視察についてでありますが、ただいまい

ろいろと意見は出していただきましたけど、なかな

かまとまりがつきませんので、とりあえずこの間皆

さん方に周知しました日程でありますが、５月の１

３日から１５日、５月１３日水曜日から金曜日、そ

して予備日が５月の１２日の火曜日から１４日と

いう格好になっておりますので、皆さん方は５月１

２日から１５日まで、この４日間の日程は必ずあけ

ていただきますように、よろしくお願いします。

（「５月の１２日」と呼ぶ者あり）５月の１２日の

火曜日から１５日の金曜日までの４日間で、そのう

ちの２泊３日ということで予定しますので、日程だ

けは押さえていただきますようによろしくお願い

します。（「はい、わかりました」「コロナが終息

するように」「そうですね」と呼ぶ者あり） 

 そして、本日いろいろと意見等を出していただき

ましたけども、今後田中副委員長と、そして清水委

員、竹中委員、３人と事務局とで……（「委員長は」

と呼ぶ者あり）委員長はちょっと体調不良がありま

すので、その辺で、今申し上げました４人で調整を

していただいて、先方との調整も含め、方向性が決

まった時点で皆さんにご報告していただきたいと

思いますが、ご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしということであ
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りますので、そのように決定いたしました。 

 それでは、繰り返しますが、田中副委員長、清水

委員、竹中委員、そして事務局の木山さんとで調整、

相手方も含めて、日程も含めてよろしくお願いいた

します。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 次は、協議事項（６）番、その他について、委員

の皆さん方から特にご発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ありませんか。（「はい」

「なし」と呼ぶ者あり） 

 次は、次回の委員会開催についてですが、日時は

あす３月１７日火曜日１３時から、場所はこの会場、

当委員会室にて開催いたします。 

 そしてもう１点、皆さん方にもプリントは届いて

ると思いますが、ゆずりあい駐車場、皆さんの手元

にありますかね。（発言する者あり）皆さんありま

したらちょっと見ていただきたいと思いますが、地

場産の駐車場のペイントを１８日、あさってですね、

豊岡市環境経済課の皆さんが手づくりでしていた

だくことになりました。皆さん方にご報告をしてお

きます。（発言する者あり）そうです、そうです、

はい。真ん中のほうに書いてあります３月１８日水

曜日の午前１０時より開始する予定ということで

あります。当日の天気及び路面状況を見て、日程変

更の必要が出てまいりましたら改めて連絡を差し

上げますということであります。皆さん方にもご報

告しておきますので、よろしくお願いします。 

 竹中委員、どうぞ。 

○委員（竹中  理） これ、昨年の文教民生委員会

の議会報告会のかわりに、豊岡市身体障害者福祉協

会のヒアリングっていうか、して、向こうがそのと

きに要望されてたことを……。 

○委員長（西田  真） それをするの。 

○委員（竹中  理） はい。それが実現できたので、

ありがとうございますっていう、別にどう働いたか、

具体的にどうこうしたわけじゃないんですけども、

感謝のメールを会長さんからいただいたっていう

ことですよね。（発言する者あり） 

○委員長（西田  真） 昨年、文教民生委員会も竹

中委員が委員長だったんですけど、障害者施設との

懇談会のときにそういう要望があった場所という

ところであります。 

○委員（竹中  理） そうですね。 

○委員長（西田  真） それが実現できたというこ

との報告であります。実際には１８日ということで

ありますが、皆さん方ご承知おきください。 

 ほかに何かありませんかね。（「ないです」と呼

ぶ者あり）ないですか。 

○事務局主幹（木山 敦子） 委員長、１点いいです

か。 

○委員長（西田  真） はい、どうぞ。 

○事務局主幹（木山 敦子） 先ほどのゆずりあい駐

車場の件に絡みまして、２月の２５日に発行しまし

た議会だよりにおきまして、２０２０年度の意見交

換会、文教民生委員会と市民団体さんとの意見交換

会の募集を今、随時行っているところなんですけれ

ども、今現在、どこの委員会ともなんですけれども、

希望のほうはまだ聞いておりません。出てき次第、

また、こういった団体から要望がありましたという

ようなことは、皆さんにはお伝えしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） それでは、以上をもちまし

て文教民生委員会を閉会いたします。ご苦労さまで

ございました。 

午後４時４８分 閉会 

──────────────────── 


